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昨
年
10
月
に
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
第
５
代
会
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
吉
田
雅
俊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
「
東
京
都
立
大

学
」
へ
の
名
称
変
更
に
伴
い
、
同
窓
会
の
名
称
も
「
東
京
都
立
大
学

同
窓
会
」
と
な
り
、
初
代
の
同
窓
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
何
卒
ご
支

援
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
都
立
大
学
は
、
世
界
有
数
の
国
際
都
市
、
東
京
都
が
設
置
す

る
唯
一
の
総
合
大
学
で
あ
り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
へ
と

着
々
と
地
歩
を
固
め
て
い
ま
す
。
ま
た
東
京
都
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と

し
て
産
学
公
連
携
等
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
名
称
変
更

を
契
機
に
、
他
の
国
公
立
大
や
私
立
大
に
な
い
独
自
性
を
活
か
し

て
、
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
南
大
沢
、
日
野
、
荒
川

に
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
学
部
学
科
数
、
学
部
大
学
院
学
生

数
、
教
職
員
数
な
ど
新
生
都
立
大
学
は
、
規
模
、
レ
ベ
ル
と
も
私
が

在
籍
し
て
い
た
頃
の
旧
都
立
大
学
よ
り
も
格
段
に
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
生
都
立
大
学
同
窓
会
の
下
に
、
首
都
大
、
旧
都
立
大
、
旧
科
技

大
、旧
保
科
大
・
医
療
技
術
短
大
の
卒
業
生
が
結
集
し
ま
す
。「
ワ
ン
！

都
立
大
同
窓
会
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

私
は
、
同
窓
会
は
、
多
く
の
卒
業
生
が
気
軽
に
集
え
る
場
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
明
る
く
楽
し
く
、
魅

力
溢
れ
る
同
窓
会
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
卒
業
生
や
在
校
生

が
母
校
を
誇
り
に
思
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
多
く
の
卒
業
生
が
同

窓
会
活
動
を
通
じ
て
、
同
窓
・
学
友
と
い
っ
た
よ
き
友
と
の
感
動
的

な
出
会
い
、
交
流
や
親
睦
を
通
じ
て
、
楽
し
く
豊
か
な
人
生
の
一
助

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
代
同
窓
会
長
と
し
て
、
ま
ず
、
同
窓
会
の
基
礎
固
め
に
注
力
い
た

し
ま
す
。
①
現
在
、
同
窓
会
の
会
員
数
は
７
万
人
、
全
国
に
７
支
部
、

海
外
に
２
拠
点
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
後
会
員
間
の
結
束
を
高
め
ま

す
。
②
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
、
同
好
会
、
同
期
会
、
ゼ
ミ
、
職
域
等

の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
が
都
立
大
同
窓
会
に
合
流
い
た
だ
け
る
よ
う
企
画
し
ま

す
。
③
卒
業
生
と
在
校
生
、
卒
業
生
同
士
の
出
会
い
、
交
流
の
場
を
企

画
し
ま
す
。
ま
た
産
学
公
連
携
等
を
通
じ
て
、
大
学
と
卒
業
生
と
の
連

携
を
深
め
ま
す
。
④
卒
業
生
、
在
校
生
、
大
学
の
友
好
融
和
を
め
ざ
し

て
始
ま
っ
た
、
共
同
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
を

同
窓
会
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

大
学
名
の
変
更
を
記
念
し
て
、「
東
京
都
立
大
学
へ
の
名
称
変
更

記
念
募
金
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
と
学
生
、
大
学
と
の

距
離
を
縮
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

東
京
都
立
大
学
同
窓
会　

会
長　
　
　
　
　
　

吉
田　

雅
俊

東
京
都
立
大
学
工
学
部　

機
械
工
学
科
23
期

吉田　雅俊　会長の経歴
現職
　㈱日税ビジネスサービス
　㈱日税不動産情報センター
　㈱共栄会保険代行
　　代表取締役会長兼社長（CEO）

学歴
　東京都立大学　工学部機械工学科 23 期卒
関係団体役職
　東京新都心ロータリークラブ　元会長
趣味
　ゴルフ　能　スキューバダイビング　書道
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こ
の
た
び
、
同
窓
会
の
副
会
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
奥
田
修
一
で
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
国
家
公
務
員
と
し
て
建

設
省
、
国
土
交
通
省
に
勤
務
し
、
主
に
国

の
建
築
物
の
整
備
や
保
全
指
導
に
関
す
る

業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
一

般
財
団
法
人
建
築
保
全
セ
ン
タ
ー
と
い
う

組
織
で
建
築
保
全
や
改
修
工
事
の
基
準
作

り
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

首
都
大
学
東
京
・
東
京
都
立
大
学
は
間

口
の
広
い
総
合
大
学
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
学
部
、
学
科
は
学
生
数
と
し
て
は

比
較
的
小
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会

に
出
る
と
身
近
に
同
窓
生
が
少
な
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
希
薄
に
な
る
傾
向
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も

　

新
任
副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

奥
田　

修
一　
（
都
立
大
・
21
期
・
建
築
）

学
科
の
同
期
会
、
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
、
会
社
の
同
窓
会
な
ど
が
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
そ
の
全
体
像
が
つ
か

め
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
同
窓
会
活
動
で
は
組
織
整
備
委

員
会
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
ま
ず
は
現
在
活
動
し
て
い
る
同
窓
生

の
グ
ル
ー
プ
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
情
報
を
同
窓
生
が
共
有
す
る
こ

と
で
、
同
窓
会
活
動
の
基
盤
と
し
て
、
ま

た
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
役

立
て
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
名
称
も
変
更
に
な
り
、
新
生
東

京
都
立
大
学
の
同
窓
会
と
し
て
吉
田
雅
俊

会
長
の
も
と
、
学
生
、
大
学
、
卒
業
生
を

つ
な
ぐ
交
流
の
場
と
し
て
、
楽
し
く
魅
力

あ
ふ
れ
る
同
窓
会
、
誇
れ
る
母
校
づ
く
り

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
微
力
を
尽

く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
程
、
黒
川
前
委
員
長
の
後
任
と
し

て
広
報
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
荻
原
で

す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
（
2
0
1
9
年
）
は
同
窓
会
広

報
活
動
に
と
っ
て
も
大
き
な
転
換
期
と
な

り
ま
し
た
。

皆
様
ご
案
内
の
と
お
り
、
年
２
回
発
行
し

て
き
た
会
報
を
本
年
か
ら
春
の
１
回
に

し
、
発
行
発
送
経
費
を
節
減
し
て
学
生
支

援
の
充
実
等
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
も
の

で
す
。

　

そ
こ
で
、
会
報
に
代
わ
る
広
報
手
段
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
（
月
１
回
発
行
）
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
ア
ド
レ
ス
登
録
が
数
千
人
規

模
で
す
の
で
会
員
の
一
層
の
登
録
推
進
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
Ｉ
Ｔ
化
の
進
行
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
会
報
誌
不
要
論
も
あ
り
ま
す
が
、
幅

広
い
世
代
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
同
窓

会
で
は
、
伝
統
的
な
紙
媒
体
は
依
然
不
可

　

新
任
広
報
委
員
長
就
任
の
ご
挨
拶

荻
原　

信
吾　
（
都
立
大
・
24
期
・
仏
文
）

欠
で
す
の
で
、
内
容
の
充
実
を
引
き
続
き

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
生
の
同
窓
会
加
入
率
は

年
々
向
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
員
加
入

に
向
け
て
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
勧
誘

活
動
（
Ｐ
Ｒ
冊
子
の
発
行
）
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
４
月
か
ら

の
同
窓
会
名
称
変
更
に
伴
う
記
念
募
金

（
主
に
学
生
奨
学
金
に
活
用
）
の
推
進
も

広
報
委
員
会
の
重
点
課
題
で
す
。

　

当
会
活
動
へ
の
同
窓
生
の
皆
様
の
倍
旧

の
ご
支
援
並
び
に
募
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

奥田　修一
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理　事 科18・生産 上　　嶋　　聖　　人 イベント
理　事 都11・工化 大　　石　　不 二 夫 組織
理　事 都24・仏文 荻　　原　　信　　吾 広報　八雲
理　事 科３・機械 小　　原　　弘　　道 広報　イベント　情報　学生支援
理　事 都20・電気 河　　口　　　　　修 企画　TDS
理　事 都29・法律 左 田 野　　　　　渉 八雲
理　事 都20・社会 水　　津　　ま き 子 八雲
理　事 都56・生物 鈴　　木　　祐 美 子 広報
理　事 医１・放射 関　　根　　紀　　夫 広報　イベント　学生支援
理　事 都20・経済 高　　橋　　　　　誠 情報
理　事 都41・英文 高　　部　　明　　敏 八雲
理　事 都24・工化 千 代 鳥　モーミンウッディン 組織　八雲　情報
理　事 首2016・経シ 津 久 井　　文　　哉 イベント
理　事 医１・放射 西　　形　　勝　　宏 企画
理　事 保６・放射 畑　　　　　純　　一 広報
理　事 都54・地理 畠　　山　　　　　久 広報　情報
理　事 都49・経済 三　　澤　　　　　光 八雲
理　事 都11・社会 光　　藤　　康　　子 企画
理　事 都25・機械 八　　木　　　　　隆 組織
理　事 都22・政治 山　　川　　　　　徹 総務　学生支援
理　事 都19・数学 吉　　田　　俊　　雄 財務　情報　学生支援　TDS
監　事 都９・経済 加　　藤　　充　　子 広報
監　事 科６・電子 君 和 田　　洋　　之
監　事 医３・理学 古　　川　　順　　光

（注）略称　学生支援：学生支援事業推進委員会
　　　　　　総　　務：総務委員会
　　　　　　企　　画：企画委員会
　　　　　　広　　報：広報委員会
　　　　　　組織整備：組織整備委員会
　　　　　　財　　務：財務委員会
　　　　　　イベント：イベント委員会
　　　　　　八　　雲：八雲クラブ
　　　　　　情　　報：情報管理委員会
　　　　　　Ｔ Ｄ Ｓ：（株）同窓会サービス

同窓会役員名簿
2020. 04. 01現在　　　

役員名 学校・学科・専攻名 氏　　　　名 所 属 委 員 会 等
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 委 員 長 黒川　　　信（都28生物） 稲野辺　久智（都54史学） 杉村　　哲雄（都12法律）
総　　務 　  齋藤　　夕子（医07地域）
   松本　　公一（科05機械）
   山川　　　徹（都22政治）

 委 員 長 河口　　　修（院工20電気） 黒川　　　信（都28生物）企　　画 副委員長 西形　　勝宏（医01放射） 光藤　　康子（都11社会）

 委 員 長 荻原　　信吾（都24仏文） 芦沢　　清隆（都17建築） 加藤　　充子（都09経済）
   稲野辺　久智（都54史学） 村山　　祥彦（都05経済）
 会報編集

委 員 長 野原　　　剛（都04化学） 岩下　　慎吾（首2014基盤） 根谷崎　武彦（都10化学）
 会報編集

副委員長 河井　　　信（都16経済） 上野　　庸介（都45法律）
   小原　　弘道（科03機械）
広　　報   黒川　　　信（都28生物）
   齋藤　　夕子（医07地域）
   鈴木　祐美子（都56生物）
   関根　　紀夫（医01放射）
   畑　　　純一（保06放射）
   畠山　　　久（都54地理）
   
 委 員 長 奥田　　修一（都21建築） 安藤　　拓哉（科12電子）
   丑山　佐千男（都22政治）
組織整備   大石　不二夫（都11工化）
   千　代　鳥

モーミンウッディン（都24工化）
   八木　　　隆（都25機械）

財　　務 委 員 長 稲野辺　久智（都54史学） 石井　　陽介（首2009法律）
 副委員長 吉田　　俊雄（都19数学） 上野　　庸介（都45法律）

 委 員 長 関根　　紀夫（医01放射） 浅見　　雄介（都51政治） 小野　　修一（都34法律）
   稲野辺　久智（都54史学） 滝口　　　亨（都26数学）
 副委員長 小原　　弘道（科03機械） 上嶋　　聖人（科16生産） 鷲尾　　　悟（都56電気）
イベント   小原　　弘道（科03機械）
   黒川　　　信（都28生物）
   津久井　文哉（首2016経シ）
   松本　　公一（科05機械）

 委 員 長 丑山　佐千男（都22政治） 上野　　高暉（首2016法律） 池田　　敬二（都42社会）
 副委員長 水津　まき子（都20社会） 荻原　　信吾（都24仏文） 石井　　光一（都28経済）
 副委員長 左田野　　渉（都29法律） 高部　　明敏（都41英文） 大林　　清一（都25生物）
八雲クラブ   千　代　鳥

モーミンウッディン（都24工化） 北原　　　隆（都36建築）
   三澤　　　光（都49経済） 倉山　　昭蔵（都15社会）
    中澤　　　勲（都12電気）
    本橋　　唯弘（都19政治）

 委 員 長 千　代　鳥モーミンウッディン（都24工化） 小原　　弘道（科03機械）
   高橋　　　誠（都20経済）
情報管理   畠山　　　久（都54地理）
   松本　　公一（科05機械）
   吉田　　俊雄（都19数学）

2020年（令和２年）東京都立大学同窓会委員会組織及び構成メンバー
　2020. 04. 01現在　

委員会名 正 副 委 員 長 理　　　事 非　理　事

TDS ㈱ 同窓会サービス 2018.03.28改正
代　表
取締役　 河口　　 修（院工20電気）

取締役　 中村　 政和（都25法律）
　　　　 袴田　 勝紀
　　　　 久保　 義丸（都42法律）

監査役　 松本　　 傳（都07経済）
　　　　 吉田　 俊雄（都19数学）

学生支援事業推進委員会
会　長　 吉田　 雅俊（都工23機械）

副会長　 黒川　　 信（都理29生物）
　　　　 松本　 公一（科05機械）
　　　　 奥田　 修一（都工21建築）

委　員　 齋藤　 夕子（医07地域）
　　　　 石井　 陽介（首2009法律）
　　　　 稲野辺 久智（都人54史学）
　　　　 丑山 佐千男（都法22政治）
　　　　 小原　 弘道（科03機械）
　　　　 関根　 紀夫（医01放射）
　　　　 山川　　 徹（都22政治）
　　　　 吉田　 俊雄（都理19数学）
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浅
見
　
雄
介
（
都
51
・
法
・
政
治
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
理
事
に
就
任
致
し
ま

し
た
浅
見
雄
介
と
申
し
ま
す
。
微
力
な
が

ら
同
窓
会
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

大
学
で
は
主
に
ジ
ャ
ズ
研
究
会
で
の
活

動
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
、
マ
イ
ル

ス
や
コ
ル
ト
レ
ー
ン
な
ど
に
陶
酔
し
、
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
練
習
ば
か
り
で
、
学
業
は

な
ん
と
か
卒
業
で
き
た
程
度
で
し
た
。

　

い
ざ
社
会
に
出
て
み
る
と
、
世
の
中
の

法
律
知
識
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を

思
い
知
ら
さ
れ
、
も
う
少
し
法
律
を
し
っ

か
り
勉
強
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
い
う

思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
が
社

会
に
出
て
か
ら
在
日
外
国
人
の
数
も
増
加

し
、
現
在
は
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
問
題
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
最
近
は
国
際
都

市
東
京
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
鮮
明
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
今
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年
で
あ
り
、

世
界
的
に
も
東
京
が
再
度
見
つ
め
な
お
さ

れ
る
機
会
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

都
立
大
や
首
都
大
の
卒
業
生
と
し
て

も
、
２
０
２
０
年
と
い
う
節
目
に
力
を
合

わ
せ
て
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
精
い
っ
ぱ

　

新
任
理
事
就
任
挨
拶

　

　

高
橋　
　

誠

　

た
か
は
し　

ま
こ
と

　

津
久
井　

文
哉

　

つ
く
い　

ふ
み
や

　

上
嶋　

聖
人

　

う
わ
じ
ま　

ま
さ
と

　

浅
見　

雄
介

　

あ
さ
み　

ゆ
う
す
け

い
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

略
歴　

２
０
０
３
年
都
立
大
学
法
学
部
政

治
学
科
卒
業
、
２
０
０
５
年
東
京
大
学
大
学
院

情
報
学
環
教
育
部
終
了
。
そ
の
後
通
信
キ
ャ
リ

ア
や
I
T
企
業
を
経
て
、
現
在
は
行
政
書
士

と
し
て
独
立
。
主
に
外
国
人
の
在
留
資
格
や
就

労
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

上
嶋
　
聖
人
（
科
技
18
・
生
産
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
理
事
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
上
嶋
聖
人
と
申
し
ま
す
。
私
は
、

２
０
０
３
年
に
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

工
学
部
に
入
学
し
、
２
年
後
に
都
立
４
大

学
が
合
併
し
、
現
在
の
首
都
大
学
東
京
に

な
り
ま
し
た
。
修
士
課
程
を
修
了
し
て
10

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
大
学
時
代
、
と

り
わ
け
ゼ
ミ
で
培
わ
れ
た
論
理
的
思
考
や

知
識
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
今
に
至
る
ま

で
大
い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
科
や
委
員
会
で
出
会
っ
た
交
友
関
係

は
今
で
も
続
い
て
お
り
、
大
学
時
代
の
勉

学
や
ご
縁
に
よ
っ
て
、
私
の
人
生
は
公
私

共
々
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
母

校
に
対
し
て
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
母
校
に
少
し
で
も
恩
返
し
が

し
た
い
と
の
思
い
を
抱
い
て
い
た
と
こ

ろ
、
先
輩
よ
り
同
窓
会
理
事
の
お
誘
い
を

頂
き
ま
し
た
。微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

自
分
の
持
つ
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
同

窓
会
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
先

に
申
し
上
げ
た
大
学
時
代
の
交
友
関
係
を

通
し
て
活
動
を
広
め
る
な
ど
、
同
窓
会
の

輪
を
少
し
で
も
広
げ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

略
歴　

２
０
０
７
年
都
立
科
学
技
術
大
学

工
学
部
生
産
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
入
学
。

２
０
０
９
年
首
都
大
学
東
京
大
学
院
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専

攻
経
営
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
専
修
。
博
士
前

期
課
程
修
了
。
同
年
フ
ァ
ナ
ッ
ク
㈱
入
社
。

２
０
１
６
年
一
般
社
団
法
人
ふ
る
さ
と
経
営

戦
略
研
究
所
に
転
職
。
同
年
行
政
系
シ
ン
ク
タ

ン
ク
会
社
兼
務
。

高
橋
　
　
誠
（
都
20
・
経
・
経
済
）

　

こ
の
度
同
窓
会
理
事
に
就
任
し
た
高
橋

誠
で
す
。
私
は
68
年
に
都
立
大
学
経
済
学

部
に
入
学
し
ま
し
た
。
４
年
間
の
大
学
生

活
で
は
、
２
年
生
の
時
に
は
大
学
紛
争
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
初
３
年
間
は
ク
ラ
ブ

活
動
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
に
精
を
出
し
、
後
半
の

２
年
間
は
ゼ
ミ
活
動（
財
政
学
の
林
先
生
）

を
中
心
に
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
が
少
し
で
も
生
か
せ

る
か
と
思
い
、
証
券
会
社
に
入
社
し
念
願

の
海
外
勤
務
は
通
算
15
年
に
及
び
、
こ
の

間
多
様
な
人
々
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
そ

の
後
の
大
き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
理
事
に
な
っ
た
動
機
は
、
諸
先
輩

の
ご
尽
力
に
よ
り
大
学
名
が
（
新
生
）
都

立
大
学
に
戻
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
南
大
沢
の

校
舎
に
は
、
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
寄
付
講
座
で
何

回
か
通
い
ま
し
た
が
、
そ
の
度
に
八
雲
の

校
舎
に
通
っ
た
日
々
を
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。
古
希
を
過
ぎ
何
ら
か
の
形
で
母
校

に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
い
同
窓
会
活

動
を
通
し
て
、
微
力
な
が
ら
少
し
で
も
お

手
伝
い
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
７
２
年
都
立
大
学
経
済
学
部

卒
業
、
同
年
野
村
証
券
入
社
。
ロ
ン
ド
ン
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
駐
在
の
後
、
取
締
役
ジ
ャ
フ
コ
常

務
を
経
て
、
現
在
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
顧
問
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
社
外
取
締
役
、
日
本
モ

ー
ツ
ァ
ル
ト
協
会
理
事

津
久
井
文
哉

（
首
16
卒
・
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
・
経
営
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
）

　

こ
の
た
び
、
同
窓
会
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
、
津
久
井
文
哉
と
申
し
ま
す
。

26
歳
の
社
会
人
２
年
目
で
あ
り
、
同
窓
会

理
事
の
中
で
は
数
少
な
い
首
都
大
出
身
の

理
事
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
私
の
職
場
が

都
心
か
ら
遠
い
た
め
、
理
事
会
に
毎
回
参
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加
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
数
少
な
い
首
都
大
出
身
の
若
手
世
代

の
理
事
と
し
て
、
同
窓
会
・
大
学
の
発
展

に
微
力
な
が
ら
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
の
課
題
に
い
つ
も
挙
が

る
の
が
若
い
世
代
の
参
加
率
が
低
い
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
若
い
世
代
に
と
っ
て
、

同
窓
会
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
人
が
少
な

い
と
い
う
の
も
要
因
の
一
つ
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と

き
、
若
い
世
代
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
は

組
織
運
営
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

私
は
数
少
な
い
二
十
代
の
理
事
と
し
て
、

若
い
世
代
の
参
加
率
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

微
力
な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

略
歴　

２
０
１
６
年
首
都
大
学
東
京
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
経
営
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
卒
業
、
２
０
１
８
年
大
学
院
博
士
前

期
課
程
修
了
。
２
０
１
８
年
非
鉄
金
属
メ
ー
カ

ー
に
入
社
後
、
茨
城
県
の
事
業
所
の
I
T
部

門
に
勤
務
。

八
木
　
　
隆
（
都
25
・
工
・
機
械
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
理
事
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
八
木
隆
で
す
。
理
事
会
で
は
組
織

整
備
委
員
会
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
は
、
研
究
と
教
育
を
行
う
機
関
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
に
在
籍

し
て
い
る
学
生
に
は
、
こ
れ
が
単
に
「
大

学
教
育
を
受
け
ら
れ
る
。」「
研
究
に
参
加

で
き
る
。」
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
社
会

で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
た
ち
と
の
つ
な
が

り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
わ
る
と
い
う
意

義
も
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
と
は
、
卒
業
生
の
交
流
の
場
で

あ
る
と
共
に
大
学
と
社
会
と
の
架
け
橋
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
就
職
活
動
や

就
業
後
に
社
会
人
と
し
て
の
活
躍
を
助
け

る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

大
学
は
「
研
究
」「
教
育
」
に
加
え
て
「
人

的
交
流
」
の
三
本
の
足
で
立
つ
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
存
在
は
今
後
も
盤
石
な
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
会
が
社
会
と
の
架
け
橋
に
な
れ
る

よ
う
微
力
な
が
ら
同
窓
会
活
動
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
７
７
年
都
立
大
学
・
工
学
部
・
機

械
工
学
科
卒
業
。
ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
入
社

山
川
　
　
徹
（
都
22
・
法
・
政
治
）

　

こ
の
度
、
同
窓
会
理
事
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
、
山
川
徹
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
９
８
３
年
に
日
立
製
作
所
を
退
職

し
、
中
小
企
業
に
転
職
し
た
と
き
に
、
自

分
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
創
ろ
う
と
真
っ
先

に
都
立
大
同
窓
会
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
91
年
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
南
大
沢

に
移
転
し
た
際
に
、
同
窓
会
行
事
と
し
て

「
さ
よ
な
ら
八
雲
」
が
開
催
さ
れ
、
実
行

委
員
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
ご
縁

で
出
会
っ
た
先
輩
の
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
そ
の
先
輩
が
東
京
都
立
大
学
同
窓
会

の
現
会
長
で
す
。

　

同
窓
会
は
、
先
輩
後
輩
と
い
う
同
窓
の

誼
で
、
色
々
な
方
々
と
理
屈
抜
き
で
交
流

や
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人

生
が
楽
し
く
豊
か
に
な
り
ま
す
。
大
学
に

入
学
し
て
卒
業
し
た
だ
け
で
は
、
も
っ
た

い
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
春
、
東
京
都
立
大
学
に
名
称
が
変
わ

り
、
新
生
都
立
大
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同

窓
会
も
都
立
大
同
窓
会
の
名
の
下
に
、
首

都
大
、
旧
都
立
大
、
旧
科
技
大
、
旧
保
科

　

巌　
　

千
晶

　

い
わ
お　

ち
あ
き

　

山
川　
　

徹

　

や
ま
か
わ　

と
お
る

　

八
木　
　

隆

　

や
ぎ　

た
か
し

大
卒
業
生
が
集
結
し
、
新
た
な
歴
史
の
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
私
は
、
出
身
校

は
違
っ
て
も
全
て
の
卒
業
生
が
「
ワ
ン
・

都
立
大
」
で
結
束
し
、
母
校
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
同
窓
会
活
動
に
尽
力
し
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
７
４
年
都
立
大
学
・
法
学
部
・

政
治
学
科
卒
業
、
１
９
７
３
年
に
米
国
ア
イ
オ

ワ
大
学
留
学
、
１
９
７
５
年
に
同
大
学
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。
１
９
７
５
年
日
立
製
作
所
入

社
、
１
９
８
３
年
退
職
、
中
小
企
業
を
経
て

１
９
９
１
年
㈱
日
税
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
に

入
社
、
現
在
に
い
た
る
。
２
０
１
９
年
６
月
よ

り
社
会
福
祉
法
人
八
王
子
い
ち
ょ
う
の
会
理

事
長
。

　

新
任
評
議
員
就
任
挨
拶

　

巌
　
　
千
晶

（
首
09
卒
・
健
康
福
祉
・
看
護
）

　

首
都
大
学
東
京
健
康
福
祉
学
部
放
射
線

学
科
の
関
根
紀
夫
准
教
授
の
推
薦
を
い
た

だ
き
評
議
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
首
都
大
学
東
京
健
康
福
祉
学
部
１

期
生
と
し
て
卒
業
し
、
母
校
で
学
ん
だ
知

識
・
精
神
力
を
活
か
し
、
助
産
師
と
し
て

２
カ
所
の
病
院
、
ま
た
専
門
学
校
の
教
員

と
し
て
勤
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
首
都
大
学
東
京
人
間
健
康
科

学
研
究
科
看
護
科
学
域
博
士
前
期
課
程
を

卒
業
し
、
今
は
母
校
の
健
康
福
祉
学
部
看

護
学
科
助
産
学
専
攻
科
の
助
教
と
し
て
２

年
目
に
な
り
ま
す
。
母
校
で
働
け
る
こ
と

は
と
て
も
嬉
し
く
、
充
実
し
た
日
々
を
送

っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
首
都
大
学
東
京
に
な
っ
て
か

ら
の
評
議
員
は
少
な
い
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。
長
い
間
母
校
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
経
験
を
活
か
し
、
今
ま
で
の
感
謝
の
気
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小
川　

雄
二
郎

　

お
が
わ　

ゆ
う
じ
ろ
う

　

小
柳　
　

淳

　

こ
や
な
ぎ　

じ
ゅ
ん

持
ち
を
本
学
及
び
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発

展
を
願
い
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
お
役

に
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
精
一
杯
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

略
歴　

２
０
０
９
年
首
都
大
学
東
京
健
康

福
祉
学
部
看
護
学
科
卒
業
後
、
大
森
赤
十
字
病

院
、
賛
育
会
病
院
、
亀
田
医
療
技
術
専
門
学
校

で
働
き
、
２
０
１
８
年
首
都
大
学
東
京
人
間
健

康
科
学
研
究
科
看
護
科
学
域
博
士
前
期
課
程

を
修
了
後
、
現
在
に
い
た
る
。

岩
崎
　
真
典
（
科
技
02
・
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
）

　

こ
の
た
び
同
窓
会
理
事
の
安
藤
拓
哉
さ

ん
か
ら
の
推
薦
を
い
た
だ
き
評
議
員
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
都
立
科
学
技
術
大
学
生
産
シ
ス
テ

ム
工
学
を
経
て
、
06
年
に
同
大
学
工
学
研

究
科
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
専
攻

を
卒
業
し
、Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
金
融
や
食
品
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
シ
ス
テ
ム
と
向
き
合
う
に
あ
た
り
、

大
学
で
学
ん
だ
知
識
は
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
人
助
け
を
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
仕
事
に
か
か
わ
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
、
10
年
に
消
防
業
務
に
転

職
し
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
新
し
い
仕
事
で

し
た
が
、
や
は
り
大
学
や
Ｉ
Ｔ
企
業
で
学

ん
だ
知
識
や
経
験
が
、
現
在
の
自
分
を
後

押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

首
都
大
学
東
京
に
は
自
由
で
柔
軟
な
風

土
が
あ
り
ま
す
。
本
学
で
学
び
、
信
頼
で

き
る
仲
間
と
の
絆
を
結
ん
で
い
く
貴
重
な

時
間
は
、
未
来
の
糧
と
な
る
と
確
信
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
本
学
の
素
晴
ら
し
い
環

境
と
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
お
役
に
立
て
る
よ

う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

２
０
０
６
年
科
学
技
術
大
学
工
学

部
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学
科
大
学
院
卒
業
。
Ｉ
Ｔ

企
業
に
入
社
、
10
年
後
東
京
消
防
庁
に
入
庁
、

人
事
課
勤
務
等
を
経
験
。

小
川
雄
二
郎
（
都
16
・
工
・
土
木
）

　　

こ
の
た
び
同
窓
会
評
議
員
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

私
は
63
年
に
工
学
部
土
木
工
学
科
に
入

学
し
、
学
部
、
修
士
課
程
、
助
手
、
博
士

課
程
と
13
年
間
駒
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご

し
ま
し
た
。卒
業
後
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

国
連
、
国
際
機
関
、
大
学
と
場
所
は
変
わ

り
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
防
災
分
野
で
働

い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
４
月
か
ら
は
一
般

財
団
法
人
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
で
、
微

力
で
す
が
国
際
防
災
協
力
に
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

土
木
工
学
科
16
期
生
は
い
ま
だ
に
同
期

会
を
年
２
回
開
催
し
て
お
り
、
半
数
程
度

の
同
期
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
学
科
、
学
部
を
超
え
た
大
学
と
の

関
わ
り
は
深
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
学
時
代
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
を
弾
い
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学

部
の
友
人
が
い
た
の
に
、
今
は
途
絶
え
て

い
ま
す
。
昨
年
夏
に
後
期
高
齢
者
に
な
り
、

今
ま
で
よ
り
広
い
範
囲
の
人
た
ち
と
関
わ

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
、

同
窓
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
６
８
年
都
立
大
学
卒
業
後
、
大

学
院
に
進
学
。
１
９
７
２
年
U
C
L
A
工
学

修
士
。
１
９
９
３
年
東
京
大
学
博
士
（
工
学
）。

都
市
防
災
研
究
所
、
国
際
連
合
地
域
開
発
セ
ン

タ
ー
、
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
、
富
士
常
葉
大

学
環
境
防
災
学
部
を
へ
て
、
現
在
、
一
般
財
団

法
人
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
理
事
長
。

河
井
　
　
信
（
都
16
・
経
済
・
経
済
）

　

黒
川
信
副
会
長
の
推
薦
を
お
受
け
し
、

評
議
員
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
在
籍
し
て
い
た
自
転
車
部
と
は

毎
年
Ｏ
Ｂ
会
に
出
席
し
、
同
期
と
は
年
４

回
の
呑
み
会
を
欠
か
さ
ぬ
仲
な
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
同
窓
会
に
は
あ
ま
り
関
心
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
ゼ
ミ
先
輩
の
加
藤
充
子
監
事

と
自
転
車
部
後
輩
の
黒
川
信
副
会
長
に
同

窓
会
報
編
集
を
手
伝
う
よ
う
、
前
後
ろ
か

ら
に
迫
ら
れ
た
と
き
、
さ
し
た
る
抵
抗
感

も
な
く
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
略

歴
に
も
記
す
よ
う
に
、
卒
業
後
は
編
集
一

筋
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
お
二
人
と
の
再
会
を
き
っ
か
け

に
、
同
窓
会
の
い
ろ
い
ろ
な
会
議
や
会
合

に
も
、
招
集
や
お
誘
い
が
か
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
で
評
議
員
に
も

推
薦
さ
れ
た
次
第
で
す
。

　

評
議
員
会
は
同
窓
会
の
最
高
議
決
機
関

だ
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
加
わ
る
の
は
心
も

と
な
い
私
で
す
が
、
本
学
お
よ
び
同
窓
会

の
さ
ら
な
る
発
展
に
微
力
な
が
ら
も
寄
与

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
６
８
年
都
立
大
学
経
済
学
部
・

経
済
学
科
卒
。
同
年
講
談
社
入
社
。
少
女
月
刊

誌
、
少
年
週
刊
誌
、
科
学
月
刊
誌
、
自
然
科
学

新
書
と
い
う
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
４
つ

の
編
集
部
を
経
験
し
た
。
定
年
後
も
10
年
間
、

フ
リ
ー
編
集
者
と
し
て
新
書
編
集
部
で
編
集

を
請
け
負
っ
て
い
た
。

小
柳
　
　
淳
（
都
34
・
法
・
法
律
）

　

都
立
大
を
卒
業
し
、
あ
っ
と
言
う
間
に

年
月
が
経
ち
、
還
暦
を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

卒
業
後
は
鉄
道
会
社
の
営
業
・
販
促
や

広
報
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
印
象
深
い
仕
事
の
ひ
と
つ
は
、
訪

日
旅
行
客
を
誘
致
す
る
、
今
で
い
う
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
、
ま
だ
先
が
け
と
も
い

え
る
99
年
に
始
め
た
こ
と
で
す
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
国
土
交
通
省
・
観
光
庁
か
ら

V
ISIT

 JA
PA

N

大
使
に
任
命
さ
れ
て
現

在
に
つ
づ
い
て
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
83
年
に
た
ま
た
ま
訪
れ
た
香
港

　

河
井　
　

信

　

か
わ
い　

ま
こ
と
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で
パ
ワ
フ
ル
な
街
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

繰
返
し
旅
す
る
と
と
も
に
、
以
来
香
港
に

関
す
る
本
を
何
冊
か
出
版
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
は
些
事
に
追
わ
れ
、
大
学
・
同

窓
会
に
触
れ
た
の
は
、
八
雲
ク
ラ
ブ
で
香

港
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
話
を

し
た
こ
と
、
同
窓
会
寄
付
講
座
に
て
講
義

を
す
る
た
め
17
、
18
年
に
南
大
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
こ
と
く
ら
い
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
い
い
歳
を
し
て
教
壇
に
立
っ
て

み
る
と
、
ま
じ
め
で
お
と
な
し
い
学
生
さ

ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
大
学
の
気
質

は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
ご
と
く
受
け
継
が
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

若
い
時
期
に
学
ん
だ
想
い
出
と
卒
業
後

を
結
ぶ
の
が
同
窓
会
か
と
思
い
ま
す
。
内

向
き
に
固
ま
ら
な
い
良
い
校
風
と
、
複
数

校
が
統
合
し
た
新
・
都
立
大
の
幅
広
さ
を

意
識
し
、
努
力
し
て
ゆ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
８
１
年
都
立
大
学
法
学
部
・

法
律
学
科
卒
。
１
９
８
１
年
小
田
急
電
鉄
㈱

入
社
。
１
９
０
８
年V

ISIT
 JA

PA
N

大
使

就
任
。
２
０
１
２
年
㈱
小
田
急
ト
ラ
ベ
ル
社

長
。
２
０
１
３
年
小
田
急
電
鉄
㈱
取
締
役
。

２
０
１
７
年
㈱
ホ
テ
ル
小
田
急
サ
ザ
ン
タ
ワ

ー
社
長
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
香
港
協
会
理
事
。

日
本
旅
行
作
家
協
会
会
員
。

島
袋
　
　
翼　

（
科
技
04
・
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
）

　

こ
の
た
び
同
窓
会
評
議
員
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

学
部
生
の
こ
ろ
は
科
技
大
の
文
化
祭

（
楓
祭
）
の
実
行
委
員
会
に
所
属
し
て
、

科
技
大
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
仲
間
と

と
も
に
活
動
し
、
た
い
へ
ん
楽
し
く
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

学
部
４
年
か
ら
修
士
２
年
ま
で
の
３
年

間
は
連
携
大
学
院
の
学
生
と
し
て
、
情
報

通
信
研
究
機
構
の
電
磁
波
計
測
部
門
ラ
イ

ダ
ー
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
、
ド
ッ
プ
ラ
ー

ラ
イ
ダ
ー
に
関
す
る
研
究
を
行
う
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
一
線
の
研
究
機
関

で
研
究
活
動
を
行
う
と
い
う
貴
重
な
体
験

を
通
じ
て
、
現
在
の
技
術
者
と
し
て
の
基

礎
が
培
わ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
に
賜
り
ま
し
た
ご
恩
に
応
え

る
た
め
に
も
、
本
学
お
よ
び
同
窓
会
の
さ

ら
な
る
発
展
を
願
い
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
同
窓
活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

略
歴　

２
０
０
４
年
東
京
都
立
科
学
技
術

大
学
工
学
部
航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
科
卒
。

２
０
０
６
年
同
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
航

空
宇
宙
工
学
博
士
前
期
課
程
修
了
。
同
年
、
宇

宙
技
術
開
発
㈱
に
入
社
。

下
川
原（
佐
藤
）英
理　（

科
技
13
・
電
子
）

　

こ
の
度
同
窓
会
評
議
員
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
下
川
原
（
佐
藤
）
英
理
で
す
。
98

年
に
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
に
入
学
、

学
部
か
ら
修
士
課
程
へ
さ
ら
に
博
士
過
程

へ
と
進
学
し
、
９
年
間
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
ご
縁
あ
っ
て
、
07
年
に

首
都
大
学
東
京
の
助
教
と
し
て
採
用
頂
き

ま
し
た
。

　

私
が
卒
業
し
た
研
究
室
（
現
在
は
そ
の

研
究
室
の
助
教
で
す
の
で
、
現
在
の
所
属

で
も
あ
り
ま
す
が
）
で
は
、
毎
年
Ｏ
Ｂ
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
Ｏ
Ｂ
会
で

は
、
50
代
か
ら
現
役
生
ま
で
の
幅
広
い
年

代
か
ら
約
40
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
学
生

の
こ
ろ
は
「
縁
」
の
重
要
さ
に
気
付
か
ず

Ｏ
Ｂ
会
も
た
だ
出
席
す
る
だ
け
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
人
と
な
り
、
様
々

な
人
と
の
交
流
を
通
し
て
、
つ
な
が
る
こ

と
の
大
事
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
日
本

に
は
700
校
以
上
の
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
の
首
都
大
学
と
い
う
同
じ
大
学
で

学
ん
だ
仲
間
で
あ
る
こ
と
は
ま
さ
に「
縁
」

で
す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
「
縁
」
の
場
と

し
て
、
同
窓
会
の
活
動
に
微
力
な
が
ら
お

役
に
た
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

略
歴　

１
９
９
８
年
都
立
科
学
技
術
大

学
工
学
部
入
学
、
同
大
学
大
学
院
に
進
学
。

２
０
０
７
年
工
学
研
究
科
シ
ス
テ
ム
基
礎
工

学
専
攻
。
工
学
博
士
。
同
年
４
月
よ
り
、
首
都

大
学
東
京
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
助
教
。

　

下
川
原
（
佐
藤
）
英
理

　

し
も
か
わ
ら　

え
り

　

島
袋　
　

翼

　

し
ま
ふ
く
ろ　

た
す
く

　
「
表
紙
の
こ
と
ば
」

　

小
湊
鐵
道
旅
行
紀
／

　
　
　
　
　
　
　
上
総
大
久
保
駅

岩
下　

慎
吾

（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
・　
　
　
　

都
市
基
盤
環
境
学
域
・
博
士
研
究
員
）

　

４
月
初
旬
、
小
湊
鐡
道
に
は
多
く
の

駅
に
桜
と
菜
の
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

作
者
は
期
間
限
定
の
「
里
山
ト
ロ
ッ
コ

号
」
に
乗
車
し
、
窓
ガ
ラ
ス
の
な
い
最

後
尾
に
い
ま
し
た
。
光
り
輝
く
里
山
の

中
、
柔
ら
か
い
暖
か
さ
に
包
ま
れ
、
列

車
は
揺
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で

い
き
ま
す
。
踏
切
は
昔
な
が
ら
の
鐘
の

音
、
沿
線
で
農
作
業
中
の
お
年
寄
り
も

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
手
を
振
り
ま
す
。

今
で
は
少
な
く
な
っ
た
日
本
の
原
風
景

が
こ
こ
に
は
あ
り
、
お
そ
ら
く
南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
も
、
か
つ
て
は
こ
の
よ
う
な
風
景
が

広
が
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
普

段
は
油
彩
を
描
く
私
で
す
が
、
本
作
は

稀
に
描
く
水
彩
作
品
で
あ
り
、
思
い
の

ほ
か
良
い
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
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旧
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
桑
野　
　

英
彦 

1 

経
済

 
後
藤　
　
　

博 

1 

建
築

 
田
中　
　

和
夫 

2 

土
木

 
松
岡　
　

千
里 

2 

工
化

 
南　
　
　

和
延 

3 

経
済

 
吉
野　
　

泰
司 

3 

経
済

 
岡
田　
　

元
浩 

3 

機
械

 
笹
川　
　

和
郎 

3 

建
築

 
池
田　
　

禮
三 

4 

法
学

 
野
原　
　
　

剛 

4 

化
学

 
鈴
木　
　
　

功 

4 

建
築

 
中
村　

喜
久
男 

5 

経
済

 
村
山　
　

祥
彦 

5 

経
済

 
小
野
崎　
　

敏 

5 

工
化

 
稲
垣　
　

陽
造 

6 

法
学

 
大
塚　

昶
之
助 

6 

法
学

 
澤
井　
　
　

泰 

7 

法
学

 
田
中　
　
　

努 

7 

経
済

 
松
本　
　
　

傳 

7 

経
済

 
池
田　
　
　

昭 

8 

経
済

 
遠
藤　
　

慶
三 

8 

物
理

 
重
原　
　

好
次 

8 

化
学

 
光
藤　
　

康
子 

9 

社
会

 
加
藤　
　

充
子 

9 

経
済

 
久
崎　
　
　

力 

9 

電
気

 
中
野　
　

雅
博 

10 

経
済

 
根
谷
崎　

武
彦 

10 

化
学

 
跡
部　
　

輝
彦 

10 

工
化

 
髙
橋　
　

義
哉 

11 

法
学

 
小
松　
　

芳
雄 

11 

経
済

 
吉
原　
　

信
男 

11 

化
学

 
大
関　
　
　

誠 

11 

電
気

 
大
石　

不
二
夫 

11 

工
化

 
佐
久
間　

義
一 

12 

法
学

 
松
見　
　

豊
和 

12 

経
済

 
石
館　
　

陸
男 

12 

機
械

 
高
見
澤　

幸
夫 

12 

工
化

 
池
辺　
　

一
男 

13 

生
物

 
諏
訪
内　

幹
弘 

13 

機
械

 
石
橋　
　

穠
治 

13 

建
築

 
黒
石　
　
　

輯 

14 

経
済

 
林　
　
　

正
弘 

14 

経
済

 
森　
　
　

忠
保 

14 

物
理

 
石
原　
　
　

裕 

14 

機
械

 
木
村　
　

軍
司 

14 

電
気

 
松
浦　
　

知
彦 

15 

経
済

 
八
ツ
橋　

武
明 

15 

物
理

全評議員のご紹介
（2020年１月15日現在）

 
白
銀　

征
太
郎 

15 

機
械

 
河
井　
　
　

信 

16 

経
済

 
岡　
　
　

秀
一 

16 

地
理

 
浜
田　
　

敏
男 

16 

電
気

 
小
川　

雄
二
郎 

16 

土
木

 
塚
本　
　

雅
敏 

16 

土
木

 
鳥
居　
　

照
男 

17 

経
済

 
宮
﨑　
　

修
治 

17 

経
済

 
嶋
田　
　

正
大 

17 

土
木

 
芦
沢　
　

清
隆 

17 

建
築

 
永
田　
　
　

巍 

17 

建
築

 
中
島　
　

平
三 

18 

英
文

 
諸
角　
　

憲
治 

18 

経
済

 
久
保
田　

丈
夫 

18 

電
気

 
本
橋　
　

唯
弘 

19 

政
治

 
大
久
保　

正
雄 

19 

経
済

 
吉
田　
　

俊
雄 

19 

数
学

 
水
津　

ま
き
子 

20 

社
会

 
末
光　
　

正
忠 

20 

心
理

 
遠
藤　
　

宣
男 

20 

政
治

 
高
橋　
　
　

誠 

20 

経
済

 
河
口　
　
　

修 

20 

電
気

 
宇
賀
神　
　

博 

21 

心
理

 
篠　
　
　

秀
一 

21 

経
済

 
奥
田　
　

修
一 

21 

建
築

 
戸
辺　
　

文
博 

21 

建
築

 
横
山　
　

康
博 

22 

法
律

 
丑
山　

佐
千
男 

22 

政
治

 
山
川　
　
　

徹 

22 

政
治

 
中
島　
　

俊
明 

22 

化
学

 
小
田　

曜
一
郎 

22 

機
械

 
佐
野　
　
　

孝 

22 

建
築

 
廣
瀬　
　

省
蔵 

22 

建
築

 
内
山　

美
津
子 

23 

法
律

 
毛
利　
　

史
子 

23 

法
律

 
大
平　
　

晃
司 

23 

政
治

 
榎
本　
　
　

隆 

23 

経
済

 
近
藤　
　

秀
衛 

23 

経
済

 
小
泉　
　

哲
夫 

23 

物
理

 
吉
田　
　

雅
俊 

23 

機
械

 
伊
藤　
　

辰
彦 

23 

建
築

 
荻
原　
　

信
吾 

24 

仏
文

 
田
中　
　
　

茂 

24 

物
理

 
横
川　
　

邦
明 

24 

機
械

 
山
本　

那
智
子 

24 

建
築

 
千
代
鳥 

モ
ー
ミ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン 

24 

工
化

 
中
村　
　

政
和 

25 

法
律

 
八
木　
　
　

隆 

25 

機
械

 
滝
口　
　
　

亨 

26 

数
学

 
植
木　
　

泰
弘 

26 

電
気

 
清
水　
　

敏
久 

26 

電
気

 
村
上　
　

茂
樹 

26 

電
気

 
江
崎　
　

敦
雄 

26 

工
化

 
伊
藤　
　

幸
彦 

27 

法
律

 
大
竹　
　

悦
子 

27 

法
律

 
諸
貫　
　

信
行 

27 

機
械

 
内
山　
　

正
治 

27 

工
化

 
石
井　
　

光
一 

28 

経
済

 
黒
川　
　
　

信 

28 

生
物

 
吉
田　
　

研
二 

28 

機
械

 
曽　
　
　

士
才 

28 

中
文

 
板
井　
　

要
二 

29 

法
律

 
小
柳　
　
　

淳 

29 

法
律

 
左
田
野　
　

渉 

29 

法
律

 
谷
澤　
　

淳
一 

29 

経
済

 
植
村　
　
　

仁 

30 

法
律

 
細
井　
　

勇
治 

30 

化
学

 
立
花　
　
　

宏 

31 

工
化

 
渡
邉　

百
合
子 

32 

法
律

 
吉
田　
　

雅
一 

32 

政
治

 
岡
安　
　

賢
二 

32 

経
済

 
市
原　
　

敏
秀 

32 

化
学

 
保
延　
　
　

薫 

32 

電
気

 
笛
木　
　

國
弘 

33 

物
理

 
佐
藤　
　

祐
一 

33 

電
気

 
石
原　
　

恵
一 

33 

土
木

 
小
野　
　

修
一 

34 

法
律

 
中
城　
　

剛
志 

34 

法
律

 
橋
詰　
　

史
規 

34 

法
律

 
谷
貝　
　
　

等 

35 

地
理

 
北
原　
　
　

隆 

35 

建
築

 
猪
瀬　
　

康
夫 

36 

地
理

 
遠
藤　
　
　

洋 

36 

工
化

 
佐
々
木　
　

伸 

37 

物
理

 
菱
沼　
　

幹
夫 

38 

経
済

 
村
上　
　
　

章 

38 

経
済

 
村
中　
　

直
樹 

38 

経
済

 
山
崎　
　

忠
夫 

39 

経
済

 
大
川　
　

克
頼 

39 

土
木

 
川
元　

比
呂
秋 

40 

教
育

 
山
川　
　

浩
幸 

40 

物
理

 
高
部　
　

明
敏 

41 

英
文

 
久
保　
　

義
丸 

42 

法
律

 
中
村　
　

貴
司 

42 

経
済

 
佐
藤　
　

武
史 

42 

化
学

 
横
山　
　

英
明 

43 

化
学

 
須
藤　

理
枝
子 

44 

化
学

 
藤
田　
　

貴
男 

44 

機
械

 
上
野　
　

庸
介 

45 

法
律

 
押
川　

有
里
子 

46 

法
律

 
池
田　
　
　

宏 

47 

政
治

 
橋
田　
　

祥
子 

48 

建
築

 
川
井　
　

佳
和 

49 

経
済

 
本
多　
　

拓
己 

49 

経
済

 
三
澤　
　
　

光 

49 

経
済

 
米
川　
　

慶
一 

50 

経
済

 
浅
見　
　

雄
介 

51 

政
治

 
井
上　
　
　

航 

51 

政
治

 
津
田　
　

清
元 

51 

物
理

 
富
田　
　
　

明 

51 

経
営

 
清
水　
　

徹
英 

53 

機
械

 
鯉
淵　
　
　

滋 

53 

電
気

 
稲
野
辺　

久
智 

54 

史
学

 
伊
藤　
　

洋
平 

54 

政
治

 
畠
山　
　
　

久 

54 

地
理

 
村
瀬　

甲
之
助 

56 

経
済

 
鈴
木　

祐
美
子 

56 

生
物

 
河
浪　
　

天
良 

56 

電
気

旧
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
横
川　
　

慎
二 

1 

電
子

 
佐
藤　
　

正
一 

2 

管
理

 
十
河　
　
　

維 

2 

管
理

 
小
原　
　

弘
道 

3 

機
械

 
松
浦　
　

慶
総 

3 

管
理

 
皆
川　
　

晶
子 

4 

航
空

 
松
本　
　

公
一 

5 

機
械

 
君
和
田　

洋
之 

6 

電
子

 
榎
本　
　

昌
史 

7 

機
械

 
加
藤　
　

一
彦 

8 

機
械

 
福
崎　
　

昭
伸 

8 

管
理

 
吉
田　
　
　

光 

9 

機
械

 
渡
辺　
　
　

勇 

10 

機
械

 
渡
部　
　

武
夫 

11 

航
空

 
安
藤　
　

拓
哉 

12 

電
子

 
下
川
原　

英
理 

13 

電
子

 
岩
崎　
　

真
典 

13 

生
産

 
宮
田　
　

真
行 

14 

機
械

 
島
袋　
　
　

翼 

15 

航
空

 
上
嶋　
　

聖
人 

18 

生
産

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
関
根　
　

紀
夫 

1 

放
射

 
西
形　
　

勝
宏 

1 

放
射

 
米
澤　
　

純
子 

2 

看
護

 
古
川　
　

順
光 

3 

理
学

 
河
野　
　

光
伸 

3 

作
業

 
吉
野　
　

晴
美 

6 

理
学

 
齋
藤　
　

夕
子 

7 

地
域

 
小
笠
原　

尚
和 

8 

理
学

 
来
間　
　

弘
展 

9 

理
学

 
飯
塚　
　

智
裕 

10 

放
射

 
小
谷　
　

由
惠 

12 

理
学

 
原
嶋　
　
　

渉 

12 

理
学

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
新
野　
　

浩
隆 

1 

理
学

 
中
山　
　

泰
哲 

1 

作
業

 
伊
藤　
　

清
香 

1 

放
射

 
笠
原　
　

聖
吾 

2 

理
学

 
今
江　
　

禄
一 

2 

放
射

 
畑　
　
　

純
一 

6 

放
射

首
都
大
学
東
京
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
年　

 

学
科

 
井
上　
　

一
雅 

05 

放

 
石
井　
　

陽
介 

09 

法
律

 
巌　
　
　

千
晶 

09 

看
護

 
原
田　
　

康
生 

10 

法
律

 
高
坂　
　

智
仁 

10 

経
営

 
橋
本　
　

知
佳 

10 

生
命

 
三
河　
　
　

涼 

11 

法
律

 
大
庭　
　

貴
子 

12 

看
護

 
青
木　
　

美
穂 

14 

生
命

 
岡
本　
　

亜
依 

14 

生
命

 
岩
下　
　

慎
吾 

14 

基
盤

 
畠
山　
　

里
美 

15 

自
然

 
國
廣　

伽
奈
子 

16 

人
類

 
上
野　
　

高
暉 

16 

法
律

 
谷
屋　
　
　

翔 

16 

経
営

 
金
井　
　

智
美 

16 

経
シ

 
津
久
井　

文
哉 

16 

経
シ

 
荒
井　
　

李
佳 

17 

経
営

 
酒
井　

絵
理
佳 

17 

生
命

 
中
小
路　
　

菫 

17 

生
命

 
岩
藤　
　

碩
哉 

17 

航
空

 
吉
原　
　
　

智 

19 

知
能

 
藤
田　
　

涼
平 

19 

航
空
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旧
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
桑
野　
　

英
彦 

1 

経
済

 
後
藤　
　
　

博 

1 

建
築

 
田
中　
　

和
夫 

2 

土
木

 
松
岡　
　

千
里 

2 

工
化

 
南　
　
　

和
延 

3 

経
済

 
吉
野　
　

泰
司 

3 

経
済

 
岡
田　
　

元
浩 

3 

機
械

 
笹
川　
　

和
郎 

3 

建
築

 
池
田　
　

禮
三 

4 

法
学

 
野
原　
　
　

剛 

4 

化
学

 
鈴
木　
　
　

功 

4 

建
築

 
中
村　

喜
久
男 

5 

経
済

 
村
山　
　

祥
彦 

5 

経
済

 
小
野
崎　
　

敏 

5 

工
化

 
稲
垣　
　

陽
造 

6 

法
学

 
大
塚　

昶
之
助 

6 

法
学

 
澤
井　
　
　

泰 

7 

法
学

 
田
中　
　
　

努 

7 

経
済

 
松
本　
　
　

傳 

7 

経
済

 
池
田　
　
　

昭 

8 

経
済

 
遠
藤　
　

慶
三 

8 

物
理

 
重
原　
　

好
次 

8 

化
学

 
光
藤　
　

康
子 

9 

社
会

 
加
藤　
　

充
子 

9 

経
済

 
久
崎　
　
　

力 

9 

電
気

 
中
野　
　

雅
博 

10 

経
済

 
根
谷
崎　

武
彦 

10 

化
学

 
跡
部　
　

輝
彦 

10 

工
化

 
髙
橋　
　

義
哉 

11 

法
学

 
小
松　
　

芳
雄 

11 

経
済

 
吉
原　
　

信
男 

11 

化
学

 
大
関　
　
　

誠 

11 

電
気

 
大
石　

不
二
夫 

11 

工
化

 
佐
久
間　

義
一 

12 

法
学

 
松
見　
　

豊
和 

12 

経
済

 
石
館　
　

陸
男 

12 

機
械

 
高
見
澤　

幸
夫 

12 

工
化

 
池
辺　
　

一
男 

13 

生
物

 
諏
訪
内　

幹
弘 

13 

機
械

 
石
橋　
　

穠
治 

13 

建
築

 
黒
石　
　
　

輯 

14 

経
済

 
林　
　
　

正
弘 

14 

経
済

 
森　
　
　

忠
保 

14 

物
理

 
石
原　
　
　

裕 

14 

機
械

 
木
村　
　

軍
司 

14 

電
気

 
松
浦　
　

知
彦 

15 

経
済

 
八
ツ
橋　

武
明 

15 

物
理

全評議員のご紹介
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白
銀　

征
太
郎 

15 

機
械

 
河
井　
　
　

信 

16 

経
済

 
岡　
　
　

秀
一 

16 

地
理

 
浜
田　
　

敏
男 

16 

電
気

 
小
川　

雄
二
郎 

16 

土
木

 
塚
本　
　

雅
敏 

16 

土
木

 
鳥
居　
　

照
男 

17 

経
済

 
宮
﨑　
　

修
治 

17 

経
済

 
嶋
田　
　

正
大 

17 

土
木

 
芦
沢　
　

清
隆 

17 

建
築

 
永
田　
　
　

巍 

17 

建
築

 
中
島　
　

平
三 

18 

英
文

 
諸
角　
　

憲
治 

18 

経
済

 
久
保
田　

丈
夫 

18 

電
気

 
本
橋　
　

唯
弘 

19 

政
治

 
大
久
保　

正
雄 

19 

経
済

 
吉
田　
　

俊
雄 

19 

数
学

 
水
津　

ま
き
子 

20 

社
会

 
末
光　
　

正
忠 

20 

心
理

 
遠
藤　
　

宣
男 

20 

政
治

 
高
橋　
　
　

誠 

20 

経
済

 
河
口　
　
　

修 

20 

電
気

 
宇
賀
神　
　

博 

21 

心
理

 
篠　
　
　

秀
一 

21 

経
済

 
奥
田　
　

修
一 

21 

建
築

 
戸
辺　
　

文
博 

21 

建
築

 
横
山　
　

康
博 

22 

法
律

 
丑
山　

佐
千
男 

22 

政
治

 
山
川　
　
　

徹 

22 

政
治

 
中
島　
　

俊
明 

22 

化
学

 
小
田　

曜
一
郎 

22 

機
械

 
佐
野　
　
　

孝 

22 

建
築

 
廣
瀬　
　

省
蔵 

22 

建
築

 
内
山　

美
津
子 

23 

法
律

 
毛
利　
　

史
子 

23 

法
律

 
大
平　
　

晃
司 

23 

政
治

 
榎
本　
　
　

隆 

23 

経
済

 
近
藤　
　

秀
衛 

23 

経
済

 
小
泉　
　

哲
夫 

23 

物
理

 
吉
田　
　

雅
俊 

23 

機
械

 
伊
藤　
　

辰
彦 

23 

建
築

 
荻
原　
　

信
吾 

24 

仏
文

 
田
中　
　
　

茂 

24 

物
理

 
横
川　
　

邦
明 

24 

機
械

 
山
本　

那
智
子 

24 

建
築

 
千
代
鳥 

モ
ー
ミ
ン
ウ
ッ
デ
ィ
ン 

24 

工
化

 
中
村　
　

政
和 

25 

法
律

 
八
木　
　
　

隆 

25 

機
械

 
滝
口　
　
　

亨 

26 

数
学

 
植
木　
　

泰
弘 

26 

電
気

 
清
水　
　

敏
久 

26 

電
気

 
村
上　
　

茂
樹 

26 

電
気

 
江
崎　
　

敦
雄 

26 

工
化

 
伊
藤　
　

幸
彦 

27 

法
律

 
大
竹　
　

悦
子 

27 

法
律

 
諸
貫　
　

信
行 

27 

機
械

 
内
山　
　

正
治 

27 

工
化

 
石
井　
　

光
一 

28 

経
済

 
黒
川　
　
　

信 

28 

生
物

 
吉
田　
　

研
二 

28 

機
械

 
曽　
　
　

士
才 

28 

中
文

 
板
井　
　

要
二 

29 

法
律

 
小
柳　
　
　

淳 

29 

法
律

 
左
田
野　
　

渉 

29 

法
律

 
谷
澤　
　

淳
一 

29 

経
済

 
植
村　
　
　

仁 

30 

法
律

 
細
井　
　

勇
治 

30 

化
学

 
立
花　
　
　

宏 

31 

工
化

 
渡
邉　

百
合
子 

32 

法
律

 
吉
田　
　

雅
一 

32 

政
治

 
岡
安　
　

賢
二 

32 

経
済

 
市
原　
　

敏
秀 

32 

化
学

 
保
延　
　
　

薫 

32 

電
気

 
笛
木　
　

國
弘 

33 

物
理

 
佐
藤　
　

祐
一 

33 

電
気

 
石
原　
　

恵
一 

33 

土
木

 
小
野　
　

修
一 

34 

法
律

 
中
城　
　

剛
志 

34 

法
律

 
橋
詰　
　

史
規 

34 

法
律

 
谷
貝　
　
　

等 

35 

地
理

 
北
原　
　
　

隆 

35 

建
築

 
猪
瀬　
　

康
夫 

36 

地
理

 
遠
藤　
　
　

洋 

36 

工
化

 
佐
々
木　
　

伸 

37 

物
理

 
菱
沼　
　

幹
夫 

38 

経
済

 
村
上　
　
　

章 

38 

経
済

 
村
中　
　

直
樹 

38 

経
済

 
山
崎　
　

忠
夫 

39 

経
済

 
大
川　
　

克
頼 

39 

土
木

 
川
元　

比
呂
秋 

40 

教
育

 
山
川　
　

浩
幸 

40 

物
理

 
高
部　
　

明
敏 

41 

英
文

 
久
保　
　

義
丸 

42 

法
律

 
中
村　
　

貴
司 

42 

経
済

 
佐
藤　
　

武
史 

42 

化
学

 
横
山　
　

英
明 

43 

化
学

 
須
藤　

理
枝
子 

44 

化
学

 
藤
田　
　

貴
男 

44 

機
械

 
上
野　
　

庸
介 

45 

法
律

 
押
川　

有
里
子 

46 

法
律

 
池
田　
　
　

宏 

47 

政
治

 
橋
田　
　

祥
子 

48 

建
築

 
川
井　
　

佳
和 

49 

経
済

 
本
多　
　

拓
己 

49 

経
済

 
三
澤　
　
　

光 

49 

経
済

 
米
川　
　

慶
一 

50 

経
済

 
浅
見　
　

雄
介 

51 

政
治

 
井
上　
　
　

航 

51 

政
治

 
津
田　
　

清
元 

51 

物
理

 
富
田　
　
　

明 

51 

経
営

 
清
水　
　

徹
英 

53 

機
械

 
鯉
淵　
　
　

滋 

53 

電
気

 
稲
野
辺　

久
智 

54 

史
学

 
伊
藤　
　

洋
平 

54 

政
治

 
畠
山　
　
　

久 

54 

地
理

 
村
瀬　

甲
之
助 

56 

経
済

 
鈴
木　

祐
美
子 

56 

生
物

 
河
浪　
　

天
良 

56 

電
気

旧
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
同
窓
会
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
横
川　
　

慎
二 

1 

電
子

 
佐
藤　
　

正
一 

2 

管
理

 
十
河　
　
　

維 

2 

管
理

 
小
原　
　

弘
道 

3 

機
械

 
松
浦　
　

慶
総 

3 

管
理

 
皆
川　
　

晶
子 

4 

航
空

 
松
本　
　

公
一 

5 

機
械

 
君
和
田　

洋
之 

6 

電
子

 
榎
本　
　

昌
史 

7 

機
械

 
加
藤　
　

一
彦 

8 

機
械

 
福
崎　
　

昭
伸 

8 

管
理

 
吉
田　
　
　

光 

9 

機
械

 
渡
辺　
　
　

勇 

10 

機
械

 
渡
部　
　

武
夫 

11 

航
空

 
安
藤　
　

拓
哉 

12 

電
子

 
下
川
原　

英
理 

13 

電
子

 
岩
崎　
　

真
典 

13 

生
産

 
宮
田　
　

真
行 

14 

機
械

 
島
袋　
　
　

翼 

15 

航
空

 
上
嶋　
　

聖
人 

18 

生
産

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
関
根　
　

紀
夫 

1 

放
射

 
西
形　
　

勝
宏 

1 

放
射

 
米
澤　
　

純
子 

2 

看
護

 
古
川　
　

順
光 

3 

理
学

 
河
野　
　

光
伸 

3 

作
業

 
吉
野　
　

晴
美 

6 

理
学

 
齋
藤　
　

夕
子 

7 

地
域

 
小
笠
原　

尚
和 

8 

理
学

 
来
間　
　

弘
展 

9 

理
学

 
飯
塚　
　

智
裕 

10 

放
射

 
小
谷　
　

由
惠 

12 

理
学

 
原
嶋　
　
　

渉 

12 

理
学

旧
青
鳩
会（
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
）出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
期　

 

学
科

 
新
野　
　

浩
隆 

1 

理
学

 
中
山　
　

泰
哲 

1 

作
業

 
伊
藤　
　

清
香 

1 

放
射

 
笠
原　
　

聖
吾 

2 

理
学

 
今
江　
　

禄
一 

2 

放
射

 
畑　
　
　

純
一 

6 

放
射

首
都
大
学
東
京
出
身
者

　
　
氏　
　

名　

  

卒
年　

 

学
科

 
井
上　
　

一
雅 

05 

放

 
石
井　
　

陽
介 

09 

法
律

 
巌　
　
　

千
晶 

09 

看
護

 
原
田　
　

康
生 

10 

法
律

 
高
坂　
　

智
仁 

10 

経
営

 
橋
本　
　

知
佳 

10 

生
命

 
三
河　
　
　

涼 

11 

法
律

 
大
庭　
　

貴
子 

12 

看
護

 
青
木　
　

美
穂 

14 

生
命

 
岡
本　
　

亜
依 

14 

生
命

 
岩
下　
　

慎
吾 

14 

基
盤

 
畠
山　
　

里
美 

15 

自
然

 
國
廣　

伽
奈
子 

16 

人
類

 
上
野　
　

高
暉 

16 

法
律

 
谷
屋　
　
　

翔 

16 

経
営

 
金
井　
　

智
美 

16 

経
シ

 
津
久
井　

文
哉 

16 

経
シ

 
荒
井　
　

李
佳 

17 

経
営

 
酒
井　

絵
理
佳 

17 

生
命

 
中
小
路　
　

菫 

17 

生
命

 
岩
藤　
　

碩
哉 

17 

航
空

 
吉
原　
　
　

智 

19 

知
能

 
藤
田　
　

涼
平 

19 

航
空

　
　

同
窓
生
は
い
ま

　

一
日
カ
フ
ェ
企
画
に
参
加
し
て

近
藤
　
常
葉

（
首
都
大
・
１８
年
卒
・
健
康
福
祉
学
部
）

　
　
「
な
ん
で
こ
ん
な
に
辛
い
ん
だ
ろ
う

…
」
社
会
人
一
年
目
の
あ
る
暑
い
日
を
迎

え
、
ふ
と
空
を
見
上
げ
て
考
え
て
い
ま
し

た
。
大
学
時
代
と
何
が
違
う
の
か
。

　

学
生
の
頃
の
私
は
、
所
謂
活
動
的
な
人

間
で
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
寝
不
足
の
日
々
。
正
直
、
成
績
は
優

秀
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
人
と
の
本
当

の
関
係
性
や
理
想
の
大
人
像
を
沢
山
み
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沢
山
の
仲
間
や
友

達
と
笑
い
合
っ
て
、
泣
き
合
っ
て
、
そ
し

て
心
が
動
く
経
験
を
頂
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
自
分
が
看
護
師
と
し
て
社
会

に
出
る
と
、
相
互
に
関
心
の
無
い
人
と
の

関
わ
り
ば
か
り
強
要
さ
れ
、
口
角
が
上
が

る
の
を
忘
れ
る
日
の
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

生
き
て
い
る
の
が
辛
い
。
周
り
に
耐
え
ろ
、

越
え
ろ
、
成
長
し
ろ
、
そ
ん
な
言
葉
を
か

け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
立
ち
直
れ
る
訳
も
な

く
た
だ
た
だ
し
ん
ど
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
共
に
同
じ
N
P
O
で

活
動
し
て
い
た
友
人
が
「
た
だ
い
る
こ
と

を
認
め
ら
れ
る
、そ
ん
な
場
を
作
り
た
い
」

と
今
回
の
一
日
カ
フ
ェ
企
画
の
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
即
答
。
一
年
越

し
で
計
画
し
、「
イ
ホ
ヒ
て
〜
梅
雨
の
処

方
箋
〜
」
を
先
日
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
し
っ
か
り
赤
字
で
終
了

し
ま
し
た
が
、
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
全
員

が
笑
顔
で
帰
っ
て
く
れ
た
こ
と
だ
け
は
胸

を
張
っ
て
言
え
る
成
果
で
す
。

　

た
っ
た
一
日
で
何
か
が
変
わ
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、“
戻
っ
て
こ
ら
れ
る

場
”
を
私
だ
け
が
求
め
て
い
る
の
で
は
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、
形
を
変
え

て
で
も
、
大
切
な
人
た
ち
の
“
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
場
”
を
仲
間
と
作
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
つ
か
、
私
自

身
が
関
わ
っ
て
い
く
人
が
笑
顔
に
な
っ
て

く
れ
る
、
そ
ん
な
場
に
な
れ
た
ら
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
大
好
き

シ
カ
・
シ
ン

（
首
都
大
・
生
命
科
学
・
博
士
課
程
在
籍
中
）

　

私
の
名
前
はShikha Singh

、
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
はSw

eety

で
す
。
イ
ン
ド
か
ら

来
ま
し
た
。
26
歳
で
す
。
イ
ン
ド
で
生
物

科
学
の
修
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
現
在

首
都
大
学
東
京
で
博
士
課
程
に
在
籍
中
で

す
。
私
の
趣
味
は
料
理
と
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
す
。
私
は
研
究
の
合
い
間
に
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
は

世
界
で
最
も
安
全
で
平
和
な
国
の
一
つ
で

す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
日
本
は
教
育
水

準
が
高
く
と
て
も
美
し
い
国
な
の
で
、
３

年
間
の
予
定
で
こ
こ
に
来
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。こ
こ
で
生
活
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

私
は
「
日
本
に
恋
」
を
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
環
境
、
人
、
文
化
、
技
術

等
、
ど
ん
ど
ん
日
本
に
夢
中
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
に
と
り
「
大
き
な
親
友
」
で
す
。

日
本
の
天
候
は
イ
ン
ド
と
は
大
き
く
違
い

ま
す
。
息
を
の
む
よ
う
に
美
し
い
四
季
を

初
め
て
体
験
し
た
時
は
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
春
に
は
桜
、
夏
に
は
花
火
、
秋

に
は
紅
葉
、そ
し
て
美
く
し
く
も
白
い
冬
、

私
は
そ
れ
ら
す
べ
て
が
大
好
き
で
す
。
私

は
日
本
語
を
あ
ま
り
話
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
沢
山
の
友
達
が
出
来
素

晴
ら
し
い
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
皆
と
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
親
切
で
、
私
は
彼
ら

と
の
言
葉
と
文
化
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
三
月
に
先
輩
の
久
崎
さ
ん
宅
の
ひ
な

祭
り
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
多
く
の
エ
レ
ガ
ン
ト
で
豪
華

な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
付
け
た
ひ
な
人

形
を
飾
り
、
そ
の
ひ
と
つ
ず
つ
の
成
り
立

ち
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
が
予
想
よ

り
も
は
る
か
に
複
雑
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。
又
踊
り
の
先
生
に
着
付
け
を
し
て
も

　

大
月　

聡
子

　

お
お
つ
き　

さ
と
こ

２
０
１
１
年
３
月
物
理
学
修
士
修

了
、
４
月
㈱Phybbit

起
業
、
代

表
取
締
役CEO

に
就
任
。
'17
年
に

独
自
サ
ー
ビ
ス
のA

I

搭
載
ア
ド
フ

ラ
ウ
ド
対
策
ツ
ー
ル"SpiderA

F"

を
リ
リ
ー
ス
。
'19
年
３
月
に
グ
ロ
ー

バ
ル
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト"Get in 

the Ring"

日
本
大
会
で
優
勝
、
日

本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
５
月
に

"TiEcon"

で"2019 TiE50 W
inner"

を
受
賞
、
さ
ら
にTOP12

に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
。
11
月
に
は
3.2
億
円
の
資

金
を
調
達
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

を
強
化
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
２

児
の
マ
マ
と
し
て
奮
闘
中
。

　

S
hikha S

ingh

　

シ
カ
・
シ
ン

イ
ン
ド
出
身
、バ
ナ
ス
ダ
リ
・
ヴ
ィ

ダ
ヤ
ピ
ス
大
学
生
物
科
学
科
修
士

修
了
、
首
都
大
学
東
京
生
命
科
学

専
攻
、
生
命
科
学
を
勉
強
中

　

近
藤　

常
葉

　

こ
ん
ど
う　

と
こ
は

２
０
１
８
年
３
月
首
都
大
学
東
京

健
康
福
祉
学
部
看
護
学
科
卒
。
同

年
４
月
聖
路
加
国
際
病
院
へ
入
職
。

ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
経
験
で
し
た
。
色
々
日
本
の
文
化

に
触
れ
、
感
激
し
つ
つ
「
親
友
の
日
本
」

を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も

幸
せ
で
す
。

　

世
界
に
名
を
馳
せ
る

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
し
て

大
月
　
聡
子

（
首
都
大
１１
年
・
物
理
学
修
士
課
程
修
了
）

　
　
「
ア
ド
フ
ラ
ウ
ド
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
。「
ア
ド
＝A

d

（
広
告
）」

＋
「
フ
ラ
ウ
ド
＝Fraud

（
詐
欺
）」 

の

意
味
の
通
り
、
ネ
ッ
ト
広
告
に
お
い
て

bot

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
使
っ
て
表
示

回
数
や
ク
リ
ッ
ク
回
数
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル

件
数
な
ど
の
“
成
果
”
を
水
増
し
不
当
に

広
告
報
酬
を
搾
取
す
る
詐
欺
行
為
で
す
。

世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日

本
で
認
知
度
は
低
く
、
大
半
の
企
業
が
対

策
を
講
じ
て
お
ら
ず
、
気
づ
か
ぬ
間
に
被

害
に
遭
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
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河
野　

純
子

　

か
わ
の　

じ
ゅ
ん
こ

86
年
都
立
大
卒
業
後
、
㈱
リ
ク

ル
ー
ト
に
入
社
。「
と
ら
ば
ー
ゆ
」

編
集
長
を
経
て
、
２
０
０
８
年
に

住
友
商
事
㈱
に
転
身
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
、
教
育
分
野
で
の
新
規
事

業
開
発
に
取
り
組
む
。
17
年
に
退

職
。
現
在
は
慶
應
義
塾
大
学
大
学

院
で
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
学

び
な
が
ら
、
個
人
事
務
所
で
の
活

動
を
開
始
。ラ
イ
フ
シ
フ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
執
行
役
員
Ｃ
Ｍ
Ｏ
。

　

髙
田
勇
紀
夫

　

た
か
だ　

ゆ
き
お

74
年
都
立
大
学
・
経
済
卒
。
74
年

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
入
社
、
営
業
所
長
、

米
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
勤
務
、
Ｃ
Ｓ
担
当
、

内
部
統
制
担
当
な
ど
を
歴
任
し
、

２
０
１
１
年
に
定
年
退
職
。
12
年
か

ら
介
護
事
業
会
社
勤
務
。
17
年
に

保
育
士
試
験
に
合
格
、
都
内
の
認
可

保
育
所
に
保
育
士
と
し
て
勤
務
。
３

歳
児
19
人
の
き
り
ん
組
の
副
担
当
。

幻
冬
舎
よ
り
「
じ
ー
じ
、
65
歳
で

保
育
士
に
な
っ
た
よ
」
を
出
版
。

　

弊
社
サ
ー
ビ
ス"SpiderA

F"

で
検
知
し

た
額
だ
け
で
も
26
億
円
規
模
（
２
０
１
８

年
の
１
年
間
）
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で

の
被
害
も
深
刻
で
あ
る
と
同
時
に
、
マ
フ

ィ
ア
や
反
社
会
的
勢
力
の
温
床
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。"SpiderA

F"

で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ
ト
広
告
の
デ

ー
タ
を
可
視
化
し
透
明
性
を
担
保
、
本
来

な
ら
掛
け
る
は
ず
の
な
い
不
要
な
広
告
費

の
削
減
が
で
き
ま
す
。
今
年
11
月
に
資
金

調
達
を
実
施
し
事
業
拡
大
に
向
け
て
邁
進

中
で
す
。
日
本
の
広
告
業
界
の
健
全
化
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
日
本
発
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
未
来
を
切
り
開

い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
生
100
年
時
代
を
見
据
え
て

河
野
　
純
子
（
都
立
大
34
・
心
理
）

　

高
校
時
代
か
ら
雑
誌
作
り
に
興
味
が
あ

り
、
都
立
大
卒
業
後
は
男
女
差
別
の
な
い

自
由
で
活
気
の
あ
る
社
風
に
惹
か
れ
て
、

リ
ク
ル
ー
ト
に
入
社
し
ま
し
た
。
希
望
通

り
の
雑
誌
編
集
の
現
場
で
若
い
こ
ろ
か
ら

た
く
さ
ん
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
い
、
思
い

っ
き
り
仕
事
を
楽
し
ん
だ
22
年
を
経
て
、

キ
ャ
リ
ア
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
住
友
商

事
に
転
職
し
た
の
は
44
歳
の
時
で
す
。
同

社
で
は
、
新
規
事
業
開
発
を
担
当
し
、
仲

間
に
も
恵
ま
れ
て
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

次
の
転
機
は
、
53
歳
で
訪
れ
ま
す
。
手

が
け
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
区
切
り

つ
い
た
と
き
の
こ
と
。
人
生
100
年
時
代
、

85
歳
ま
で
働
く
と
し
た
ら
ち
ょ
う
ど
折
り

返
し
地
点
に
い
る
と
認
識
し
、
も
う
雇
わ

れ
る
働
き
方
は
卒
業
し
、
こ
れ
か
ら
の
30

年
は
も
っ
と
自
分
ら
し
い
働
き
方
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
決
め
た
の
で
す
。
ま
ず

は
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
と
っ
て
必
要
だ
と

思
う
こ
と
を
学
ぼ
う
と
考
え
、
ア
メ
リ
カ

へ
の
語
学
留
学
を
経
て
、
現
在
は
大
学
院

で
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
で
い
ま

す
。
同
時
に
個
人
事
務
所
を
設
立
し
「
意

義
あ
る
こ
と
を
、
楽
し
い
仲
間
と
」
と
い

う
方
針
で
仕
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、
人
生
100
年
時
代
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
す
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
で

の
活
動
で
す
。
同
社
で
は
、
新
時
代
の
ロ

ー
ル
モ
デ
ル
を
発
掘
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
す
で
に

100
人
を
超
え
、
100
年
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た

め
の
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
の
法
則
」
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
昨
年
末
に
は
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
共
著
「
実
践
！
50
歳
か
ら
の
ラ
イ

フ
シ
フ
ト
術
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
を
出
版
。

現
在
は
そ
の
法
則
を
よ
り
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
豊
か
な
100
年
ラ
イ
フ
の
設

計
に
活
か
し
て
も
ら
う
た
め
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
発
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

人
生
100
年
時
代
、
ま
だ
ま
だ
時
間
は
た

っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
変
化
を

お
そ
れ
ず
学
び
続
け
な
が
ら
「
自
分
が
主

人
公
」
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
実
践
！
50
歳
か
ら
の
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
術
」

　
　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
て

　

68
歳
の
現
役
男
性
保
育
士
の
奮
闘

髙
田
勇
紀
夫
（
都
立
大
22
・
経
済
）

　

私
が
保
育
士
に
な
ろ
う
と
決
断
し
た
の

は
、
65
才
の
時
で
あ
っ
た
。「
待
機
児
童

問
題
」
だ
。
子
ど
も
を
保
育
所
に
入
れ
た

く
て
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
性
達

の
悲
痛
な
声
や
悲
鳴
を
聞
い
て
、
15
年
12

月
に
保
育
士
に
な
る
決
意
を
し
た
。
そ
し

て
必
死
に
勉
強
し
、
保
育
士
試
験
に
合
格

し
、１
年
４
ヶ
月
後
に
保
育
士
と
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
保
育
士
の
仕
事
が
何
か
も
知
ら

ず
、
保
育
士
が
国
家
資
格
で
あ
る
こ
と
さ

え
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ピ
ア
ノ
も
弾
け
な

い
。
今
ど
き
の
子
ど
も
達
の
好
き
な
歌
も

歌
え
な
い
。
女
性
の
典
型
的
な
職
場
に
う

ま
く
適
応
で
き
る
の
か
。若
く
は
な
い
し
、

未
経
験
の
環
境
で
お
役
に
た
て
る
の
か
。

そ
ん
な
不
安
や
疑
問
が
一
杯
あ
っ
た
。
で

も
い
た
た
ま
れ
な
か
っ
た
。
な
に
か
や
ら

ね
ば
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
た
。

　

17
年
４
月
か
ら
、
私
は
都
内
の
認
可
保

育
所
の
保
育
士
と
し
て
、
３
才
児
19
人

の
副
担
任
で
あ
る
。
子
ど
も
達
と
接
す
る

日
々
が
楽
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
と
同
時
に
、
子
ど
も
達
の
成
長
に
つ
い

て
保
護
者
の
方
々
と
話
す
時
、
お
役
に
立

っ
て
い
る
と
の
手
ご
た
え
を
感
じ
る
。

　

も
と
も
と
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
38
年
働
い
て
い

て
、
保
育
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
保
育
士
の
国
家
資

格
試
験
に
合
格
す
る
た
め
の「
学
び
直
し
」

自
体
は
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
日
本
人

の
健
康
寿
命
も
延
び
、
高
齢
者
は
自
分
の

経
験
を
生
か
し
、「
学
び
直
し
」
を
通
し

て
新
し
い
知
識
を
得
て
社
会
に
役
に
立
つ

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。「
人
生
100
年
時
代
」

を
考
え
る
と
、
シ
ニ
ア
が
日
本
の
危
機
で

あ
る「
待
機
児
童
問
題
」や「
少
子
化
問
題
」

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、
生
き

る
喜
び
で
あ
る
と
思
え
る
。
私
の
経
験
や

失
敗
を
参
考
に
、
一
人
で
も
多
く
の
シ
ニ

ア
が
保
育
士
に
手
を
あ
げ
て
ほ
し
い
と
切

に
思
う
。
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災害支援ボランティア

　

虎
谷　

彰
子

　

と
ら
た
に　

あ
き
こ

医
療
技
術
短
期
大
学
地
域
看
護

学
専
攻
卒
後
、
世
田
谷
区
役
所

で
保
健
師
と
し
て
勤
務
し
現
在

に
至
る
。

　

特
別
区
は
各
区
が
独
立
し
た
自
治
体
だ

が
、
災
害
時
に
東
京
都
が
被
災
地
支
援
に

入
る
場
合
に
は
、
区
長
会
の
決
定
に
基
づ

き
東
京
都
に
続
き
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
対
応
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。
こ
の
仕
組

み
に
基
づ
き
、世
田
谷
区
で
は
阪
神
淡
路
、

中
越
、
東
日
本
、
熊
本
な
ど
の
大
規
模
災

害
時
に
保
健
師
を
派
遣
し
避
難
生
活
を
送

る
住
民
の
健
康
管
理
を
担
っ
て
き
た
。

　

平
成
30
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
は
自
治
体
間
の
連
携
と
い
う
初
の
枠

組
み
に
よ
り
、
厚
真
町
へ
世
田
谷
区
が
第

１
班
と
し
て
支
援
に
入
っ
た
。
町
の
保
健

師
の
立
場
で
通
常
業
務
再
開
の
た
め
の
支

援
を
す
る
と
い
う
点
で
こ
れ
ま
で
と
は
役

割
が
異
な
っ
た
。
保
健
所
が
被
災
地
の
保

健
所
の
指
揮
を
支
援
す
る
「
災
害
時
健
康

危
機
管
理
支
援
チ
ー
ム
」
に
類
似
し
た
役

割
で
あ
り
、
特
別
区
で
も
初
め
て
の
経
験

で
あ
っ
た
。

　

現
地
で
は
人
口
５
千
人
弱
の
町
へ
他
県

の
保
健
師
チ
ー
ム
が
複
数
入
り
、
町
の
５

名
の
保
健
師
は
各
チ
ー
ム
か
ら
持
ち
込
ま

れ
る
課
題
解
決
に
追
わ
れ
、
復
興
に
向
け

た
通
常
業
務
再
開
の
た
め
の
準
備
に
着
手

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
少
人
数
で

も
一
同
に
会
し
て
目
指
す
方
向
の
共
有
が

出
来
て
い
な
い
故
に
徒
労
感
も
大
き
く
な

っ
て
い
た
。

　

６
日
と
い
う
限
ら
れ
た
派
遣
期
間
で
は

あ
っ
た
が
、
町
の
保
健
師
が
共
通
認
識
で

き
る
よ
う
な
保
健
事
業
再
開
に
向
け
た
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
町
の
保
健
師
と
共
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
は
、
私
の
通
常
業
務
で
あ
る
企
画
業

務
と
類
似
し
て
い
た
。
目
的
別
に
必
要
な

手
順
や
考
え
う
る
課
題
の
整
理
、
対
策
案

ご
と
に
、
段
取
り
と
役
割
分
担
、
優
先
順

位
付
け
を
行
っ
て
い
っ
た
。
知
ら
な
い
自

治
体
の
業
務
ゆ
え
、
担
当
者
の
意
向
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
意

見
を
出
し
や
す
く
す
る
に
は
研
修
の
手
法

が
役
立
ち
、
自
区
の
若
手
の
チ
ー
ム
員
へ

の
手
法
の
伝
達
の
機
会
に
も
な
っ
た
。
保

健
師
活
動
の
根
幹
と
な
る
公
衆
衛
生
看
護

は
「
実
践
の
学
」
と
呼
ば
れ
、
体
験
に
基

づ
き
裏
打
ち
さ
れ
た
根
拠
を
そ
の
時
の
状

況
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
し
、
当
事
者
自
ら

が
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
す
る
活
動
で
あ

る
。
過
去
の
被
災
地
派
遣
の
経
験
や
、
日

頃
の
自
区
で
の
防
災
へ
の
取
組
み
が
役
立

っ
た
。

　

派
遣
終
了
後
、
首
都
直
下
型
地
震
発
生

時
の
自
区
の
課
題
に
つ
い
て
幹
部
に
課

　

平
時
に
で
き
な
い
こ
と
は
非
常
時
に
は
で
き
な
い

虎
谷　

彰
子
（
医
技
短
７
期
・
地
域
看
護
専
攻
）　

題
提
起
す
る
機
会
を
得
て
、
保
健
師
間
で

は
課
題
検
討
を
続
け
て
い
る
。
年
度
が
変

わ
っ
た
後
も
、
区
民
向
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
避
難
所
訓
練
で
発
言
す
る
機
会
を
得

て
、
区
民
に
向
け
て
も
情
報
発
信
を
続
け

て
い
る
。
首
都
圏
で
は
人
口
規
模
が
異
な

り
、
様
々
な
混
乱
が
事
態
を
複
雑
に
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

平
時
に
出
来
な
い
こ
と
は
非
常
時
に
は

で
き
な
い
。
被
災
地
の
復
興
を
願
い
な
が

ら
、
防
災
へ
の
意
識
を
持
ち
続
け
、
一
つ

ず
つ
課
題
解
決
し
て
い
き
た
い
。

　

評
議
員
に
立
候
補
を

　
　
　
　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す

　

同
窓
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
参
加

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
員

の
参
加
は
不
可
能
で
す
の
で
、
評
議
員
に

会
の
意
思
決
定
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

評
議
員
は
、
規
約
第
14
条
に
定
め
ら
れ

た
手
続
き
で
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご

参
加
い
た
だ
け
る
方
、
特
に
、
若
い
世
代

の
参
加
が
少
な
く
、
将
来
、
会
の
運
営
に

も
影
響
が
出
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

評
議
員
に
は
、
年
１
回
の
評
議
員
会
へ

の
出
席
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
評
議
員
に
よ
る
会
の
意
思
決
定
へ
の

参
加
と
同
時
に
会
員
の
意
見
の
伝
達
も
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

評
議
員
の
責
務
の
要
約

＊
理
事
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
の
議
決
、

予
算
・
決
算
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、

会
長
、
副
会
長
、
理
事
、
監
事
の
選
任

に
関
す
る
事
項

　
（
規
約
の
詳
細
は
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
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母 校 は い ま
見出しの 印は同窓会で
支援している行事です。

　
　
「
平
成
」
最
後
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
８
年
度
卒
業
式

　

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
の
卒
業
式
・

修
了
式
が
２
０
１
９
年
３
月
22
日
（
金
）

に
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
大
ホ
ー
ル

で
、
３
月
25
日
（
月
）
に
は
荒
川
キ
ャ
ン

パ
ス
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
９
時
30
分
よ

り
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
（
455
名
）、
11
時
よ
り

都
市
教
養
学
部
（
文
系
）・
人
文
科
学
研

究
科
・
社
会
学
研
究
科
（
745
名
）、
14
時

30
分
よ
り
都
市
教
養
学
部
（
理
工
系
）
都

市
環
境
学
部
・
理
工
学
研
究
科
・
都
市
環

境
学
研
究
科
（
871
名
）
の
３
回
に
分
け
て

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
荒
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
11
時
よ
り
健
康
福
祉
学
部
・
人

間
健
康
科
学
研
究
科
（
254
名
）
の
卒
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
各
部
の
卒
業
生
数
の

端
数
は
多
少
増
減
が
あ
り
ま
す
）。

　

総
卒
業
者
数
約
２
３
０
０
名
が
新
た
に

社
会
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
池
知
事
が
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
卒
業
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
知
事
は
「
平
成
と
い
う
時
代
が
終

わ
り
を
告
げ
、
ま
も
な
く
新
し
い
元
号
が

発
表
さ
れ
る
。
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
に

な
る
節
目
の
年
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
皆
さ
ん
が
、
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を

心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
　
「
首
都
大
学
東
京
」
の
大
学
名
と
し
て
は

　
　

最
後
に
な
る
２
０
１
９
年
度
入
学
式

　

２
０
１
９
年
４
月
４
日
（
木
）
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
２
０
１
９
年
度
首
都
大

学
東
京
の
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
大
学
名
を
「
東
京
都
立

大
学
」
と
変
更
す
る
た
め
、
昨
年
は
「
首

都
大
学
東
京
」
の
名
称
で
行
わ
れ
る
入
学

式
は
最
後
の
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
部
生
１
６
５
６
名
、
助
産
学
専
攻
科

10
名
、
大
学
院
861
名
、
昨
年
か
ら
設
置

さ
れ
た
50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
TMU
プ
レ

ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
の
53
名
、
合
わ
せ
て

２
５
８
０
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

上
野
学
長
は
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

真
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
単
な
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
思
考
力
、

判
断
力
、
俯
瞰
力
、
未
知
の
領
域
に
探
求

的
能
動
的
に
挑
戦
す
る
力
を
持
ち
、
正
解

を
疑
い
真
理
の
探
究
を
し
て
欲
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
小
池
知
事
は
、

「
パ
ラ
レ
ル
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
、
本
業
に
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
も
う
一
つ

の
仕
事
を
持
つ
よ
う
に
し
、
学
業
の
専
門

性
に
限
ら
ず
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界

に
飛
び
込
ん
で
欲
し
い
」、「
世
界
に
通
用

す
る
よ
う
に
努
め
、
多
面
的
な
思
考
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
語
り
か

け
、
江
戸
時
代
の
教
育
者
、
佐
藤
一
斎
の

言
葉
を
引
用
し
て
、「
生
涯
学
ぶ
姿
勢
を
持

ち
続
け
て
欲
し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
首
都
大
学
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
季
卒
業
式

　

２
０
１
９
年
９
月
27
日
（
金
）
に
南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

２
０
１
９
年
度
首
都
大
学
東
京
秋
季
卒
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
季
は
、
学
部
生

７
名
、
大
学
院
生
59
名
の
合
計
66
名
（
う

ち
留
学
生
43
名
）
が
卒
業
・
修
了
し
ま
し

た
。
秋
季
は
留
学
生
の
卒
業
生
が
多
い

こ
と
か
ら
、
式
典
は
英
語
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
上
野
学
長
は
式
辞
で
「I'm

 sure 
that all of you w

ill have enjoyable 
and fruitful success in your brilliant 
future

」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

美しく艶やかな和服姿で卒業式に参加した女子学生　右：南大沢キャンパス　左：荒川キャンパスにて

東京国際フォーラムの大ホールを埋めた新入生
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第
67
回
首
都
大
学
東
京
・

　
　
　
　

大
阪
府
立
大
学
総
合
競
技
大
会

　

２
０
１
９
年
７
月
５
日
か
ら
７
日
に
か

け
て
第
67
回
首
都
大
学
東
京
・
大
阪
府
立

大
学
総
合
競
技
大
会
が
本
学
南
大
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
を
中
心
に
開
催
さ
れ
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
66
回
大
阪
で
の
大
会
は
異
例
の
大
雨

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
心
配

さ
れ
た
雨
も
な
く
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
て

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
一
心
」
の
も

と
に
お
互
い
の
大
学
同
士
の
プ
ラ
イ
ド
を

か
け
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
11
勝
８

敗
２
分
で
本
学
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

通
算
成
績
は
、
28
勝
34
敗
３
引
き
分
け
２

中
止
と
な
り
、
未
だ
に
大
阪
府
立
大
学
に

リ
ー
ド
を
許
し
て
い
ま
す
。

　

第
38
回
首
都
大
学
東
京
・

　
　
　
　
　

横
浜
市
立
大
学
総
合
定
期
戦

　

２
０
１
９
年
６
月
２
日
（
日
）
横
浜
市

立
大
学
金
沢
八
景
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に

第
38
回
首
都
大
学
東
京
・
横
浜
市
立
大
学

総
合
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
対
３

で
本
学
が
快
勝
し
２
連
覇
。
こ
れ
で
通
算

成
績
は
29
勝
５
敗
３
引
き
分
け
１
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
７
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞
受
賞
者

　

２
０
１
９
年
８
月
23
日
理
事
長
室
に

お
い
て
第
７
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞
の

認
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞
は
「
大
学
に
活

気
」「
学
生
に
志
と
活
力
」
を
生
み
出
す

よ
う
な
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
設
定
さ

れ
た
賞
で
、
今
回
は
左
記
の
６
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
受
賞
し
ま
し
た
。

＊
女
子
バ
レ
ー
部
の
チ
ー
ム
力
強
化
向
上

団
体
名　

首
都
大
学
東
京
女
子
バ
レ
ー

部
代
表
者　

関
本
夕
貴
（
理
工
学
系
機
械

コ
ー
ス
３
年
）

受
賞
理
由　

最
近
急
速
に
順
位
を
上
げ

て
お
り
、
受
賞
を
機
に
一
層
の
活
動

を
期
待
。

　

助
成
金
額　

10
万
円

＊
み
や
こ
祭
に
お
け
る
節
足
動
物
園

　

A
rthropodzoo

の
開
園

団
体
名　

い
き
も
の
！
サ
ー
ク
ル
東
京

代
表
者　

沓
掛　

丈
（
理
学
部
生
命
科

学
２
年
）

受
賞
理
由　

科
学
的
興
味
を
引
き
出
そ

う
と
い
う
工
夫
と
苦
労
と
熱
意
が
感

じ
ら
れ
、
グ
ッ
ズ
の
発
売
を
考
え
る

な
ど
発
想
に
も
独
自
性
が
あ
る
。

助
成
金
額　

５
万
円

　

２
０
１
９
年
度
首
都
大
学
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
季
入
学
式

　

２
０
１
９
年
10
月
１
日
（
火
）、
南
大

沢
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

２
０
１
９
年
度
首
都
大
学
東
京
秋
季
入
学

式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
63
名
の
大
学
院
生

が
本
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

上
野
学
長
は
式
辞
で
「
私
た
ち
は
皆
さ

ん
の
入
学
を
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
、「
皆
さ
ん
が

首
都
大
学
東
京
に
在
学
す
る
間
、
楽
し
く

実
り
多
い
成
功
を
収
め
る
こ
と
を
確
信
し

て
い
ま
す
」
な
ど
と
英
語
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
ま
し
た
。

秋季卒業式に参加した卒業生一同の記念撮影

開会式に挨拶をされる本学の上野学長

今年のキャッチフレーズ
は「一心」でした横浜市大戦で応援する本学の男女チアリーディング部

□ 母校はいま



− 16 −

＊
２
０
２
０
年
度
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

「
滑
空
機
部
門
」
500
ｍ
へ
の
到
達

団
体
名　

人
力
飛
行
機
研
究
会M

aPPL

代
表
者　

山
本
一
摩
（
SD
学
部
電
子
情

報
シ
ス
テ
ム
２
年
）

受
賞
理
由　

昨
年
は
残
念
な
結
果
に
終

わ
っ
た
が
、
今
年
は
か
な
り
の
好

成
績
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
場
合
の

大
学
の
知
名
度
ア
ッ
プ
効
果
は
大
き

い
。

助
成
金
額　

10
万
円　

＊
大
学
祭
期
間
中
に
開
催
す
る
「
体
験
！

化
学
実
験
２
０
１
９
」
及
び
学
外
で
実

験
す
る
「
出
張
！
化
学
実
験
教
室
」

団
体
名　

TMU
︱
SFC
・
体
験
！
化
学
実
験

実
行
委
員
会

代
表
者　

野
宮
海
音
（
理
工
学
部
化
学

３
年
）

受
賞
理
由　

教
育
現
場
か
ら
の
期
待
も

多
く
社
会
貢
献
性
が
高
い
。

助
成
金
額　

10
万
円

＊
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

　

M
A

X
O

N
S

単
独
公
演
の
成
功

団
体
名　

応
援
団
男
子
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部

代
表
者　

島
田
康
司
（
人
文
社
会
系
社

会
学
３
年
）

受
賞
理
由　

最
近
イ
ベ
ン
ト
等
で
は
欠

か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
ず
単
独
公
演
を
通
じ
て
更

に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
。

助
成
金
額　

10
万
円

＊
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
NPO
法
人
の
設
立

団
体
名　

キ
ャ
リ
ア
系
企
画
サ
ー
ク
ル

Potent

代
表
者　

中
島
郁
也
（
SD
学
部
経
営
シ

ス
テ
ム
４
年
）

受
賞
理
由　

将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
的

に
事
業
を
続
け
る
た
め
と
言
う
発
想

が
ユ
ニ
ー
ク
。

助
成
金
額　

５
万
円

　

平
成
30
年
度
同
窓
会
長
特
別
表
彰

　　

平
成
30
年
度
の
同
窓
会
長
特
別
表
彰
は

左
記
の
４
団
体
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
３
月
18
日
、
本
部
棟
大
会

議
室
に
お
い
て
認
証
書
授
与
式
が
行
わ

れ
、
各
団
体
に
表
彰
状
と
２
万
円
の
助
成

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

＊
人
力
飛
行
機
研
究
会M

aPPL

申
請
理
由　

２
０
１
８
年
度
鳥
人
間
コ

ン
テ
ス
ト
滑
空
機
部
門
出
場
審
査
委

員
特
別
賞
受
賞

代
表
者　

杉
本　

陸

評
価　

些
細
な
ミ
ス
で
昨
年
の
大
会
は

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
そ
れ
に
く
じ
け
る
こ
と
な
く
、

よ
り
一
層
改
良
を
加
え
て
、
高
い
目

標
に
挑
む
強
い
姿
勢
が
あ
る
。ま
た
、

注
目
度
の
高
い
大
会
で
あ
る
こ
と
を

利
用
し
て
、
本
学
の
名
前
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
姿
勢
も
評
価
で
き
る
。

＊
ラ
ク
ビ
ー
部

申
請
理
由　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
社
会

貢
献
活
動

代
表
者　

柳
田　

亮

評
価　

本
来
の
運
動
部
と
し
て
の
ラ
ク

ビ
ー
部
活
動
に
真
剣
に
取
組
む
一

方
、
ラ
ク
ビ
ー
を
普
及
さ
せ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
組

ん
で
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
社
会
貢
献

の
両
立
と
い
う
今
後
の
運
動
部
の
あ

り
方
の
一
つ
の
新
し
い
モ
デ
ル
に
挑

戦
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

＊SA
BA

S

申
請
理
由　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
VOL.
３
「
優
秀
賞
」

受
賞

代
表
者　

白
井　

奎
太

評
価　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
は
最
近
大
き
く
注
目
を
浴
び
て
お

り
技
術
進
歩
が
著
し
い
が
、
果
敢
に

新
し
い
表
現
技
法
の
開
発
に
挑
戦
、

日
本
最
大
の
若
手
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
結
果
的
に
は
「
テ
ク
ニ
カ
ル

で
は
最
も
優
れ
て
い
る
」
と
の
評
価

を
得
る
と
い
う
立
派
な
成
果
を
上
げ

た
。

＊CO
RE

申
請
理
由　

高
度
２
０
０
０
ｍ
を
超
え

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
の
開

発
・
製
作
と
打
ち
上
げ

代
表
者　

森　

亮
太

評
価　

技
術
的
な
面
で
は
昨
年
の
失
敗

を
踏
ま
え
、
様
々
な
工
夫
、
改
良
を

第７回プロジェクト奨励賞受賞者の記念撮影

上野学長、黒石同窓会長と共に受賞者の記念撮影

母校はいま □



− 17 −

□ 母校はいま

部
・
研
究
科
の
先
端
的
・
学
際
的
な
研
究

シ
ー
ズ
が
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式

で
幅
広
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研

究
室
・
研
究
グ
ル
ー
プ
等
に
よ
る
ポ
ス
タ

ー
展
示
や
実
物
展
示
が
行
わ
れ
、
最
新
の

研
究
成
果
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

昨
年
10
月
、
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
棟
１
階
保
健
室

の
斜
め
向
か
い
に
あ
り
、
中
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
チ
ラ
シ
等
が
置
か
れ
て
い
る

ラ
ッ
ク
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
週
１
回
（
火
曜
日
ま
た
は
木
曜
日
）

セ
ン
タ
ー
に
在
室
し
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
情
報
の
提
供
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不
在
の
日
で
も
、

平
日
の
９
時
か
ら
17
時
45
分
ま
で
セ
ン
タ

ー
は
自
由
に
出
入
り
が
出
来
ま
す
の
で
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

日
本
初
の
「
子
ど
も
の
貧
困
調
査

　
　
　

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
発
足

　

首
都
大
学
東
京
、
大
阪
府
立
大
学
、
北

海
道
大
学
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
沖
縄

大
学
、
日
本
福
祉
大
学
で
は
子
ど
も
の
貧

困
に
関
す
る
調
査
研
究
に
特
化
し
た
日
本

初
の
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
「
子
ど
も
の

貧
困
調
査
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
当
該
組
織
は
、
日
本
全

体
の
子
ど
も
の
貧
困
状
態
を
調
査
し
、
子

ど
も
の
貧
困
が
地
域
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
異
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
自
治
体

の
異
な
る
政
策
が
子
ど
も
の
貧
困
に
ど
の

よ
う
に
効
果
的
な
の
か
等
の
政
策
評
価
を

行
い
ま
す
。
本
学
の
事
務
局
は
、
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
子
ど
も
・
若
者
貧
困
研

究
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長･

阿
部
彩
教

授
～
昨
年
の
み
や
こ
祭
の
同
窓
会
提
供
記

念
講
演
講
師
）
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
五
大
陸
国
際
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
本
学
に
て
開
催

　

本
学
で
は
、
東
京
２
０
２
０
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
東
京
都
か
ら
の
要
請
、

予
算
措
置
に
従
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ン

ボ
ル
の
由
来
で
あ
る
「
五
大
陸
」
の
名
を

冠
し
た
国
際
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
昨

年
11
月
９
日
（
土
）
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

講
堂
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
ー
が
拓
く
も
の
、

多
様
性
と
調
和\

未
来
へ
の
継
承
」
を
全

体
テ
ー
マ
と
し
、
上
野
淳
学
長
の
挨
拶
、

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
の
基
調
講
演
に

続
き
招
待
外
国
人
学
生
14
名
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
：
小
池
都
知
事
、
進
行
：
綾
部
真
雄

国
際
セ
ン
タ
ー
長
）
と
島
田
晴
雄
理
事
長

の
講
演
（
学
生
提
案
の
講
評
）
が
あ
り
ま

し
た
。

　

進
行
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
、
20
を

超
え
る
国
と
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
か

ら
多
様
な
意
見
を
聞
き
、
本
学
学
生
と
の

国
際
交
流
を
一
層
促
進
す
る
こ
と
が
出
来
、

東
京
２
０
２
０
大
会
の
機
運
醸
成
に
貢
献

し
た
素
晴
ら
し
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り

ま
し
た
。

加
え
て
、
更
に
高
度
な
目
標
に
挑
戦

し
て
い
る
一
方
、
技
術
以
外
の
面
で

も
資
金
調
達
を
始
め
、
資
材
調
達
な

ど
で
、
積
極
的
に
外
部
に
調
整
、
協

力
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
り
計
画
を
進
め

て
お
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
点
で
も

よ
く
努
力
し
て
い
る
。 　

　　

System
s D

esign Fourum
 2019 

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

　

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学
部
・
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
研
究
科
で
は
、
研
究
活
動
及
び

成
果
、
並
び
に
コ
ー
ス
（
学
科
）・
学
域

間
で
分
野
横
断
的
に
行
っ
て
い
る
研
究
活

動
に
つ
い
て
学
内
外
に
広
く
紹
介
す
る
と

共
に
産
学
公
及
び
地
域
連
携
の
可
能
性
を

見
い
だ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年

「
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
、
10
月
４
日
（
金
）
日
野
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
２
０
１
９
年
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
２
号
館
２
階
大
講
義
室

に
お
い
て
、A

IBO

開
発
者
で
あ
る
大
槻

正
氏
（
ユ
ニ
ボ
ッ
ト
《
株
》
代
表
取
締
役
）

に
よ
り
「
創
造
へ
の
挑
戦
～A

IBO

開
発

者
が
語
る
IoT
、
AI
、
ロ
ボ
ッ
ト
～
」
と
題

し
た
講
演
と
、
和
田
一
義
氏
（
本
学
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
准
教
授
）
に
よ
る
「
デ

ザ
イ
ン
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
新
た
な
産
業
創
出

を
目
指
す"Future Convenience Store 

Contest"

」と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
学

最近の研究成果についてポスター展示や実物展示
を行ったフォーラムの体育館会場

新しく開設したボランティアセンター
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恒
例
の
青
鳩
祭
・
み
や
こ
祭
を
開
催

　

青
鳩
祭
：
２
０
１
９
年
10
月
19
日
（
土
）

20
日
（
日
）
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

第
34
回
青
鳩
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

20
日
に
は
、
テ
コ
ン
ド
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

メ
ダ
リ
ス
ト
岡
本
依
子
氏
や
パ
ラ
テ
コ
ン

ド
ー
選
手
鴨
脚
知
永
氏
・
重
水
浩
次
氏
・

石
原
和
樹
氏
に
よ
る
「
～
同
じ
競
技
を
行

う
も
の
の
視
点
か
ら
～
お
互
い
を
理
解
す

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

み
や
こ
祭
：
２
０
１
９
年
11
月
３
日（
日
）

～
５
日
（
火
）
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

み
や
こ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
に

は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催
、
午
前

中
の
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
多
く
の
同
窓
生
が

来
場
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年
の
同
窓

会
記
念
講
演
は
「
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態

と
首
都
大
学
東
京
の
果
た
す
役
割
」
と
題

し
て
、
日
本
に
お
け
る
貧
困
、
特
に
子
ど

も
や
若
者
の
貧
困
研
究
に
つ
い
て
の
第
一

人
者
で
あ
る
人
文
社
会
学
部
の
阿
部
彩
教

授
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
「
TMU
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
も
狭
き
門

　

昨
年
４
月
に
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開

講
し
た
「
～
生
涯
学
べ
る
百
歳
大
学
～
」

と
し
て
発
足
し
た
「
TMU
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ

レ
ッ
ジ
」
は
今
年
も
「
東
京
都
立
大
学
プ

レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
」
と
名
称
を
変
更

し
、
第
二
期
生
53
名
の
新
入
生
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
156
名
の
応
募
者
が
あ
り
、
第
一

次
（
論
文
）、
第
二
次
（
面
接
）
の
選
考

試
験
を
突
破
し
て
、
約
３
倍
の
倍
率
を
乗

り
越
え
、
め
で
た
く
入
学
で
き
た
優
秀
な

学
生
諸
兄
姉
で
す
。
２
０
２
０（
令
和
２
）

年
４
月
よ
り
、
引
き
続
き
二
年
目
も
学
び

続
け
ら
れ
る
制
度
と
し
て
、
今
年
は
「
専

攻
科
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
当
該
カ

レ
ッ
ジ
の
出
願
資
格
は
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
３
月
31
日
現
在
、
50
歳
以
上
の

者
、
日
本
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
と
見
な
さ
れ
る
者

と
な
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
受
講
料（
授

業
料
）
は
年
額
20
万
円
（
入
学
料
は
あ
り

ま
せ
ん
）
で
す
。

　

大
学
説
明
会

　
　
　

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

毎
年
７
・
８
月
に
開
催
す
る
本
学
の
大

学
説
明
会
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に

つ
い
て
、
全
国
の
高
等
学
校
へ
配
布
す
る

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
学
内
で
公
募
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
12
名
の
応
募
が
あ

り
、
石
川
理
子
さ
ん
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ

イ
ン
研
究
科
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト

学
域
博
士
前
期
課
程
１
年
）
が
最
優
秀
作

品
に
決
定
し
ま
し
た
。
特
別
賞
に
は
徳

原
知
勲
さ
ん
（
都
市
教
養
学
部
理
工
学

系
電
気
電
子
コ
ー
ス
３
年
）
が
、
佳
作

に
は
隅
山
侑
衣
子
さ
ん
（
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
学
部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー

ト
学
科
２
年
）、
山
口
千
晴
さ
ん
（
シ
ス

テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
ア
ー
ト
学
域
博
士
前
期
課
程
１
年
）、

遠
藤
友
一
さ
ん
（
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
研

究
科
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
学
域
博

士
前
期
課
程
１
年
）
が
選
ば
れ
、
１
月
22

日
（
水
）
６
号
館
107
会
議
室
に
お
い
て
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小池百合子東京都知事を囲んで記念撮影をする各国の発表者

青鳩祭ではオリンピック、パラリンピック
メダリストによる講演会が催されましたみやこ祭で講演をされている阿部彩先生

表彰されたポスターをバックに表彰者の記念撮影

母校はいま □



− 19 −

□ つなぐ研究室紹介シリーズ □

荒川キャンパス
新放射線治療室

　

私
の
研
究
室
は
が
ん
を
切
ら
ず
に
治
す

放
射
線
治
療
に
関
係
す
る
研
究
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
で
用
い
る

エ
ッ
ク
ス
線
や
電
子
線
は
人
体
に
非
常
に

危
険
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
現
在
の
放

射
線
治
療
は
が
ん
の
み
を
集
中
し
て
治
療

す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
非

常
に
高
精
度
な
計
算
と
装
置
の
制
御
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。私
の
研
究
室
で
は
、

そ
の
中
で
も
患
者
さ
ん
の
エ
ッ
ク
ス
線
画

像
や
C
T
画
像
を
用
い
て
体
内
の
が
ん

を
追
跡
す
る
、
が
ん
を
よ
り
鮮
明
に
描
出

す
る
技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
書
く
と
ス
ト
イ
ッ
ク
な
研
究
室

だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
私
の
研
究
室
に
在
籍
す
る
学
生
に
は
テ

ー
マ
を
決
め
て
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
が
実
際
で
す
。
現
状
の

研
究
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、
新
し
い
放

射
線
治
療
の
方
法
を
模
索
す
る
た
め
の
電

磁
石
に
よ
る
電
子
線
の
制
御
、
放
射
線
装

置
の
動
画
像
評
価
の
た
め
の
３
D
プ
リ

ン
タ
を
用
い
た
血
管
走
行
フ
ァ
ン
ト
ム

（
模
造
品
）
の
作
成
、
W
e
b
カ
メ
ラ
を

用
い
た
放
射
線
計
測
法
の
開
発
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ゼ
ミ

な
ど
で
私
が
混
乱
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
す
。
今
年
度
は
放
射
線
治
療
装
置
（
直

線
加
速
装
置
）
が
更
新
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
多
く
の
学
生
が
私
の
研
究
室
に
入
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
新
型
の
装
置
は
、
が
ん

治
療
専
門
病
院
や
大
学
病
院
で
現
在
行
わ

れ
て
い
る
高
精
度
放
射
線
治
療
を
計
画
、

検
証
、
照
射
と
実
際
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
体
表
面
の
画
像
撮
影
に
よ
る

腫
瘍
の
追
跡
や
同
期
な
ど
の
機
能
も
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
よ
り
研
究
の
幅
が
広

が
り
ま
し
た
。

　

私
が
研
究
室
の
学
生
に
い
つ
も
言
っ
て

い
る
言
葉
は
、「
何
か
新
し
い
も
の
を
創

ろ
う
」
で
す
。
現
在
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

用
い
て
様
々
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
私
の
研
究
室
に
入
っ
て
き
た

３
年
生
に
は
ま
ず
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
慣

れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
は
大
嫌
い
な
ん
で
す
よ
」
と
い
う
学

生
が
な
ぜ
か
私
の
研
究
室
に
入
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
作

成
し
た
３
次
元
の
形
状
が
３
D
プ
リ
ン

タ
で
実
物
に
な
っ
た
り
、
動
画
中
の
動
く

腫
瘍
を
う
ま
く
追
跡
で
き
た
り
す
る
と
興

味
を
持
っ
て
（
仕
方
な
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
）
勉
強
を
続
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
様
の
経
験
を
積
ん
で

き
た
大
学
院
の
先
輩
か
ら
の
助
言
な
ど
も

も
ら
え
る
よ
う
で
、
４
年
生
に
な
る
ま
で

に
は
自
分
が
考
え
た
も
の
を
大
体
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
健
康
福
祉
学

部
の
４
年
生
は
就
職
活
動
ま
た
は
大
学
院

進
学
、
臨
床
実
習
、
卒
業
研
究
そ
し
て
国

家
試
験
と
大
忙
し
に
な
り
ま
す
が
、
私
の

研
究
室
の
学
生
に
は
さ
ら
に
必
ず
学
会
発

表
す
る
こ
と
と
指
導
し
て
い
る
た
め
、
７

月
く
ら
い
に
は
い
や
が
上
に
も
研
究
室
は

に
ぎ
や
か
（
？
）
に
な
り
ま
す
。
私
が
部

屋
に
入
る
と
学
生
か
ら
質
問
攻
め
に
な
る

こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
い
つ

も
学
生
の
新
し
い
成
果
や
発
想
を
聞
き
、

優
秀
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
会
発
表

前
に
大
学
院
生
を
含
む
全
体
ゼ
ミ
で
多
く

の
指
摘
を
さ
れ
、
発
表
で
は
緊
張
し
て
い

た
学
生
が
、
発
表
後
の
飲
み
会
で
見
せ
る

表
情
を
見
る
の
が
私
は
好
き
で
す
。
う
ま

く
い
っ
て
も
失
敗
し
て
も
達
成
感
が
に
じ

む
姿
に
、や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
、

ま
た
こ
れ
も
何
度
目
か
な
と
思
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

研
究
室
の
学
生
の
就
職
先
も
多
様
で
、

診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
病
院
で
働
く
以

外
に
も
、
大
学
院
を
出
る
と
医
学
物
理
士

と
し
て
臨
床
に
携
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
医
療
系
の
企
業
に
開
発
部
門
で
就
職
す

る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の

よ
う
な
進
路
に
進
む
た
め
に
も
国
家
試
験

は
重
要
で
す
。
で
す
か
ら
、
研
究
室
に
て

私
は
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。「
国
家
試

験
、
合
格
し
て
ね
！
」
と
。

　
（
明
上
山　

温　

健
康
福
祉
学
部
放
射
線

科
学
域　

准
教
授
）

新
し
い
放
射
線
治
療
装
置
（E

lekta V
ersa H

D

）

天
井
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
が
体
表
面
追
跡
カ
メ
ラ
と

超
音
波
走
査
プ
ロ
ー
ブ
の
位
置
検
出
カ
メ
ラ

2020 年１月 17 日、ゼミ後の集合写真

新
し
い
放
射
線
治
療
装
置
（Elekta Versa HD

）

一
番
大
き
い
の
が
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
射
線
の

照
射
ヘ
ッ
ド
、
そ
の
左
右
に
は
診
断
用
エ
ッ

ク
ス
線
発
生
装
置
と
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
が
あ

り
、
回
転
し
て
C
T
撮
影
が
可
能
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□ 大学事務局からのご報告 □

2020年度　入学者選抜試験出願状況（前期＋後期）  

人
間
社
会
学
科 

95 

660 

6.9

人
文
社
会

学　

部 

人　

文　

学　

科 

61 

388 

6.4

 

　

小　
　
　

計 

156 

1048 

6.7

法
学
部 

法　
　

学　
　

科 

176 

1170 

6.6

経　

済

経
営
学
部 

経
済
経
営
学
科 

150 

833 

5.6

 

数
理
科
学
科 

35 

263 

7.5

 
物　

理　

学　

科 

36 

257 

7.1

 
化　
　

学　
　

科 

38 

411 

10.8

 

生
命
科
学
科 

30 

177 

5.9

 

　

小　
　
　

計 

139 

1108 

8

 

地
理
環
境
学
科 
22 

107 

5.4

 

都
市
基
盤
環
境
学
科 
37 
201 

11.6
 

建　

築　

学　

科 

38 
442 
5.1

 

環
境
応
用
化
学
科 

38 

195 
5.1

 

観
光
科
学
科 

25 

221 

8.8

 

都
市
政
策
科
学
科 

35 

236 

6.7

 

　

小　
　
　

計 

195 

1402 

7.2

 

情
報
科
学
科 

40 

383 

9.6

 

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

68 

310 

4.6

 

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

72 

521 

7.2

 

航
空
宇
宙
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

38 

235 

6.2

 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ア
ー
ト
学
科 

40 

273 

6.8

 

　

小　
　
　

計 

258 

1722 

6.7

 

看　

護　

学　

科 

45 

191 

4.2

 

理
学
療
法
学
科 

25 

111 

4.4

 

作
業
療
法
学
科 

20 

76 

3.8

 

放
射
線
学
科 

30 

224 

7.5 
 

　

小　
　
　

計 

120 

602 

5

　
　
全
学
部
合
計 

1194 

7885 

6.6

募集定員
出願者数
出願倍率

学　
　

科

学 

部システムデザイン学部健康福祉学部 都市環境学部 理 学 部

氏　名 所　　　　　　属
岡部　　卓　　人文社会学部・人間社会学科
山下　利之　　人文社会学部・人間社会学科
濱谷　直人　　人文社会学部・人間社会学科
山田　昌久　　人文社会学部・人文学科
岡﨑　　一　　人文社会学部・人文学科
福永　　力　　理学部・数理科学科

氏　名 所　　　　　　属
大橋　隆哉　　理学部・物理学科
加藤　　直　　理学部・化学科
可知　直毅　　理学部・生命科学科
山田　幸正　　都市環境学部・建築学科
多氣　昌生　　システムデザイン学部・電子情報システム工学科
淺井　雅人　　システムデザイン学部・航空宇宙システム工学科

2019 年４月１日付　首都大学東京名誉教授称号授与者

2019 年４月１日付首都大学東京名誉教授のうち、情報提供同意者の情報のみを記載

2020 年度　東京都立大学　教員免許状更新講習の開設について

2020年度　東京都立大学　教員免許状更新講習　開設一覧（予定）

　平成21年４月１日から教員免許更新制が導入されました。本学では、教職課程を有する大学として、本学卒業生に対する責任及
び社会貢献を果たすものとし、毎年、現役教員を対象にした講習を実施しております。本学卒業生で受講対象者となられる方は、
是非懐かしい母校のキャンパスで講習を受講してみませんか。

＊　受講者募集期間は2020年４月22日（水）～2020年５月22日（金）の予定です。
＊　詳細は本学の教員免許状更新講習ＨＰをご覧ください。http://www.kyomenkosin.tmu.ac.jp/
　　問合せ先：℡ 042－677－1111（教務課　教員免許状更新講習担当をお呼び出しください）

 月　日 曜日 講習時間 　　　　　　　　　　講　　　　　座　　　　　名 定　員
 ８月 17 日 月 ６時間 【必　　修】教育の最新事情 50 名
 ８月 18 日 火 ６時間 【選択必修】学校、家庭、地域の連携 70 名
   ６時間 【選　　択】授業での ICTとマルチメディアの活用 25 名
 ８月 19 日 水 ６時間 【選　　択】歴史学研究の現状と課題 25 名
   ６時間 【選　　択】数学の考え方とその応用 25 名
   ６時間 【選　　択】学校と地域における安全・防災教育の展開 50 名
 ８月 20 日 木 ６時間 【選　　択】哲学概論 25 名
   ６時間 【選　　択】ゲノム編集技術を用いた医科学研究の最前線 25 名
   ６時間 【選　　択】高校生物課題研究～生態、系統、行動 15 名
   ６時間 【選　　択】高校生物課題研究～生化学、生理、発生 15 名
 ８月 21 日 金 ６時間 【選　　択】多文化・多民族共生と教育 25 名
   ６時間 【選　　択】最近の地理学 25 名
   ６時間 【選　　択】物理における最新の研究と物理の授業法 25 名
　８月 24 日 月 予備日 　　　　　　　　　　　　－

学  部 学系等 氏　 名 職 位 学  部 学系等コース コース 氏　 名 職 位

人文社会　人間社会学科　社会福祉学　　　岡部　　卓　教　授
人文社会　人間社会学科　心理学　　　　　山下　利之　教　授
人文社会　人間社会学科　教育学　　　　　濱谷　直人　教　授
人文社会　人間社会学科　教育学　　　　　西島　　央　准教授
人文社会　人間社会学科　言語科学　　　　藤川　直也　准教授
人文社会　人文学科　歴史学・考古学　山田　昌久　教　授
人文社会　人文学科　表象文化論　　　岡崎　　一　教　授
人文社会　人文学科　中国文化論　　　平井　　博　教　授
人文社会　人文学科　英語圏文化論　　ロバート ブロック　准教授
法　　学　法 学 科　法律学コース　　三代川 三千代　教　授

法　　学　法 学 科　法律学コース　　種村　佑介　准教授
理　　学　数理科学　　　　　　　　　福永　　力　教　授
理　　学　物理学科　　　　　　　　　大橋　隆哉　教　授
理　　学　化 学 科　　　　　　　　　加藤　　直　教　授
理　　学　生命科学科　　　　　　　　　可知　直毅　教　授
都市環境　建築学科　　　　　　　　　山田　幸正　教　授
システムデザイン　電子情報システム工学科　　　　　　　　　多氣　昌生　教　授
システムデザイン　航空宇宙システム工学科　　　　　　　　　淺井　雅人　教　授
健康福祉　理学療法学科　　　　　　　　　新井　光男　教　授

2019 年３月 31日付で退職された教授・准教授
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「首都大学東京」は、2020 年 4 月から大学名称を「東京都立大学」に変更いたします。

東京都立大学 学長 上野淳

首都大学東京は、2005年４月に東京都立大学、東京都立科学技術大学、東京都立保健科学大学、東京都立
短期大学を統合して開学した大学です。大学名称の変更により名称自体は、統合した４つの大学のうちのひ
とつである東京都立大学と同じになりますが、かつての東京都立大学へ回帰するという意図はありません。
また、これまでの首都大学東京としての歩みを否定するものでもありません。着実に発展してきた本学が、
これまでの実績のもと、新たな「東京都立大学」として飛躍していくものです。
首都大学東京は、約27,000名の卒業生、修了生を輩出し、現在も約9,000名の学部生、院生を擁してい
ます。本学は、この間全ての大学構成員が心を合わせ、教育、研究、社会貢献そして国際化など、様々な領
域において改革的な努力を重ね、着実に発展を遂げてきました。その結果、幅広い学問分野を持つ総合大学
として、それぞれの学問分野における研究と、質の高い教育の好循環が、本学の優れた特質として高く評価
されています。
技術革新と産業構造の変化、グローバル化によって、社会構造が大きく変化する中、高等教育機関に求めら
れる役割は益々大きなものになりつつあります。このようなタイミングで、東京都が設置したことが明確に
なる「東京都立大学」への名称変更は、本学が更なる発展を遂げる機会ともなり得ると前向きに捉えており
ます。大学の本分である教育・研究力に一層の磨きをかけることはもとより、その成果をこれまで以上に、
東京都のシンクタンクとして東京都へ還元するなど、世界有数の大都市である東京都が設置する唯一の総合
大学として、更なるプレゼンスの向上に取り組んでまいります。

大学の沿革

本学の前身校

東京都立大学が1949年に開学
東京都立科学技術大学が1986年に開学
東京都立保健科学大学が1998年に開学
東京都立短期大学が1996年に開学

首都大学東京の開学

2005年に左記４大学を統合し
首都大学東京が開学

組織再編

2018年に学部・大学院の構成を
７学部23学科、７研究科に再編

大学名称の変更

2020年に本学の名称を「首都大学東京」
から「東京都立大学」に変更

大学名称変更について学長挨拶

名称変更後の本学（東京都立大学）のシンボルマークは、以下のとおりといたします。
〈2020 年４月からの大学シンボルマーク〉

現在のコミュニケーションマークが次期シンボルマークとなります。
なお、次期シンボルマークの使用に係る取扱いは、現在のコミュニケーションマーク
と同様の取扱いとする予定です。

名称変更後の大学シンボルマークについて

□ 大学事務局からのご報告
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Ｔ
Ｍ
Ｕ
プ
レ
ミ
ア
ム
・

　　
　
　

カ
レ
ッ
ジ
開
講

　

生
涯
現
役
都
市
の
実
現
へ
向
け
た
取

組
と
し
て
、「
生
涯
学
べ
る
100
歳
大
学
」、

Ｔ
Ｍ
Ｕ
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
を

２
０
１
９
年
４
月
、
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

に
開
講
し
ま
し
た
。

　

第
一
期
生
と
し
て
、53
名
の
方
が
入
学
し
、

カ
レ
ッ
ジ
や
首
都
大
学
東
京
の
教
授
等
に

よ
る
幅
広
い
分
野
の
科
目
を
受
講
し
た
り
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
カ
レ
ッ
ジ
の

仲
間
と
交
流
し
た
り
と
い
っ
た
、
カ
レ
ッ

ジ
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る「
学
び
」と「
交

流
」
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
や
情
報
処
理
施
設
（
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
）
な
ど
の
学
内
施
設
も
非
常
に
活

用
さ
れ
て
お
り
、
カ
レ
ッ
ジ
生
か
ら
は
、

「
学
ぶ
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
」
と

い
っ
た
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
の
持
つ
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　

カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
教
室
で
の
学
び
だ
け
で

は
な
く
、実
際
の「
現
場
」で「
五
感
で
実
感
」

す
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
が
設
置
し
た
唯
一
の
公
立
大
学

法
人
で
あ
る
と
い
う
点
を
活
か
し
、
東
京

都
庁
各
局
と
の
緊
密
な
連
携
等
に
基
づ

き
、
都
庁
が
有
す
る
多
様
な
施
策
の
最
前

線
を
学
び
の
場
に
活
用
し
た
り
、
授
業
担

当
教
員
の
専
門
性
に
基
づ
き
、
多
摩
の
水

源
林
や
伊
豆
大
島
を
実
際
に
訪
れ
学
ぶ
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
野
学
長
に
ご
担
当
い
た
だ
い

て
い
る
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語
」
と

い
う
科
目
で
は
、
学
長
自
ら
多
摩
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
建
築
群
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な

ど
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
会
・
模
擬
授
業
を
開
催

　

カ
レ
ッ
ジ
の
魅
力
を
幅
広
い
方
々
へ
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
10
～
11
月
に
か
け

て
、
特
別
講
演
会
及
び
模
擬
授
業
を
開
催

し
、
延
べ
900
人
を
超
え
る
方
々
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
特
別
講
演
会（
２
０
１
９
年
10
月
19
日
）

　
「
親
子
関
係
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
？
～
心

理
臨
床
の
支
援
者
の
立
場
か
ら
見
た
時

代
的
変
遷
～
」

　

首
都
大
学
東
京
人
文
社
会
学
部　

教
授

　

永
井
撤

○
模
擬
授
業
①（
２
０
１
９
年
10
月
26
日
）

　
「
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
物
語
」

　

首
都
大
学
東
京
学
長　

上
野
淳

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
N
P
O
」

　

首
都
大
学
東
京
特
任
准
教
授　

林
大
介

○
模
擬
授
業
②（
２
０
１
９
年
11
月
16
日
）

　
「
人
類
は
な
ぜ
直
立
二
足
歩
行
を
獲
得
し

ア
フ
リ
カ
を
出
た
の
か
？
～
工
学
的
視

点
か
ら
観
る
と
～
」

　

首
都
大
学
東
京
特
任
教
授　

太
田
正
廣

　
「
世
界
遺
産
・
法
隆
寺
の
み
か
た
、楽
し
み
方
」

　

首
都
大
学
東
京
特
任
教
授　

山
田
幸
正

２
０
２
０
年
４
月
に
専
攻
科
を
開
設
予
定

　

カ
レ
ッ
ジ
の
本
科
（
１
年
目
）
の
修
了
者

を
対
象
に
、
２
年
目
も
引
き
続
き
学
び
続
け

ら
れ
る
制
度
と
し
て
、令
和
２
年
（
２
０
２
０

年
）４
月
よ
り
、「
専
攻
科
」を
設
置
し
ま
す
。

□
対　
　

象
：
本
科
修
了
予
定
者
（
定
員

30
名
程
度
）

□
在
学
期
間
：
１
年
間
（
週
３
～
４
日
程

度
の
通
学
）

□
受
講
料
：
20
万
円

□
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
専
攻
科
の
特
長
）

　
・
専
攻
科
専
用
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
講

し
、
専
攻
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
支
援

　
・
カ
レ
ッ
ジ
の
幅
広
い
分
野
の
中
か
ら
、

本
科
に
お
い
て
未
受
講
の
科
目
を
中
心

に
興
味
の
あ
る
科
目
を
選
択
し
て
受
講

　
・
そ
の
他
、
専
攻
生
の
経
験
や
意
欲
を

活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
【
Ｔ
Ｍ
Ｕ
プ
レ
ミ
ア
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
専
用
HP
】

　

https://w
w
w
.pc.tm

u.ac.jp/

プレミアム・カレッジのゼミを小池都知事が
視察、受講生と意見交換される様子（７月８日）

フィールドワークで上野学長がカレッジ生に
対して多摩ニュータウンの説明をされる様子

模擬授業の様子（2019 年 11 月 16 日「世界遺産・
法隆寺のみかた、楽しみ方」山田幸正特任教授）

大学の名称変更に伴い、2020 年４月
にカレッジの名称を「東京都立大学
プレミアム・カレッジ」へ変更予定

大学事務局からのご報告 □
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□ 大学事務局からのご報告
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　　　　　  支部だより

□ 

九
州
支
部 

︱
︱
︱
︱

　

九
州
支
部
は
令
和
元
年
10
月
６
日（
日
）

に
福
岡
市
中
央
区
天
神
の
平
和
楼
に
て
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
窓
会
本
部
の
黒
川
信
副
会
長

と
、
大
学
学
長
特
任
補
佐
の
吉
武
博
通
理

事
を
お
迎
え
し
、
九
州
支
部
会
員
18
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
黒
川
副
会
長
と
吉
武
理
事
か

ら
、
来
年
度
よ
り
東
京
都
立
大
学
へ
名
称

変
更
と
な
る
こ
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
本
年
度
よ
り
同
窓
会
九
州
支

部
の
会
則
を
作
成
し
た
こ
と
、
ゴ
ル
フ
同

好
会
が
発
足
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
歓
談
に
う
つ
る
と
、
皆
さ
ん

思
い
思
い
に
名
刺
交
換
を
し
な
が
ら
世
代

や
業
種
を
超
え
て
交
流
を
深
め
て
、
と
て

も
有
意
義
な
会
に
な
っ
た
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
福
引
大
会
で
は
、
景
品
が
、「
首

都
大
学
東
京
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
」（
い
ず
れ

希
少
価
値
が
出
る
!?
）
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

九
州
支
部
総
会
が
福
岡
だ
け
で
の
開
催

で
は
、
遠
方
の
会
員
の
参
加
が
な
か
な
か

難
し
い
の
が
実
情
で
す
。
今
後
は
各
地
区

に
サ
テ
ラ
イ
ト
的
に
拠
点
を
作
り
、
ミ
ニ

同
窓
会
の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
支
部
連
絡
先

　

小
川　

省
三

　
（
九
州
支
部
副
会
長
／
都
26
期・理・物
理
）

　

ogaw
a825@

c-liv.com

□ 

関
西
支
部 

︱
︱
︱
︱

　

令
和
元
年
５
月
11
日
（
土
）
に
「
第
26

回
関
西
支
部
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
28
名
の
ほ
か
、
同
窓
会
本
部
か

ら
黒
石
輯
会
長
、
大
学
か
ら
清
水
敏
久
副

学
長
（
都
26
期
・
大
学
院
・
工
・
博
士
課

程
）
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
例
年
と
は
趣
向
を
変

え
、
大
阪
市
内
中
心
部
を
流
れ
る
大
川
の

「
K
P
G
リ
バ
ー
ク
ル
ー
ズ
」
の
船
を
会

場
に
、
中
之
島
か
ら
都
島
区
の
毛
馬
水
門

ま
で
の
ク
ル
ー
ズ
で
、
水
都
大
阪
の
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

集
い
は
塩
見
郁
子
さ
ん
（
都
47
期
・
法
・

政
治
）の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

松
見
支
部
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
黒

石
同
窓
会
会
長
か
ら
、
ご
挨
拶
に
合
わ
せ

て
同
窓
会
本
部
の
情
報
を
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
乾
杯
に
続
き
、
ひ
と
と
き
の

宴
と
歓
談
を
は
さ
ん
で
、
支
部
総
会
を
行

い
ま
し
た
。
総
会
議
題
は
収
支
決
算
報
告

で
、
根
津
嗣
郎
支
部
事
務
局
長
か
ら
報
告

し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
支
部
副
会
長
の
芦
沢
清
隆
（
同

窓
会
本
部
理
事
）
か
ら
同
窓
会
本
部
の
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
清
水
副

学
長
か
ら
、「
首
都
大
学
東
京
の
今
」
と

題
し
た
ミ
ニ
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
大

学
の
現
状
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
初
参
加
の
方
を
中
心
と
し
た
ス
ピ

ー
チ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
味
や
仕
事
の

話
で
、
そ
の
方
の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
に
つ
な
が
る
も
の
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す

が
、
か
え
っ
て
ゆ
っ
く
り
会
話
す
る
時
間

を
持
て
、
互
い
の
親
睦
が
深
ま
る
よ
い
機

会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

関
西
支
部
の
同
窓
会
会
員
名
簿
の
記
載

人
数
は
932
名
と
な
り
、
規
模
の
大
き
な
同

窓
会
支
部
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
集
い
の

参
加
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
若
返
り

を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い

の
が
実
情
で
す
。

　

集
い
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
同
窓

生
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
さ
ら

に
支
部
活
動
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
幹

事
一
同
、
世
代
を
超
え
た
卒
業
生
の
「
つ

な
が
り
」
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
の
「
関
西
支
部
の
集
い
」
は

５
月
23
日
（
土
）
に
日
本
綿
業
会
館
に

て
、
企
画
を
凝
ら
し
て
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
是
非
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

関
西
支
部
連
絡
先

　

根
津　

嗣
郎
（
支
部
事
務
局
長
）

　

nezu0202@
sage.ocn.ne.jp

関
西
支
部　

幹
事
・
役
員
一
覧

　

会　
　

長　

松
見
豊
和　

都
12　

経
済

　

副
会
長　

芦
沢
清
隆　

都
17　

建
築

　

副
会
長　

船
川
和
夫　

都
18　

化
学

　

事
務
局
長　

根
津
嗣
郎　

都
32　

建
築

　

幹　
　

事　

大
内
恵
子　

都
14　

英
文

　

幹　
　

事　

山
井
愛
樹　

都
37　

地
理

　

幹　
　

事　

川
瀬
悌
弘　

都
44　

数
学

　

幹　
　

事　

塩
見
吉
伸　

都
44　

土
木

　

幹　
　

事　

比
嘉
英
樹　

都
48　

生
物
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□ 

中
部
支
部 

︱
︱
︱
︱

　

中
部
支
部
は
令
和
元
年
６
月
２
日（
日
）

に
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
設
立
後

10
回
目
の
節
目
に
あ
た
り
、
太
平
洋
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
た
洋
上
で
の
思
い
出
に
残

る
総
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
上
野
淳
学
長
、
黒
石
輯
同
窓

会
会
長
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
同
窓
生
の
伴
侶
３
名
、
校
友

会
員
２
名
（
大
阪
府
立
大
学
名
古
屋
校
友

会
長
な
ら
び
に
幹
事
長
）
を
加
え
、
総
勢

26
名
の
参
加
者
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
支
部
活
動
報
告
、決
算
報
告
、

役
員
人
事
な
ど
す
ま
せ
た
後
、
上
野
学
長

か
ら
大
学
名
変
更
に
関
す
る
話
題
、
黒
石

会
長
か
ら
は
同
窓
会
の
現
状
と
将
来
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
母
校
を
め

ぐ
る
現
況
を
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
、
た

い
へ
ん
有
意
義
な
お
話
で
し
た
。

　

総
会
は
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
（
株
）
の
ご

好
意
で
貸
し
て
い
た
だ
い
た
船
室
で
行

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
懇
親
会
ま
で
の

間
は
、
船
上
デ
ッ
キ
か
ら
名
古
屋
港
、
ト

リ
ト
ン
（
名
古
屋
港
を
ま
た
ぐ
高
速
道
路

橋
）、
知
多
半
島
の
工
場
群
、
中
部
国
際

空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
な
ど
、
普
段
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
い
海
上
か
ら
の
景

観
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
船
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
南
太
平
洋
タ
ヒ
チ
を
テ
ー
マ

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
室
内
の
窓
か
ら
、
180

度
の
視
界
が
広
が
る
海
を
眺
め
つ
つ
、
ビ

ー
ル
、
ワ
イ
ン
で
乾
杯
。
そ
し
て
ラ
ン
チ

バ
イ
キ
ン
グ
を
味
わ
い
、
初
参
加
の
会
員

と
毎
回
の
参
加
者
が
和
気
藹
々
に
交
友
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た

が
、
全
長
200
メ
ー
ト
ル
の
大
型
客
船
で
揺

れ
る
こ
と
も
な
く
、
め
っ
た
に
経
験
出
来

な
い
洋
上
の
４
時
間
に
総
会
を
組
み
入
れ

た
、
素
晴
ら
し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
た
に
就
任
し
た
大
西
純
一
支
部
長 

（
都
22
期
・
工
学
・
機
械
）
の
活
動
予
定

発
表
で
は
、
総
会
は
２
年
に
１
度
、
そ
の

間
の
年
に
も
何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
府
立
大
学
名
古
屋
校
友
会
と
の
交
流

も
続
け
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

中
部
支
部
は
こ
の
よ
う
に
活
発
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
未
参
加
の
方
も
、

次
回
の
行
事
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
る

よ
う
幹
事
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

報
告
：
岩
間　

淳
三

　
（
都
32
期
・
院
・
独
文
）

　

文
責
：
大
西　

純
一

　

中
部
支
部
連
絡
先

　

silverm
ine.103@

qc.com
m
fa.jp

　

宮
本　

公
隆

　
（
支
部
幹
事
長
／
都
23
期
・
工
・
工
化
）

□ 

埼
玉
八
雲
会 

︱
︱
︱
︱

　

埼
玉
八
雲
会
は
埼
玉
県
在
住
の
同
窓
生

の
研
修
と
異
業
種
交
流
、
懇
親
の
場
と
し

て
26
年
前
に
設
立
さ
れ
、
以
来
毎
年
春
秋

の
２
回
会
合
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

第
48
回
の
研
修
会
は
平
成
30
年
12
月
14

日
、
さ
い
た
ま
市
の
埼
玉
会
館
で
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対

策
課
総
務
・
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
担
当
の
鈴

木
一
真
主
幹
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、
県

政
出
前
講
座
の
う
ち
「
埼
玉
県
の
地
球
温

暖
化
対
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

お
話
の
主
旨
は
、
二
酸
化
炭
素
は
あ
る

程
度
は
必
要
だ
が
、
多
す
ぎ
る
と
困
る
。

そ
し
て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
待
機

電
力
、
家
庭
電
化
製
品
の
向
上
に
よ
る
節

電
の
効
果
の
拡
大
が
、
今
後
の
大
き
な
課

題
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
第
49
回
の
研
修
会
は
、
令
和
元
年

６
月
14
日
に
埼
玉
会
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
太
田
隆
司
さ
ん
（
都
18
期
・
院
・

機
械
工
）
か
ら
「
日
立
・
サ
ム
ス
ン
・
鴻

海
精
密
工
業
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
造
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
で
私
、
佐
伯
公
（
都
14
・
法

経
・
経
済
）
が
一
番
感
銘
を
う
け
た
の
は
、

上
に
立
つ
人
の
決
断
の
重
さ
で
す
。
上
に

立
つ
人
は
よ
り
多
く
の
情
報
収
集
と
現
状

の
推
移
に
関
す
る
知
見
、
的
確
な
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
混
迷
は
、
ま
さ
に
経
営
陣
に
そ
れ
ら

が
欠
け
た
典
型
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
よ
う
に
埼
玉
八
雲

会
は
年
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
開
設

以
来
20
年
以
上
を
経
て
、
最
近
は
集
ま
る

人
の
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
同
窓
生
で
最
近
お
住
ま
い
か
勤
務
先
が

埼
玉
県
に
変
わ
ら
れ
た
方
々
に
、
メ
ー
ル

に
よ
っ
て
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

支部だより
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支部だより

　

埼
玉
八
雲
会
の
研
修
会
に
興
味
が
あ
る

方
は
、
文
末
の
ア
ド
レ
ス
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
以
前
か
ら
埼
玉
に
居
住
も
し

く
は
勤
務
の
同
窓
生
で
も
、
埼
玉
八
雲
会

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
支
部
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

埼
玉
八
雲
会
連
絡
先

　

i-saeki@
orange.plala.or.jp

　

佐
伯　
　

公
（
支
部
事
務
局
）

□ 

八
雲
会
東
北
支
部 

︱
︱

　

東
北
支
部
定
期
懇
親
会
を
令
和
元
年
７

月
27
日
（
土
）
に
仙
台
で
開
催
し
ま
し
た
。

神
山
洋
支
部
長
（
都
５
期
・
工
・
土
木
）、

本
部
同
窓
会
の
松
浦
知
彦
事
務
局
長
以

下
、
11
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
山
会
長
挨
拶
お
よ
び
乾
杯
と
松
浦
事

務
局
長
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
互
い
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

途
中
「
第
１
回
近
況
報
告
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が

順
次
持
ち
時
間
３
分
間
で
近
況
報
告
ス
ピ

ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　

神
山
支
部
長
賞
に
輝
い
た
の
は
福
島
県

で
弁
護
士
を
し
て
い
る
久
保
田
美
和
さ
ん

（
法
・
法
律
・
49
期
）。
ま
た
、
松
浦
事
務

局
長
賞
は
、
光
栄
に
も
、
幹
事
の
私
、
薄

井
淳
が
頂
戴
し
ま
し
た
。
選
考
委
員
を
勤

め
い
た
だ
い
た
神
山
会
長
と
松
浦
事
務
局

長
、
ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
下
さ
っ
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

歓
談
中
に
は
、
都
立
大
学
へ
の
名
称
変

更
を
め
ぐ
っ
て
、
出
身
大
学
に
関
す
る

各
世
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
以
降
の
東
北
支
部
の
名
称
を
「
八

雲
・
柿
の
木
坂
・
深
沢
・
南
大
沢
〜
首
都

大
学
東
京
の
名
前
も
忘
れ
な
い
〜
会　

東

北
支
部
」
と
改
称
し
て
は
ど
う
か
と
の
案

も
出
る
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
つ
つ
、

充
実
し
た
意
見
交
換
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
次
回
以
降
は
さ
ら
に
多
く
の

同
窓
生
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

八
雲
会
東
北
支
部
連
絡
先

　
usui@

1525.jp
　

薄
井　
　

淳

　
（
支
部
幹
事
／
都
49
期
・
法
・
法
律
）

八
雲
ク
ラ
ブ
で
会
い
ま
し
ょ
う

　
丑
山
佐
千
男
（
都
22
期
・
法
・
政
治
）

　

渋
谷
駅
下
車
、
世
界
に
名
高
い
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
を
渡
っ
て
徒
歩
数
分
、

東
急
ハ
ン
ズ
の
隣
、
渋
谷
ニ
ュ
ー
コ
ー
ポ

ラ
ス
に
「
八
雲
ク
ラ
ブ
」
は
あ
り
ま
す
。

運
営
は
同
窓
会
の
八
雲
ク
ラ
ブ
委
員
会
が

担
当
。
現
在
約
３
０
０
名
の
「
会
員
」
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
二
水
曜
日
に
は
、「
八
雲
サ
ロ
ン
」

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
10
月
に
は
４
０
０
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
の
予
告
は
会

員
に
は
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
毎
月
知
ら
さ

れ
ま
す
。
参
加
の
予
約
不
要
、
会
員
外
も

自
由
に
で
き
ま
す
（
会
費
２
０
０
０
円
）。

　

毎
月
の
サ
ロ
ン
に
加
え
て
、
年
に
４
回

ほ
ど
第
四
水
曜
日
に
「
八
雲
カ
フ
ェ
バ
ー
」

も
開
催
。
出
入
り
自
由
で
、
会
員
は
会
費

無
料
で
ア
ル
コ
ー
ル
片
手
に
、
会
員
同
士

が
顔
見
知
り
に
な
り
親
睦
を
深
め
情
報
交

換
な
ど
の
寛
ぎ
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

夏
は
、
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
、
キ
ュ
ー
バ
の

夕
べ
、
秋
は
日
本
銘
酒
の
会
な
ど
も
開
か

れ
ま
す
。（
会
員
外
参
加
費
５
０
０
円
）。

　

令
和
元
年
に
開
催
さ
れ
た
八
雲
サ
ロ
ン

と
ゲ
ス
ト
は
、
１
月
は
新
年
会
、
カ
ク
テ

ル
パ
ー
テ
ィ
と
北
原
隆
氏
の
写
真
展
。
２

月
以
降
は
、『
人
生
１
０
０
年
時
代
を
豊
か

に
生
き
る
た
め
の
四
つ
の
法
則
』（
河
野
順

子
氏
・
34
心
理
）、『
夜
の
ス
ナ
ッ
ク
か
ら

見
た
日
本
』（
谷
口
功
一
氏
・
首
都
大
教
授
）、

『「
マ
グ
カ
ル
』
っ
て
何
？
」（
薄
井
英
男
氏

（
29
・
法
律
）、『
中
国
鉄
道
事
情
』
北
原
冬

雪
氏
（
40
・
心
理
）、『
東
急
不
動
産
の
挑

戦
パ
ー
ト
１　

住
宅
事
業
の
ブ
ラ
ン
ド
再

構
築
』
椎
名
史
明
氏
（
39
・
地
理
）、『
東

急
不
動
産
の
挑
戦
パ
ー
ト
２　

渋
谷
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
』
飯
星
明
氏
（
48
・

建
築
）、『
俳
句
の
愉
し
み
・
シ
ニ
ア
か
ら

の
俳
句
入
門
が
』
丑
山
佐
千
男
氏
（
22
・

政
治
）、『
人
生
１
０
０
年
時
代
の
入
口
に

立
つ
・
日
本
で
最
高
齢
の
男
性
現
役
保
育

士
、
待
機
児
童
問
題
に
挑
戦
』
髙
田
勇
紀

夫
氏
（
22
・
経
済
）、
４
０
０
回
記
念
サ
ロ

ン『
同
窓
会
・
八
雲
サ
ロ
ン
の
歩
み
と
軌
跡
』

小
野
崎
敏
氏
（
５
・
工
化
）、『
日
本
の
ロ

ケ
ッ
ト
開
発
と
宇
宙
運
送
経
済
』
北
川
幸

樹
氏
（
科
技
大
12
期
）、『
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
最
前
線
』
古
澤
周
作
氏
（
首

都
大
15
年
卒
・
機
械
）。

　

八
雲
ク
ラ
ブ
の
詳
し
い
紹
介
と
入
会
方

法
、
八
雲
サ
ロ
ン
予
告
な
ど
は
同
窓
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
八
雲
ク
ラ
ブ
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
と
の
新
し
い
出
会
い
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

八雲サロン風景・400 回記念サロン
ゲスト・小野崎敏氏
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毎
年
、「
産
業
と
企
業
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
に
開
講
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
寄
付
講

義
は
、
今
年
度
（
19
年
度
後
期
）
は
、
約

200
名
以
上
の
学
生
が
登
録
し
ま
し
た
。

　

講
義
全
体
を
通
じ
て
学
生
に
は
、「
様
々

な
分
野
の
先
輩
か
ら
話
が
聞
け
、
幅
広
い

教
養
と
し
て
の
知
識
が
得
ら
れ
た
」
と
い

っ
た
高
い
評
価
だ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

担
当
教
官
の
先
生
、
講
師
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
学
生
か
ら
「
大
変
面
白
く
、

興
味
が
持
て
た
」「
知
識
が
な
く
て
も
わ

か
り
や
す
い
」
と
い
っ
た
評
価
も
多
か
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
学
生

に
は
１
千
字
程
度
の
リ
ポ
ー
ト
の
提
出
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
に
は
、
こ
の
講
義
の
特
色
を
生

か
し
て
将
来
の
勉
学
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
八
雲
同
友
会
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｍ
ｅ
Ｃ
及
び
同
窓
会
の
松
本

副
会
長
の
協
力
に
よ
り
、
Ｏ
Ｂ
の
方
の
中

か
ら
会
社
経
営
に
豊
富
な
経
験
を
持
ち
、

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
方
、あ
る
い
は
、

ご
自
分
が
事
業
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方

な
ど
、
以
下
の
方
々
に
講
師
を
委
託
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
講
師
陣
に
は
現
役
の
方
が
多
く
、

現
在
行
っ
て
お
ら
れ
る
仕
事
に
つ
い
て
お

話
が
伺
え
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
学
生
に

と
っ
て
一
層
親
し
み
や
す
い
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ま
も
、
ご
遠
慮
な
く
講

義
を
聴
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

2019 年
同窓会寄付講義

　

第
１
部

19
年
10
月
10
日　（
木
）

　

倉
元　

政
道
（
重
電
機
業
）

　
　
（
都
立
大
28
期
・
理
学
部
・
化
学
科
卒
）

㈱
明
電
舎 

取
締
役
副
社
長

　
　
「
生
活
を
支
え
る
電
力
の
し
く
み
と

　
　

皆
の
暮
ら
し
」

19
年
10
月
17
日　（
木
）

　

吉
田　

研
二
（
化
学
工
業
）

　
　
（
都
立
大
28
期
・
工
学
部
・
機
械
工
学
科
卒
）

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ 

営
業
本
部 

事
業
開
発
部
門
長 

前 

日
立
化
成
㈱ 

エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
本
部 

産
業
電
池
シ
ス
テ
ム

事
業
部
長

　
　
「
二
次
電
池
の
歴
史
・
需
要
と
成
長
」

19
年
10
月
24
日　（
木
）

　

角
家　

強
志
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
）

　
　
（
都
立
大
31
期
・
工
学
部
・
建
築
学
科
卒
）

プ
ロ
メ
テ
ッ
ク
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
㈱ 

代
表

取
締
役
社
長 
前 
㈱
構
造
計
画
研
究
所 

常
務

執
行
役

　
　
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

　
　

の
現
状
と
課
題
」

19
年
10
月
31
日　（
木
）

　

馳
川　

元
良
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
）

　
　
（
都
立
大
32
期
・
法
学
部
・
法
律
学
科
卒
）

三
井
住
友
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
＆
リ
ー
ス
㈱

FA
&
S

推
進
部
長

　
　
「
金
融
業
界
に
お
け
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
と
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
」

19
年
11
月
７
日　（
木
）

　

北
爪　
　

進

　
　
（
都
立
大
８
期
・
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
・

　
　

工
学
博
士
）

元 

日
本
電
気
㈱ 

理
事 

㈱JEPICO

最
高

顧
問

　
　
「
日
本
の
通
信
〜
放
送
衛
星
の
誕
生

　
　

秘
話
〜
」

19
年
11
月
14
日　（
木
）

　

中
川　

雅
夫
（
製
造
業
）

　
　
（
都
立
大
25
期
・
工
学
部
・
機
械
工
学
科
卒
）

㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

経
営
監
査
室 

前 

普
利
司

通
（
中
国
）
研
究
開
発
有
限
公
司 

董
事
長

　
　
「
石
橋
正
二
郎
と
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

〜

　
　

ビ
ジ
ネ
ス（
生
産
･
販
売
･
技
術
）

　
　

に
お
け
る
D
N
A
〜
」

　

第
２
部

19
年
11
月
21
日　（
木
）

　

松
本　

公
一
（
特
許
事
務
所/

弁
理
士
）

　
　
（
科
技
大
５
期
・
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム

　
　

工
学
科
卒
）

特
許
業
務
法
人 

あ
い
わ
特
許
業
務
法
人

　
　
「
〜
国
の
政
策
を
支
え
る
仕
事
〜
特
許

　
　

庁
審
査
官
の
業
務
と
は
」

19
年
11
月
28
日　（
木
）

　

石
館　

陸
男

　
　
（
都
立
大
12
期
・
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
）

元 

ト
ー
メ
ン
㈱ 

代
表
取
締
役
専
務
取
締
役

　
　
「
世
界
を
股
に
か
け
て
」

19
年
12
月
５
日　（
木
）

　

前
田　

東
一

　
　
（
都
立
大
27
期
・
大
学
院
機
械
工
学
専
攻
修
了
）

㈱
荏
原
製
作
所 

取
締
役
会
長

　
　
「
大
企
業
の
社
長
の
生
き
様
か
ら
学
生

　
　

に
与
え
る
言
葉
」

19
年
12
月
12
日　（
木
）

　

田
野　

道
保

　
　
（
都
立
大
27
期
・
大
学
院
物
理
学
専
攻
修
了
）

㈱
デ
ー
タ
・
テ
ッ
ク 

代
表
取
締
役

　
　
「
世
界
初
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
〜

　
　

ア
イ
デ
ア
か
ら
事
業
化
へ
の
軌
跡
〜
」

19
年
12
月
19
日　（
木
）

　

市
来　

広
一
郎

　
　
（
都
立
大
49
期
・
大
学
院
物
理
学
専
攻
修
了
）

㈱m
achim

ori 

代
表
取
締
役 N

PO

法
人

atam
ista 

代
表
理
事

　
　
「
地
方
の
小
さ
な
街
の
再
生
〜
地
元
を

　
　

な
ん
と
か
し
た
い
か
ら
始
ま
っ
た

　
　

熱
海
で
の
取
り
組
み
〜
」

20
年
１
月
９
日　（
木
）

　

畑　
　

純
一

　
　
（
都
立
保
健
科
学
大
６
期
・
大
学
院
人
間

　
　

健
康
科
学
研
究
科
・
工
学
博
士
）

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所 

脳
科

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

マ
ー
モ
セ
ッ
ト

神
経
構
造
研
究
チ
ー
ム

　
　
「
脳
を
理
解
し
よ
う
〜
最
新
の
脳
画
像

　
　

科
学
研
究
で
社
会
を
み
る
〜
」
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■ 同窓会事務局からのお知らせとお願い ■

□
お
知
ら
せ
□

□
メ
ル
マ
ガ
配
信
開
始
□

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

登
録
し
て
い
る
方
へ
配
信
し
て
い
ま
す
。

毎
月
一
回
20
日
の
発
信
で
す
。
ど
う
か
ご

覧
く
だ
さ
い
。
も
っ
と
も
っ
と
充
実
し
た

内
容
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
記
事

に
な
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
お
願
い
□

□
情
報
提
供
の
お
願
い
□

　

情
報
発
信
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
同
窓
会
関
係
で
も
、
最
近
、

H
P
、
会
報
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
記
事

を
見
て
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
お

り
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
、
現
在
、
同

窓
会
に
関
係
す
る
情
報
を
会
員
あ
る
い
は

外
部
に
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
感
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
現
状
は
、
不
十
分
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

な
か
で
も
、
発
信
す
る
情
報
の
収
集
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
現
在
の
体

制
、
人
員
で
は
こ
れ
以
上
の
充
実
は
な
か

な
か
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
れ
を
改
善
す

る
大
き
な
手
段
は
会
員
の
皆
様
か
ら
の
情

報
提
供
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
い
た
だ

き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
充
実
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
同
窓

会
に
対
す
る
注
目
度
が
高
ま
り
、
そ
れ
が

さ
ら
に
同
窓
会
活
動
の
活
発
化
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
会
費
の
払
い
込
み
と
住
所
・

　

勤
務
先
等
の
変
更
届
の
お
願
い
□

　

維
持
会
費
は
、
同
窓
会
活
動
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
財
源
で
す
。

　

様
々
な
活
動
の
下
に
な
る
同
窓
会
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
管
理
、現
役
学
生
へ
の
支
援
、

会
報
の
発
行
、
様
々
な
行
事
の
実
施
等
の

資
金
源
と
な
り
ま
す
。

　

本
来
、
同
窓
会
の
経
常
的
運
営
に
必
要

な
経
費
は
、
維
持
会
費
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
実
際
は
そ
れ
と
は
か

け
離
れ
た
実
態
に
あ
り
ま
す
。
15
期
（
平

成
30
年
８
月
〜
令
和
元
年
７
月
）
で
見

ま
す
と
、
一
般
会
計
の
支
出
総
額
約

３
４
０
５
万
円
に
対
し
、
維
持
会
費
収
入

は
、
約
606
万
円
で
、
約
18
％
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
財
源
の
多
く
を
入
会
金
に
頼
っ

て
い
る
の
が
、
実
情
で
す
。

　

同
窓
会
の
安
定
的
運
営
の
た
め
に
、
維

持
会
費
の
納
入
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

維
持
会
費
は
、
年
額
３
千
円
で
す
。
な

お
、
終
身
会
費
制
度
も
あ
り
、
３
万
円
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
以
後
年
会
費
は

納
入
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
報
に
同

封
い
た
し
ま
し
た
、「
払
込
取
扱
票
」（
赤

色
で
印
刷
さ
れ
た
用
紙
）
に
よ
り
納
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
払
い
込
み
は
「
郵

便
局
」
ま
た
は
「
コ
ン
ビ
ニ
」
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
利
用
可
能
な
コ
ン

ビ
ニ
は
、
払
込
取
扱
票
の
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
住
所
等
変
更
届
」
は
、
変
更
が
あ
っ

た
都
度
、
変
更
項
目
を
明
示
の
う
え
、
同

封
の
「
住
所
等
変
更
届
」
の
該
当
欄
各
項

目
を
記
載
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
郵
便

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
「
変
更

届
」
が
な
い
場
合
は
、
メ
ー
ル
あ
る
い
は

電
話
で
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

　

住
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
度
途
切
れ

て
し
ま
い
ま
す
と
、
そ
れ
以
後
会
報
等
の

お
届
け
な
ど
同
窓
会
か
ら
ご
連
絡
す
る
手

段
が
な
く
な
り
、
同
窓
会
と
絶
縁
状
態
に

な
り
ま
す
。
ご
面
倒
で
し
ょ
う
が
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

連
絡
先

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
事
務
局

〒
１
９
２
︱

０
３
６
４ 

八
王
子
市
南
大
沢

１
︱

１　

東
京
都
立
大
学
内

電　

話
：
０
４
２
︱

６
７
０
︱

７
７
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
２
︱

６
７
７
︱

２
８
９
４

E
m

ail

：tm
u-al@

tm
u.ac.jp

担　

当
：
石
澤
・
袴
田

　
（
参
考
）

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
規
約
抄

　
（
会
員
の
責
務
）

第
６
条　

会
員
は
、
本
会
の
事
業
に
積
極

的
に
参
加
し
、会
費
等
の
納
入
を
果
た
し
、

住
所
・
氏
名
及
び
勤
務
先
の
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
変
更
事
項
を
本
会

事
務
所
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

　
（
入
会
金
）

第
７
条　

本
会
の
入
会
金
は
、
２
万
円
と

し
、
大
学
の
学
部
又
は
大
学
院
に
入
学
し

た
と
き
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
会
費
）

第
８
条　

本
会
の
会
費
年
額
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

１
．
正
会
員　

３
千
円　

た
だ
し
、
３
万

円
を
一
括
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
以
後
年

会
費
を
納
付
す
る
こ
と
な
く
、
終
身
会
員

と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

２
．
特
別
会
員　

正
会
員
に
準
ず
る
。

３
．
賛
助
会
員　

一
口
５
万
円

４
．
名
誉
会
員　

納
付
を
要
し
な
い
。

　
（
入
会
金
・
会
費
の
不
返
還
）

第
９
条　

既
納
入
会
金
、
会
費
及
び
そ
の

他
の
拠
出
金
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
も

の
と
す
る
。

□
海
外
在
住
の
方
へ
□

　
・
同
窓
会
報
の
送
付
に
つ
い
て

　

残
念
な
が
ら
現
在
は
財
政
上
の
理
由
に

よ
り
、
海
外
へ
の
会
報
の
送
付
は
い
た
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

海
外
在
住
の
方
は
、
恐
縮
で
す
が
、
同

窓
会
の
H
P
に
会
報
を
ア
ッ
プ
し
て
お

り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
ご
希
望
の
方

に
は
、
留
守
宅
等
国
内
の
住
所
に
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

　
・
海
外
同
窓
会
の
ご
連
絡
の
お
願
い

　

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
の
会
員
は
、
広

く
世
界
の
各
都
市
に
在
住
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
主
要
都
市
に
お
い
て
は
か
な

り
の
同
窓
生
が
在
住
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
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き
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
都
市
に
お
い
て

は
、
同
窓
会
員
同
士
の
集
ま
り
が
も
た
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
の
同
窓
会
の
情
報

を
同
窓
会
事
務
局
あ
て
お
知
ら
せ
い
た
だ

け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
今

後
、
会
報
や
H
P
に
積
極
的
に
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
都
立
大
・
首
都
大
学
同
窓
会
」

の
会
合
の
様
子
が
、
H
P
や
会
報
に
登

載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
規
約
に
定
め
る
各

種
同
窓
会
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
現
地
政
府
関
係
機
関
の
幹

部
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
同
窓
会
と
の
間
に
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
情

報
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
発
信
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
さ
ら
に
新
た
な
つ
な
が
り
が
で

き
る
と
い
っ
た
循
環
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ご
連
絡
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
レ
ー
シ
ア
同
窓
会
も
立
ち
上

が
っ
て
い
ま
す
。
他
都
市
で
の
立
上
を
強

く
期
待
し
て
い
ま
す
。

□
会
員
の
皆
様
へ
□

　
「
会
費
納
入
状
況
欄
」
の
ご
説
明

　

会
報
と
一
緒
に
お
送
り
し
て
い
る
「
年

会
費
納
入
状
況
」
欄
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
。

　

同
封
の
赤
色
印
刷
の「
会
員
の
皆
様
へ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
（
１
） 

維
持
会
費
の
払
い
込
み
は
、
郵
便

局
だ
け
で
な
く
コ
ン
ビ
ニ
で
も
で
き
ま
す
。

　
（
２
） 

同
窓
会
の
年
会
費
の
納
入
状
況

は
、
年
度
（
４
月
〜
３
月
）
に
よ
り
管
理

し
て
い
ま
す
。

　

会
報
は
年
１
回
（
３
月
末
）
発
行
し
て

お
り
、
そ
の
際
、「
会
員
の
皆
様
へ
」
と

払
込
票
を
同
封
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
３
）
納
入
状
況
に
つ
い
て
は
、
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
、「
納
入

状
況
」
欄
に
年
度
ご
と
に
「
納
入
済
」

（
終
身
会
費
を
納
入
さ
れ
た
方
は
「
納
入

不
要
」）
を
印
字
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
納
入
状
況
は
、
２
月
28
日
現
在
で

記
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
（
４
）
次
期
以
降
２
期
以
上
の
維
持
会
費

を
お
払
い
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
、

当
同
窓
会
の
会
員
管
理
台
帳
上
で
は
、「
預

り
金
」
と
し
て
、
従
来
と
同
様
管
理
い
た

し
ま
す
。

　
（
５
）
同
一
年
度
内
に
重
複
（
２
回
）
し

て
、払
い
込
み
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

当
年
度
を
含
め
て
４
年
以
内
に
未
納
の
年

度
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
年
度
分
に
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

未
納
が
な
い
場
合
に
は
、「
預
り
金
」
と

し
て
、
管
理
し
て
、
次
年
度
に
な
っ
た
時

に
、
当
年
度
分
と
し
て
入
金
処
理
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
６
）
個
人
情
報
の
保
護
の
観
点
か
ら
、

払
込
票
に
は
、
住
所
を
記
載
せ
ず
、
＊
＊
＊

＊
＊
＊
で
表
示
し
て
お
り
ま
す
。

□
寄
付
の
お
願
い
□

　

平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
寄
付

制
度
は
、
制
度
創
設
か
ら
８
年
経
過
し
、

こ
れ
ま
で
、
延
べ
３
０
０
０
名
を
超
え
る

皆
様
か
ら
、
３
０
０
０
万
円
を
超
え
る
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
、
同
窓
会
の
財
政
安
定

に
大
き
な
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り

が
た
く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
15
期
に
お
き
ま
し
て
も
、
200
名
を
超

え
る
皆
様
方
の
ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
（
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
方
の
ご
芳
名
は
40
〜
41
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

前
述
の
よ
う
に
、
本
同
窓
会
は
、
維
持

会
費
収
入
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
的

に
は
き
び
し
い
状
況
で
す
。

　

寄
付
金
収
入
は
、
そ
れ
を
補
う
と
い
う

点
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

第
９
期
は
、
５
９
３
万
２
０
０
０

円
、
第
10
期
５
７
７
万
４
０
０
０

円
、
第
11
期
３
８
３
万
４
０
０
０

円
（
10
か
月
予
算
）
第
12
期
４
１
６
万

円
、
13
期
４
８
９
万
６
０
０
０
円
、
第

14
期
４
８
５
万
２
０
０
０
円
、
15
期

３
５
２
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
経
常
的
経
費
は
、
経
常
的
な
収

入
で
賄
う
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
の
段
階
で
は
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

将
来
的
に
は
、
維
持
会
費
収
入
等
の
増
大

を
は
か
っ
て
、
寄
付
金
は
特
定
目
的
の
た

め
に
使
う
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
当
面
は
従
来
通
り
寄
付
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。

　

同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
大
変
心
苦
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
協
力
の

ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□
２
０
１
９
年
秋
の
叙
勲
受
章
者
□

遠
藤
宣
男
氏
（
都
立
大
学
法
学
部
政
治
学

科
20
期
）

　

瑞
宝
中
綬
章
（
人
事
行
政
功
労
）

井
上
満
男
氏
（
都
立
大
学
理
学
部
化
学
科

13
期
院
・
理
・
化
学
）

　

旭
日
中
綬
章
（
在
外
邦
人
）

　

お
二
人
の
ご
受
賞
を
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

□
褒
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
た
会
員
を

　

ご
存
知
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
□

　

毎
年
か
な
り
の
会
員
が
、
褒
賞
な
ど
受

賞
さ
れ
ま
す
。
会
報
の
紙
面
で
お
祝
い
を

申
し
上
げ
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
同
窓
会

で
は
、
な
か
な
か
把
握
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
是

非
ご
一
報
お
願
い
し
ま
す
。

□
募
金
の
お
願
い
□

　

２
０
２
０
年
４
月
の
大
学
名
称
変
更
を

記
念
し
て
、
現
在
募
金
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
（
２
０
２
１
年
３
月
ま
で
）。
い

た
だ
い
た
募
金
は
、
主
に
在
学
生
へ
の
奨

学
金
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
31
ペ
ー
ジ
）

□
事
務
局
人
事
の
お
知
ら
せ
□

　

２
０
２
０
年
２
月
１
日
を
も
っ
て
、

松
浦
知
彦
氏
が
事
務
局
長
を
退
任
さ
れ
、

石
澤
清
明
氏
が
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同窓会事務局からのお知らせとお願い ■
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重
点
活
動
方
針

　

同
窓
会
は
、
大
学
、
学
生
、
卒
業
生
の

三
者
を
つ
な
ぎ
、
そ
の
三
者
の
有
機
的
結

合
を
実
現
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
、
以
下
の
通
り
、
重
点
活
動
方
針
を
掲

げ
ま
す
。

１
．
本
年
度
特
有
事
項
（
校
名
変
更
）

校
名
変
更
を
契
機
に
、
大
学
と
の
連
携

を
深
め
、
卒
業
生
の
同
窓
会
活
動
へ
の

参
加
を
促
し
、
学
生
の
同
窓
会
へ
の
認

識
・
理
解
を
高
め
、
同
窓
会
の
更
な
る

一
体
化
と
活
性
化
を
図
る
。

○
卒
業
生
に
対
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け

○
卒
業
生
の
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施

２
．
大
学
と
の
関
係

大
学
と
の
連
携
並
び
に
協
力
関
係
を
強

化
す
る
。

○
卒
業
生
の
大
学
へ
の
認
識
、
理
解
を

深
め
る
た
め
の
施
策
（
情
報
発
信
、

イ
ベ
ン
ト
案
内
等
）
及
び
そ
の
周
知

施
策

○
同
窓
会
と
大
学
と
の
連
携
・
協
力
体

制
強
化
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

○
同
窓
会
に
よ
る
大
学
へ
の
協
力
施
策

３
．
学
生
と
の
関
係

新
入
生
及
び
在
校
生
へ
の
同
窓
会
の
存

在
と
活
動
状
況
の
周
知
と
同
窓
会
の
積

極
的
活
用
を
促
す
。

○
学
生
へ
の
同
窓
会
に
関
す
る
情
報
発

信
○
大
学
等
が
所
有
す
る
卒
業
生
等
の
個

人
情
報
デ
ー
タ
利
用
へ
の
働
き
か
け

○
学
生
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
大
、
内
容

充
実
及
び
学
生
へ
の
周
知

○
学
生
と
卒
業
生
と
の
交
流
拡
大

４
．
卒
業
生
と
の
関
係

同
窓
会
へ
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

や
同
窓
会
へ
の
入
会
呼
び
か
け
等
を
通

じ
て
、
同
窓
会
の
基
盤
拡
大
を
図
る
。

○
卒
業
生
へ
の
同
窓
会
、
大
学
、
学
生

支
援
等
に
関
す
る
情
報
発
信

○
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
へ
の
参
加
呼

び
か
け
、
動
員
施
策

○
既
存
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
の
同
窓
会
行
事

へ
の
参
加
勧
誘

○
各
種
職
能
・
業
界
・
職
域
に
お
け
る

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
結
成
支
援

○
学
生
支
援
の
一
環
と
し
て
の
奨
学
金

制
度
の
訴
求
と
協
力
要
請

重
点
活
動
方
針
を
踏
ま
え
、
各
委
員
会
は

以
下
の
方
針
で
活
動
を
行
う
。

総
務
委
員
会

１
．
大
学
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

大
学
の
施
策
・
課
題
に
対
し
積
極
的
に

対
応
す
る

２
．
学
生
の
支
援
策
と
し
て
、
寄
付
講
義

の
充
実
、
各
種
表
彰
の
充
実
を
図
る

３
．
評
議
員
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
を
実

施
す
る

　

・
２
０
２
０
年
日
野
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

２
０
２
１
年
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

４
．
理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
運
営
に
際

し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る

５
．
そ
の
他
、他
委
員
会
に
属
さ
な
い
こ
と

企
画
委
員
会

１
．
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
た

め
に
、
同
窓
会
の
窓
口
と
し
て
の
役
割

を
よ
り
積
極
的
に
果
た
す

 

・
大
学
の
情
報
収
集
、
意
見
交
換
を
積

極
的
に
行
い
、
そ
の
情
報
を
同
窓
会

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

２
．
学
生
支
援
の
充
実
と
い
う
視
点
か

ら
、「
賞
」
の
見
直
し
及
び
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
新
た
な
支
援
策
を
検
討

す
る

広
報
委
員
会

　

積
極
的
な
情
報
発
信
と
大
学
と
の
連
携

強
化

１
．
会
報
編
集
発
行

２
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
（
掲

載
編
集
）

３
．
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
編
集
発
行

４
．
同
窓
会
へ
の
お
誘
い
冊
子
編
集
発
行

５
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
強
化

６
．
そ
の
他
の
広
報
活
動

組
織
整
備
委
員
会

１
．
同
窓
生
の
活
動
の
実
態
把
握（
理
事
、

評
議
員
を
通
じ
て
の
情
報
収
集
）

２
．
各
支
部
活
動
の
強
化
と
支
部
と
の
連

携
推
進

３
．
各
種
同
窓
会
組
織
の
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
へ

の
登
録
推
進
（
情
報
管
理
委
員
会
と
連

携
）

財
務
委
員
会

１
．
収
入
（
入
会
金
、
維
持
会
費
、
寄
付

金
）
の
増
加
策
の
検
討
・
実
施

２
．
支
出
の
削
減
可
能
対
象
項
目
の
検

討
・
実
施

３
．
他
の
委
員
会
と
の
協
業
に
よ
る
収

入
・
支
出
の
効
率
化
の
検
討
・
実
施

４
．
他
大
学
同
窓
会
と
の
財
務
面
で
の
情

報
交
換
の
実
施

イ
ベ
ン
ト
委
員
会

１
．
総
会
、
交
流
会
、
新
年
会
、
講
演
会

の
計
画
及
び
進
行

２
．
大
学
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

の
応
援

３
．
若
い
世
代
層
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
促

進

 

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
活
躍
中
の
同
窓
生

と
の
交
流
の
促
進

八
雲
ク
ラ
ブ

１
．
八
雲
サ
ロ
ン
の
更
な
る
充
実
（
八
雲

カ
フ
ェ
バ
ー
の
在
り
方
も
含
め
て
）

 

・
多
様
な
講
師
の
確
保
や
参
加
者
増
大

を
め
ざ
す

 

・
周
知
の
た
め
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
理

事
全
員
へ
配
布
、
学
内
関
係
各
所
へ

の
配
布

 

・
理
事
全
員
の
八
雲
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会

勧
誘

２
．
同
窓
会
と
現
役
学
生
の
交
流
の
場
と

し
て
八
雲
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
の
見
直

し
と
そ
の
実
施

３
．
八
雲
ク
ラ
ブ
会
員
の
増
加
と
利
用
率

拡
大
の
た
め
の
広
報
活
動
の
強
化

４
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
連
携
を
強
め
、
積

極
的
に
入
会
希
望
者
等
を
取
り
込
む

５
．
年
会
費
未
納
者
へ
の
個
別
的
な
対
応

（
督
促
等
）

６
．
八
雲
ク
ラ
ブ
利
用
者
の
実
態
掌
握

情
報
管
理
委
員
会

１
．
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上
げ
お

よ
び
整
備（
組
織
整
備
委
員
会
と
連
携
）

２
．
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
を
通
じ
て
の
よ
り
有
効

な
情
報
発
信
の
在
り
方
の
検
討
（
広
報

委
員
会
と
連
携
）

 

・
当
面
の
目
標
と
し
て
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
と

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
リ
ン
ク

2020 年（令和２年）
第 16 期　同窓会　活動方針

　　2020 年１月 15 日
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１
．
会
員
に
対
す
る
活
動

 

・
会
報
発
行

　

・
Ｔ
Ｍ
Ｕ
会
報
14
号

　
　

発
行
部
数
３
万
５
０
４
１
部

　
　
　

２
０
１
８
年
11
月
発
行

　

・
Ｔ
Ｍ
Ｕ
春
季
会
報
14
号

　
　

発
行
部
数
３
万
３
５
８
４
部

　
　
　

２
０
１
９
年
５
月
発
行

　

な
お
、
今
期
よ
り
、
長
期
間
年
会
費
支

払
い
の
な
い
会
員
の
う
ち
特
定
期
の
会
員

に
対
し
て
、
以
後
会
費
納
入
が
な
い
と
き

は
、
会
報
送
付
を
停
止
す
る
。

 

・
交
流
会
、
新
年
会

　

交
流
会　

11
月
３
日
（
土
・
文
化
の
日
）

　

国
際
交
流
会
館　

ル
ヴ
ェ
ソ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

　
　
　
　
　

参
加
者
151
名

　

新
年
会　

２
月
３
日
（
日
）

　
　

明
治
記
念
館　

参
加
者
144
名

 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
メ
ル
マ
ガ
に
よ
る

情
報
発
信

14
期
に
開
始
し
た
メ
ル
マ
ガ
に
よ
る
情

報
発
信
は
、
毎
月
１
回
継
続

２
．
会
議
等

 

・
理
事
会
：
第
98
回
理
事
会
～
第
105
回
理

事
会（
臨
時
理
事
会
１
回
を
含
め
８
回
開
催
）

 

・
第
15
回
評
議
員
会
：
10
月
13
日
（
土
）

南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

　

議
題
：
第
14
期
決
算
・
15
期
予
算
審
議
、

決
定　

 

・
第
15
回
総
会
：
11
月
３
日
（
土　

文
化

の
日
）　

国
際
交
流
会
館
大
会
議
室

　

議
題
：
第
14
期
決
算
・
第
15
期
予
算
承
認

 

・
支
部
活
動

　

支
部
総
会
に
は
、
大
学
側
幹
部
が
全
て

出
席
さ
れ
た
。

 

・
北
海
道
支
部　

12
月
１
日
（
土
）

　

黒
石
会
長　

吉
武
学
長
特
任
補
佐
出
席

 

・
九
州
支
部　

２
月
17
日
（
日
）

　

黒
石
会
長　

山
下
副
学
長
出
席

 

・
関
西
支
部　

５
月
11
日
（
土
）

黒
石
会
長　

清
水
副
学
長
（
学
生
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
出
席

 

・
中
部
支
部　

６
月
９
日
（
日
）

　

黒
石
会
長　

上
野
学
長
出
席

 

・
東
北
支
部（
懇
親
会
）
７
月
27
日
（
土
）

　

松
浦
事
務
局
長
出
席

 

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
都
立
大
・
首
都
大
同
窓
会

 

・
歓
迎
会
等
複
数
回
開
催

３
．
八
雲
サ
ロ
ン

　

詳
細
は
24
ペ
ー
ジ
参
照

４
．
学
生
支
援

平
成
30
年
度
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
賞

同
窓
会
長
特
別
表
彰
授
与　

３
月
18
日

（
月
）
詳
細
は
「
母
校
は
い
ま
」　

16
ペ

ー
ジ
参
照

 
・
第
７
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
賞
の
授
与

　

授
与
式　

８
月
23
日
（
金
）

 

・
大
学
祭
支
援

　

大
学
祭
に
対
し
、
例
年
と
同
様
に
援
助

　

 

・
青
鳩
祭　

10
月
20
日
（
土
）
〜
21
日

（
日
）（
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

 

・
み
や
こ
祭　

11
月
１
日
（
木
）
〜
３

日
（
土
）（
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）

５
．
大
学
と
の
共
催
、
協
力
事
業

 

・
同
窓
会
寄
付
講
義
の
提
供

平
成
30
年
度
も
同
窓
会
寄
付
講
義
と
し

て
、
講
師
を
派
遣
（
詳
細
は
28
ペ
ー
ジ

参
照
）

 

・
キ
ャ
リ
ア
支
援
業
務
へ
の
協
力

就
職
相
談
員
の
派
遣
、
O
B
・
O
G

交
流
会
支
援
等
実
施

 

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
実
施　

11
月

３
日
（
土　

文
化
の
日
）

講
演
会
：「
世
界
遺
産
『
小
笠
原
』
の

自
然
︱
首
都
大
学
東
京
小
笠

原
研
究
の
50
年
︱
」

　

講
師　

可
知
直
毅
首
都
大
学
東
京
教
授

 

・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
賞
課
外
活
動
部

門
へ
の
副
賞
贈
呈　

３
月
18
日
（
月
）

 

・
鳥
人
間
部T

-M
IT

　

全
国
規
模
の
大

会
に
出
場

 

・
福
田　

浩
之　

第
６
回
与
謝
蕪
村
賞
新

人
賞
を
受
賞

 

・
各
種
セ
レ
モ
ニ
ー
等
で
の
協
力

 

・
卒
業
式　

３
月
22
日
（
金
）（
南
大
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
）
及
び
25
日

（
月
）（
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

 

・
同
窓
会
よ
り
成
績
優
秀
者
８
名
に
記
念

品
贈
呈
（
南
大
沢
は
会
長
、荒
川
は
代
理
）

 

・
入
学
式　

４
月
４
日
（
木
）（
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
会
長
出
席
し
、
挨
拶

成
績
優
秀
者
表
彰　

９
月
25
日
（
火
）（
南

大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
）　

会
長
出
席
し
、
挨

拶　

記
念
品
提
供

 

・
そ
の
他　

雛
祭
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
交
流

会
等
へ
の
支
援

６
．「
東
京
都
立
大
学
へ
の
名
称
変
更
記

念
募
金
」
の
開
始

　

大
学
の
名
称
が
２
０
２
０
年
４
月
よ
り

東
京
都
立
大
学
へ
変
更
さ
れ
る
の
を
記
念

し
て
「
東
京
都
立
大
学
へ
の
名
称
変
更
記

念
募
金
」
を
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
開
始

し
た
（
期
間
は
２
年
間
）。
７
月
31
日
時

点
で
、
471
件  

８
，
５
９
０
，
３
９
３
円

の
実
績
。
ま
た
、
募
金
を
永
続
的
に
管
理

す
る
組
織
と
し
て
、「
学
生
支
援
事
業
推

進
委
員
会
」
を
設
置
。

　

主
な
使
途
は
、
給
付
型
奨
学
金
と
し

「
奨
学
金
規
程
」
を
制
定
、
２
０
２
０
年

４
月
よ
り
運
用
予
定
。

７
．
同
窓
会
の
名
称
変
更
に
つ
い
て
の
意

見
募
集
（
34
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

首
都
大
学
東
京
が
、「
東
京
都
立
大
学
」

へ
名
称
変
更
さ
れ
る
の
に
伴
い
、「
首
都

大
学
東
京
同
窓
会
」
も
名
称
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
た
の
で
、
会
員
に
対
し
、
新

た
な
名
称
に
つ
い
て
意
見
募
集
を
行
っ
た

（
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
６
月
末
）。
応
募

結
果
は
「
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
」
57
件
、

「
東
京
都
立
大
学
・
首
都
大
学
東
京
同
窓

会
」
12
件
、
そ
の
他
11
件
で
あ
っ
た
。

第
105
回
理
事
会
に
て
、「
東
京
都
立
大
学

同
窓
会
」
に
決
定

８
．
財
政
基
盤
強
化
等
特
別
委
員
会

　

弱
体
化
し
て
い
る
同
窓
会
の
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、

財
政
基
盤
強
化
等
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
結
果
に
つ
い

て
、
実
行
で
き
る
も
の
は
、
実
行
に
着
手

 

・
大
学
名
称
変
更
記
念
募
金
の
募
集

 

・
入
会
勧
誘
活
動

　

新
入
生
及
び
保
護
者
に
対
し
て
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
方
法
を
変
更
し
、
大
学
配

布
物
と
同
時
配
布
。

 

・
学
生
支
援
費
の
大
幅
な
増
額
を
目
指

し
、
同
窓
会
予
算
を
学
生
支
援
費
・
同
窓

会
活
動
維
持
費
・
同
窓
生
向
け
活
動
費
に

三
分
割
し
、
学
生
支
援
費
を
将
来
最
大
に

す
る
方
針
を
決
定
。
来
期
よ
り
具
体
的
な

取
り
組
み
を
開
始
。

 

・
会
報
等
印
刷
物
発
送
の
機
会
を
と
ら
え

て
の
、
会
費
納
入
及
び
寄
付
お
願
い
の
送

付

第 15期　同窓会活動報告
　　2018 年８月１日〜　　　

　　2019 年７月 31 日
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新　
　
　
　
　
　
　
　
　

改　
　
　

訂　
　
　

後

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
、
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
同
窓
会
並
び
に
青
鳩
会
（
東

京
都
立
医
療
技
術
短
期
大
学
・
東
京
都
立
保
健
科
学
大
学
同
窓
会
）
は
、
東
京
都

の
大
学
改
革
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
統
合
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
４
大
学
同

窓
会
を
統
合
し
、
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
を
新
た
に
発
足
さ
せ
、
新
し
い
規
約
を

定
め
た
。
２
０
２
０
年
４
月
よ
り
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
が
公
立
大
学
法

人
東
京
都
立
大
学
に
名
称
変
更
さ
れ
る
に
伴
い
、
同
窓
会
も
東
京
都
立
大
学
同
窓

会
に
名
称
変
更
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
規
約
を
改
訂
す
る
も
の
と
す
る
。

本
会
は
、
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
と
称
す
る
。

　
（
事
務
所
）

本
会
の
主
た
る
事
務
所
は
、
東
京
都
八
王
子
市
内
に
置
き
、
必
要
の
地
に
支
部
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
は
、
国
際
都
市
東
京
の
大
学
で
あ
る
公
立
大
学
法
人
東
京
都
立
大
学
（
以
下

「
大
学
」
と
い
う
。）
の
目
的
及
び
使
命
の
達
成
に
協
力
し
、
会
員
の
英
知
を
も
っ

て
、
わ
が
国
経
済
・
社
会
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
親

睦
並
び
に
知
識
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
入
会
金
）

　
（
第
１
項
略
）

２　

東
京
都
立
大
学
又
は
首
都
大
学
東
京
の
学
部
を
卒
業
し
た
者
が
、
東
京
都
立

大
学
の
大
学
院
に
入
学
し
た
場
合
は
、
入
会
金
の
納
付
は
、
免
除
す
る
。

　
（
地
方
支
部
）
本
会
は
、
第
３
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
国
内
及
び
海
外
に

支
部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

１　

本
規
約
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

施
行
日
前
に
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
会
員
で
あ
っ
た
者
は
、
施
行
日
後
は
東

京
都
立
大
学
同
窓
会
会
員
と
な
る
。

　
　

旧　
　
　
　
　
　
　
　
　

改　
　
　

訂　
　
　

前

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
、東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
同
窓
会
並
び
に
青
鳩
会（
東

京
都
立
保
健
科
学
大
学
同
窓
会
）
は
、
東
京
都
の
大
学
改
革
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
が
統
合
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
各
同
窓
会
活
動
の
伝
統
と

成
果
を
踏
ま
え
、
母
校
の
発
展
へ
の
協
力
、
よ
り
一
層
の
会
員
相
互
の
親
睦
、

後
輩
と
の
継
続
性
を
図
る
た
め
、
３
大
学
同
窓
会
を
統
合
し
、
首
都
大
学
東
京

同
窓
会
を
新
た
に
発
足
さ
せ
、
こ
こ
に
新
し
い
規
約
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

本
会
は
、
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
と
称
す
る
。

　
（
事
務
所
）

本
会
の
主
た
る
事
務
所
は
、
東
京
都
内
に
置
き
、
必
要
の
地
に
支
部
を
設
置
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

本
会
は
、
国
際
都
市
東
京
の
大
学
で
あ
る
公
立
大
学
法
人
首
都
大
学
東
京
（
以

下
「
大
学
」
と
い
う
。）
の
目
的
及
び
使
命
の
達
成
に
協
力
し
、
会
員
の
英
知

を
合
わ
せ
、
わ
が
国
経
済
・
社
会
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
あ
わ
せ
て
会
員

相
互
の
親
睦
並
び
に
知
識
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
入
会
金
）

　
（
第
１
項
略
）

２
首
都
大
学
東
京
の
学
部
を
卒
業
し
た
者
が
、
大
学
院
に
入
学
し
た
場
合
は
、

入
会
金
の
納
付
は
、
免
除
す
る
。

　
（
地
方
支
部
）
本
会
は
、
第
３
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
国
内
に
地
方
支

部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

凡
例
：　
　
　

 

追
加　
　
　
　
　

 

削
除

　

前　

文

　

第
１
条

　

第
２
条

　

第
３
条

　

第
７
条

　

第
27
条

附
則
（
令
和

元
年
10
月
19

日
）

同窓会規約新旧対照表
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新同窓会の名称は
東京都立大学同窓会に決定

新
同
窓
会
名
称
決
定
の
経
緯

１
．
２
０
１
９
年
４
月
〜
６
月
に
行
っ
た

新
同
窓
会
名
称
意
見
募
集
結
果
（
下
記
）

を
踏
ま
え
て
、
全
意
見
の
70
％
（
57
件
）

を
占
め
て
い
た「
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
」

と
す
る
案
を
理
事
会
で
決
定
し
、
10
月
の

評
議
員
会
へ
提
言
し
ま
し
た
。
評
議
員
会

の
承
認
を
経
て
11
月
の
総
会
に
報
告
し
、

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
大
学
と
同
時
に
名

称
変
更
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

２
．
首
都
大
学
東
京
卒
業
生
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

　

下
記
応
募
意
見
に
「
東
京
都
立
大
学
・

首
都
大
学
東
京
同
窓
会
」
案
も
12
件
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
同
窓
会
は
、
統
合
時

の
４
大
学
の
他
、
新
制
大
学
設
立
以
前
の

卒
業
生
も
構
成
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
①
大
学
と
同
様
に
同
窓
会
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
同
窓
会
沿
革
欄
を
設
け
て
構

成
メ
ン
バ
ー
（
首
都
大
学
東
京
卒
業
生
ほ

か
も
含
ま
れ
る
）
の
説
明
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
②
時
機
を
見
て
通
称
を
公
募
す

る
こ
と
と
し
、
特
に
③
改
称
後
当
分
の
間

は
、
新
名
称
同
窓
会
に
首
都
大
学
卒
業
生

も
当
然
含
ま
れ
る
こ
と
を
同
窓
会
の
各
種

広
報
に
お
い
て
明
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

前
組
織
整
備
委
員
長

　

荻
原　

信
吾
（
都
24
期
・
文
学
・
仏
文
）

【同窓会名称意見募集結果】　　　　　　　　　　　　２０１９年４月～６月末募集
  名　　称　　案
 

東京都立大学 東京都立大学・
首都大学東京  そ　の　他 合　　計

旧 都 立 大 卒 ５５ ８ １０ ７３
旧 科 技 大 卒
旧医技短・保科大卒 １   １
首 都 大 卒 １ ４  ５
他 大 学 卒   １ １
　合　　計 ５７ １２ １１ ８０

　
東
京
都
立
大
学
へ
の

　
名
称
変
更
記
念
募
金
の
お
願
い
　

　

首
都
大
学
東
京
は
、
２
０
２
０
年
４
月
、

「
東
京
都
立
大
学
」
と
名
称
を
変
え
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
と
し
て
は
、
こ
の
機
会
を
と
ら

え
、同
窓
生
の
皆
様
か
ら
寄
付
金
を
募
り
、

記
念
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
大
学
発
展
に
は
、
い
か
に
優
秀

な
学
生
を
確
保
で
き
る
か
そ
し
て
そ
の
た

め
に
は
学
生
が
学
べ
る
環
境
を
充
実
し
た

も
の
に
す
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
同
窓
会
と
し
て
、
在
校
生
へ

の
支
援
と
大
学
と
の
連
帯
を
強
め
る
こ
と

を
目
的
に
下
記
の
事
業
を
計
画
し
、
こ
の

事
業
を
行
う
資
金
に
充
て
る
た
め
、

大
学
名
称
変
更
記
念
募
金

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
下
記
の
要
領

に
よ
る
募
金
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
多
数
の
会
員
か
ら
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
の
募
金
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１
．
募
金
名
称　

大
学
名
称
変
更
記
念
募

金２
．
目
的　

大
学
に
在
学
す
る
学
生
へ
の

支
援
を
充
実

３
．
事
業
内
容

　
（
１
）
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設

　
（
２
）
大
学
名
称
の
変
更
に
伴
う
、
大
学

か
ら
の
学
生
支
援
の
要
請
に
応
え
る
。

４
．
募
金
目
標
額

	

１
億
円

５
．
使
途
予
定

　
　
　
（
１
）
給
付
型
奨
学
金
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
０
万
円

　
　
　
（
２
）
大
学
要
請
に
よ
る
備
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

６
．
一
口
当
た
り
金
額　
　

５
０
０
０
円

７
．
一
人
当
た
り
口
数　

原
則
と
し
て
２

口
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。

８
．
募
集
期
間　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら

２
０
２
１
年
３
月
31
日
ま
で

９
．
納
付
方
法　

振
込
用
紙
次
の
二
つ
の

指
定
口
座
の
う
ち
便
利
な
方
に
、
振
込
に

よ
り
納
付
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
（
１
）
郵
便
局

　
（
２
）
み
ず
ほ
銀
行
南
大
沢
支
店

10
．
基
金
の
管
理　

こ
の
基
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
よ
う
な
仕
組
み
を
設
け
、

適
正
に
管
理
し
ま
す
。

　
（
１
）
こ
の
基
金
の
た
め
上
記
の
口
座
を

新
設
し
、
他
の
資
金
と
は
別
に
管
理
し
ま

す
。

　
（
２
）
次
の
常
設
の
委
員
会
を
設
け
、
管

理
運
営
し
ま
す
。

学
生
支
援
事
業
推
進
委
員
会

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、４
ペ
ー
ジ
参
照
。

　
東
京
都
立
大
学
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
奨
学
金
規
程

　
　

２
０
１
９
年
８
月
21
日
理
事
会
決
定

　

趣　

旨

第
１
条　

こ
の
規
程
は
、
大
学
名
称
変
更

記
念
募
金
を
原
資
と
す
る
奨
学
金
に
つ
い

て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
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奨
学
金
の
目
的

第
２
条　

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
（
以
下

「
同
窓
会
」
と
い
う
）
は
、
東
京
都
立
大
学

の
学
生
の
充
実
し
た
学
生
生
活
の
実
現
を

支
援
す
る
た
め
、「
東
京
都
立
大
学
へ
の

名
称
変
更
記
念
募
金
」
を
原
資
と
し
て
基

金
を
設
け
、
東
京
都
立
大
学
の
学
生
に
対

す
る
奨
学
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
。

２　

こ
の
奨
学
金
は
、返
還
を
要
し
な
い
。

　

奨
学
金
の
名
称

第
３
条　

こ
の
奨
学
金
は
、「
大
学
名
称

変
更
記
念
募
金
同
窓
会
奨
学
金
」（
以
下

「
奨
学
金
」
と
い
う
）
と
称
す
る
。

　

奨
学
金
の
対
象
者

第
４
条　

本
奨
学
金
の
支
給
対
象
者
は
、

東
京
都
立
大
学
同
窓
会
規
約
第
５
条
第
２

項
に
定
め
る
準
会
員
の
う
ち
学
部
に
在
籍

す
る
学
生
で
あ
っ
て
、
経
済
的
支
援
を
必

要
と
し
か
つ
成
績
優
秀
で
あ
る
者
と
す
る
。

　

給
付
金
額

第
５
条　

奨
学
金
の
額
は
、一
人
当
た
り
、

月
額
３
万
円
と
し
、
支
給
期
間
は
１
年
間

と
す
る
。
在
学
中
複
数
回
の
受
給
を
妨
げ

な
い
が
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
再
度

申
請
の
上
、
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２　

奨
学
金
は
、
原
則
的
に
毎
月
１
回
対

象
者
の
指
定
口
座
へ
払
い
込
む
も
の
と
す

る
。

　

受
給
者
数

第
６
条　

受
給
者
は
各
学
部
か
ら
各
１
名

と
す
る
。

　

大
学
へ
の
協
力
の
依
頼

第
７
条　

同
窓
会
は
、
大
学
に
対
し
、
要

件
を
付
し
て
受
給
候
補
者
の
推
薦
を
依
頼

す
る
。
ま
た
、
受
給
者
に
関
し
て
、
必
要

な
情
報
の
提
供
を
要
請
す
る
。

　

受
給
者
の
決
定

第
８
条　

同
窓
会
は
、
前
条
に
よ
り
推
薦

を
受
け
た
候
補
者
に
つ
い
て
、
理
事
会
で

支
給
の
可
否
を
決
定
す
る
。

　

支
給
の
中
止
又
は
取
り
消
し

第
９
条　

次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き
は
、

支
給
期
間
内
で
あ
っ
て
も
以
後
の
支
給
を

停
止
す
る
。

　
（
１
） 

停
学
・
退
学
等
の
処
分
を
受
け
た

場
合

　
（
２
） 

休
学
し
た
場
合
（
留
学
を
理
由
と

す
る
休
学
を
除
く
）

　
（
３
） 

出
席
率
が
低
く
、
学
習
意
欲
が
低

い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

　
（
４
） 

そ
の
他
、
奨
学
金
を
支
給
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場

合

　

受
給
者
の
卒
業
後
の
同
窓
会
活
動
へ
の

参
加
、
協
力

第
10
条　

受
給
者
は
、
卒
業
後
、
住
所
等

の
連
絡
、
評
議
員
へ
の
就
任
、
総
会
へ

の
出
席
等
で
き
る
だ
け
同
窓
会
活
動
に
参

加
、協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　

併　

給

第
11
条　

本
奨
学
金
の
受
給
を
受
け
て
い

る
学
生
が
、
他
団
体
等
か
ら
も
奨
学
金
を

受
給
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

　

規
程
の
改
正
又
は
廃
止

第
12
条　

本
規
程
の
改
正
又
は
廃
止
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
の
承
認
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

細　

則

第
13
条　

こ
の
規
程
の
実
施
に
必
要
な
細

則
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

附
則　

本
規
程
は
２
０
２
０
年
１
月
１
日

よ
り
施
行
す
る
。

２　

２
０
２
０
年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２

０
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、「
東
京
都

立
大
学
」
は
「
首
都
大
学
東
京
」
と
読
み

替
え
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

第
２
条
第
１
項
中
「
東
京
都
立
大
へ
の
名

称
変
更
記
念
募
金
」
の
部
分
を
除
く
。

大
学
名
称
変
更
記
念
募
金
へ
の
御
礼

　
「
名
称
変
更
記
念
募
金
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
４
月
の
募
集
開
始
以
来
こ
れ

ま
で
に
約
580
名
と
い
う
多
く
の
方
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
を
基

に
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
、
７
名
の
学

生
に
対
し
て
奨
学
金
支
給
を
行
う
予
定

で
、
た
だ
今
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
目
標
額
に
は
届
い
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

募
集
期
限
は
、
２
０
２
１
年
３
月
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　氏　　名   卒期	学科
小林　　忠雄	 1	 経済
津田　　　明	 1	 物理
銭谷　　　徹	 1	 機械
矢代　　隆二	 1	 電気
長谷部　和夫	 1	 土木

後藤　　　博	 1	 建築
河村　　　襄	 1	 工化
内山　　榮一	 2	 経済
川島　　岩治	 2	 経済
小柴　　恭男	 2	 電気
田中　　和夫	 2	 土木

神山　　二郎	 3	 工化
吉岡　　正章	 3	 工化
西本　　一成	 4	 経済
藤木　　彦治	 4	 経済
岡本　　弘道	 4	 法学
松田　　充弘	 4	 法学

篠原　　泰司	 4	 物理
野原　　　剛	 4	 化学
神足　　勝丈	 4	 機械
細川　　義政	 4	 機械
稲原　　髙行	 4	 電気
伊地知　季顕	 4	 建築

雨宮　　敏明	 5	 経済
千ケ﨑　　新	 5	 経済
村山　　祥彦	 5	 経済
小松原　久夫	 5	 英文
鈴木　　　將	 5	 物理
戸澤　満智子	 5	 化学

大学名称変更記念募金者名簿 2019 年 12 月 31 日現在　

＊大学名なしは旧都立大学、科は旧科学技術大学、医は旧医療技術短大、保は旧保健科学大学、首は首都大学東京の略
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肥沼　　孝司	 5	 建築
小野崎　　敏	 5	 工化
稲垣　　陽造	 6	 法学
植村　　　峻	 6	 法学
大塚　昶之助	 6	 法学
黒崎　　　榮	 6	 経済
宮川　　喜晃	 6	 経済
石渡　　名澄	 6	 化学
柳原　　榮一	 6	 化学
芦川　　和夫	 6	 機械
遠藤　　利雄	 6	 機械
髙橋　　英雄	 6	 機械
横山　　恭之	 6	 機械
菊池　　雅子	 6	 独文
澤井　　　泰	 7	 法学
川端　　勝次	 7	 経済
丸山　　雅道	 7	 経済
武居　　文彦	 7	 化学
風間　　　仁	 7	 電気
佐藤　　信一	 7	 電気
田村　　貞雄	 7	 電気
平松　　　晃	 7	 土木
長谷川　益男	 7	 工化
松元　　　章	 7	 工化
湯原　美陽子	 7	 国文
近藤　　　裕	 8	 中文
柏原　　哲治	 8	 法学
澤井　　佳子	 8	 法学
藤岡　　　昭	 8	 法学
池田　　　昭	 8	 経済
石岡　　義久	 8	 経済
蒲田　　哲也	 8	 経済
佐々木　莞雄	 8	 経済
米谷　　喜男	 8	 経済
遠藤　　慶三	 8	 物理
白井　　英次	 8	 物理
高宗　　寛暁	 8	 物理
内田　　道夫	 8	 化学
大山　　俊之	 8	 化学
重原　　好次	 8	 化学
石井　　暢夫	 8	 機械
栗山　　　登	 8	 機械

市川　　　正	 8	 工化
光藤　　康子	 9	 社会
江守　　善昭	 9	 法学
仲達　　節夫	 9	 法学
花村　　厚臣	 9	 法学
原口　　一幸	 9	 法学
岡　　　聰雄	 9	 経済
所　　　弘之	 9	 経済
松沢　　昭夫	 9	 経済
村上　　征一	 9	 経済
岡　　　義雄	 9	 物理
山本　　道雄	 9	 生物
久崎　　　力	 9	 電気
村田　　錦彦	 9	 電気
梅沢　　仁治	 9	 土木
草野　　弘久	 9	 土木
青木　　邦子	 9	 心理
市岡　　康子	10	社会
木津　　克司	10	法学
江幡　　吉信	10	経済
髙野　　健一	10	経済
新谷　　　進	10	経済
中野　　雅博	10	経済
肥沼　　徳寿	10	物理
伊藤　　朋恭	10	化学
高橋　光次郎	10	機械
石渡　　昭夫	10	電気
跡部　　輝彦	10	工化
西尾　　正嗣	10	工化
横山　　民司	10	独文
今出　　鉄夫	10	数学
篠木　　昭夫	11	法学
髙橋　　義哉	11	法学
村田　　芳胤	11	法学
田代　　　瑛	11	経済
原　　　光昭	11	経済
山本　　英輔	11	経済
吉原　　信男	11	化学
吉田　　勝彦	11	生物
諏訪　　淳嗣	11	機械
今道　　周雄	11	電気
長田　　貴雄	11	電気

山口　　　洋	11	電気
大石　不二夫	11	工化
藤森　　健司	12	英文
須磨　　一彦	12	独文
佐久間　義一	12	法学
松見　　豊和	12	経済
石館　　陸男	12	機械
下田　　俊雄	12	電気
中岡　　久士	12	電気
中澤　　　勳	12	電気
嶋津　　　謙	13	英文
古関　　吉樹	13	法学
渡邉　　洋三	13	法学
山口　　邦彦	13	経済
松岡　　俊雄	13	物理
関根　　敬一	13	化学
池辺　　一男	13	生物
新島　　溪子	13	生物
石坂　　　直	13	機械
小野田　　博	13	機械
諏訪内　幹弘	13	機械
髙野　　六雄	13	機械
村松　　　叡	13	電気
森　　　正昭	13	電気
石井　　孝男	13	土木
久間木　信夫	13	土木
時𠮷　　　寛	13	土木
皆川　　欽一	13	土木
志波　　直男	13	建築
清水　　昌子	14	心理
川辺　　　昇	14	法学
河浦　　照男	14	経済
黒石　　　輯	14	経済
河野　　邦宏	14	経済
小屋　　忠機	14	経済
佐伯　　耕司	14	経済
清水　　一孝	14	経済
田口　　　裕	14	経済
林　　　正弘	14	経済
木内　　一雄	14	物理
渡辺　　榮一	14	物理
鈴木　　　蕃	14	化学

相生　　啓子	14	生物
大澤　　昭夫	14	生物
辛島　由美子	14	生物
森脇　　靖子	14	生物
加藤　　好武	14	地理
石原　　　裕	14	機械
中島　　知行	14	機械
松尾　　　誠	14	電気
福田　　寛允	14	土木
横内　　脩二	14	土木
高見澤　邦郎	14	建築
渡辺　　康明	14	建築
安藤　　邦雄	14	工化
来住　　賢一	14	工化
池上　　恵子	14	英文
森　　　妙子	15	心理
小林　　美恵	15	史学
石井　　勝彦	15	経済
松澤　　陸雄	15	経済
吉田　　　晃	15	物理
川合　　正俊	15	化学
土山　　　正	15	機械
速水　　国基	15	機械
高橋　　　勝	15	電気
岩田　　一昭	15	土木
國府　　勝郎	15	土木
近藤　　　光	15	土木
三木　　武夫	15	建築
三木　ミチコ	15	建築
浜本　　欣也	16	法律
樋口　　勝美	16	法律
三島　　祥孝	16	法律
鳴島　　敦雄	16	政治
海野　　八尋	16	経済
河井　　　信	16	経済
髙橋　　久明	16	経済
金子　　和夫	16	化学
森　　　素子	16	化学
岡　　　秀一	16	地理
今井　　信一	16	機械
小林　　茂之	16	機械
横川　　昭夫	16	機械

浜田　　敏男	16	電気
植田　　　稔	16	工化
北村　　直樹	16	土木
岸　　　信子	17	法律
志賀　　紀雄	17	機械
京才　　俊則	17	土木
芦沢　　清隆	17	建築
佐野　　順治	17	建築
永田　　　巍	17	建築
佐藤　　信弘	17	工化
高澤　　昭雄	17	工化
片瀬　　隆雄	17	化学
岡本　　寛昭	17	土木
中島　　平三	18	英文
山田　　敏夫	18	法律
渡辺　　岳彦	18	法律
会沢　　　厚	18	経済
高橋　　一夫	18	数学
浅田　　　隆	18	機械
井出　　義男	18	機械
田中　　　學	18	機械
保倉　　俊一	18	建築
八木　　　宏	18	工化
中林　　一樹	18	建築
矢島　　直子	19	英文
辻本　　　勤	19	政治
大貫　　憲明	19	経済
望月　　一人	19	経済
吉田　　俊雄	19	数学
菊地　　　博	19	機械
中山　　　隆	19	機械
小西　　良造	19	電気
橋本　　　悟	19	電気
山根　　益男	19	電気
長谷川　　宏	19	工化
水津　まき子	20	社会
藤本　　万里	20	中文
沼澤　　秀雄	20	法律
遠藤　　宣男	20	政治
庄子　　友康	20	政治
高橋　　　誠	20	経済
土谷　　雅雄	20	経済
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柿堺　　　至	20	土木
才川　　忠男	20	土木
鈴木　　隆雄	20	土木
鈴木　　敏郎	20	土木
井上　　良夫	20	建築
河口　　　修	20	電気
内田　　　彰	21	法律
篠　　　秀一	21	経済
名古屋　和明	21	経済
佐藤　　恒夫	21	電気
奥田　　修一	21	建築
藤野　　立夫	21	建築
隅野　　克子	22	法律
森田　　秀樹	22	法律
丑山　佐千男	22	政治
山川　　　徹	22	政治
澤井　　　實	22	経済
髙澤　　陽子	22	経済
髙田　勇紀夫	22	経済
岸　　　　修	22	数学
岩松　　雅夫	22	物理
工藤　　英治	22	化学
井上　　一男	22	機械
大西　　純一	22	機械
末岡　　眞純	22	土木
廣瀬　　省蔵	22	建築
吉田　　　等	22	建築
内山　美津子	23	法律
古賀　　芳夫	23	法律
大平　　晃司	23	政治
上笹　　郁夫	23	経済
近藤　　秀衛	23	経済
杉山　　由彦	23	経済
平原　　純夫	23	経済
福良　みどり	23	経済
吉田　　　聡	23	経済
嶋﨑　　壽勝	23	物理
小山　　善生	23	化学
清水　敬一郎	23	機械
吉田　　雅俊	23	機械
多田　　純介	23	土木
中台　　成夫	23	土木

宮本　　公隆	23	工化
荻原　佐江子	24	仏文
荻原　　信吾	24	仏文
橋本　　孝仁	24	法律
水田　　秀子	24	法律
奥村　彰太郎	24	経済
清水　　正久	24	経済
鈴木　　一代	24	経済
中島　　豊六	24	経済
高橋　　茂樹	24	数学
岩村　　早苗	24	生物
川崎　　　操	24	地理
廣井　　徹麿	24	機械
渡辺　　啓一	24	機械
波多野　純一	24	土木
徳岡　　　浩	25	社会
中村　　政和	25	法律
内田　　宏壽	25	経済
矢沼　　　彰	25	経済
上原　　貴史	25	物理
比留川　京子	25	化学
中谷　　光弘	25	機械
八木　　　隆	25	機械
淺川　　賢次	25	土木
五十嵐　安雄	25	土木
山本　　裕三	25	工化
加藤　　　裕	26	法律
石澤　　清明	26	経済
加藤　　　久	26	経済
滝口　　　亨	26	数学
江川　龍太郎	26	電気
利光　　　章	26	電気
村上　　茂樹	26	電気
古里　　　実	26	建築
山本　　正紀	26	建築
江崎　　敦雄	26	工化
林　　　裕子	27	史学
山田　　真弘	27	英文
安井　由美子 27 独文
河野　　容子	27	法律
村松　　博之	27	政治
加藤　　雅久	27	経済

竪山　　雅昭	27	経済
北原　　孝育	27	物理
蓮見　　輝雄	27	化学
佐藤　　好男	27	土木
山岸　　徹也	27	土木
内山　　正治	27	工化
松葉　　　元	27	工化
金子　　眞也	27	中文
前田　　東一	27	機械
林　　　敬久	28	史学
川越　いつえ	28	英文
石井　　光一	28	経済
原　　　康成	28	経済
若井　　隆男	28	経済
大久保　　亨	28	電気
竹田　　直規	28	電気
田中　　恒男	28	土木
鴫原　　孝之	28	建築
曽　　　士才	28	中文
原　　理津子	29	史学
板井　　要二	29	法律
栗山　　　学	29	法律
小柳　　　淳	29	法律
富田　　広美	29	土木
石島　　理充	29	工化
髙橋　　玲子	29	工化
福田　　哲二	30	社会
石井　　　洋	30	史学
森川　　美砂	30	法律
椎名　　　進	30	政治
山本　　恵三	30	経済
清水　　治郎	30	物理
三橋　　　渉	30	生物
片桐　　拓朗	30	電気
土屋　　德寿	30	土木
佐藤　　武志	30	建築
高橋　　英男	31	物理
志村　　　喬	31	地理
大森　　　保	32	法律
森下　　芳行	32	法律
渡邉　百合子	32	法律
岡安　　賢二	32	経済

具　　　滋弘	32	経済
内田　　邦男	32	物理
萱沼　　公恵	32	化学
鈴木　　　聰	32	電気
根津　　嗣郎	32	建築
三原　　好博	33	史学
菅田　　信義	33	経済
鈴木　　毅彦	33	地理
落合　伸一郎	33	機械
佐藤　　祐一	33	電気
石原　　恵一	33	土木
内野　　祐司	33	土木
塩月　　知道	33	土木
岩崎　　真人	34	法律
小野　　修一	34	法律
尾上　　志保	34	法律
内田　　貴範	34	数学
五井　　尚人	34	建築
下西　　浩二	35	生物
福島　　能彰	35	機械
大杉　　　真	36	仏文
岡村　　統子	37	心理
小林　　　護	37	国文
齋藤　　綾子	37	国文
田中　　　彰	37	法律
福田　　利津	37	経済
米山　　美景	37	化学
大塩　　　真	37	機械
笹山　　　博	37	土木
土屋　　博訓	37	建築
松村　いずみ	38	法律
宮原　　大介	38	政治
古賀　　武司	38	経済
寺尾　　誠治	39	史学
平山　　英敏	39	中文
髭野　　　実	39	法律
雨宮　　　弘	39	機械
山田　　　賢	39	機械
高橋　　雅之	40	法律
望月　　英生	40	政治
北田　　祥規	40	電気
及川　　育矢	40	建築

新井　　浩司	41	数学
吉川　　邦浩	41	電気
石田　　紀彦	41	土木
松本　　公一	科5	機械
中村　　貴司	42	経済
今津　　　剛	42	物理
知見　　聡美	42	生物
土井　　　淳	科6	航空
武田　　清志	43	経済
横山　　英明	43	化学
齋藤　　夕子	医7	地域
原田　　　亮	44	政治
立川　　智之	44	材化
櫻井　　賢一	45	心理
佐藤　　珠実	45	政治
淀川　　　咲	47	心理
塩見　　育子	47	政治
栗原　　純子	47	建築
牧原　　　立	48	仏文
比嘉　　英樹	48	生物
李　　　　徹	48	物理
岩崎　　真典	科13	生産
米川　　慶一	50	経済
三輪　　正敬	51	心理
井上　　　航	51	政治
佐伯　　哲郎	52	法律
佐藤　　友幸	保4	看護
野口　　賢一	54	政治
宮崎　　辰徳	54	数学
首藤　　康志	54	工化
岡林　　路子	55	生物
加藤　香菜子	首2009	生命
籠田　　大地	首2011	化学
鈴木　　健太	首2013	情通
阪東　　　進	首2014	経済
岡田　　英之	首2016	経営
鈴木　　智大	首2017	政治
岩下　翔太郎	首2018	経営
近藤　　常葉	首2018	看護
芝田　　健仁	首2018	物理
匿名希望者126名
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第
１６
回
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
評
議
員
会  

議
事
録
抜
粋

日　

時　

２
０
１
９
年
（
令
和
元
）
年
10
月
19
日

14
時
00
分
〜
15
時
50
分

場　

所　

首
都
大
学
東
京
荒
川
キ
ャ
ン
パ
ス

出
席
者　

評
議
員
73
名　

委
任
状
提
出
97
名

　
　
　
　
　
（
計
 170
名
で
規
約
第
23
条
第
５
項
の
定

足
数
を
充
足
し
た
）

一
：
開
会
と
議
長
選
出

　

仮
議
長
の
荻
原
信
吾
理
事 

（
組
織
整
備
委
員

長
／
都
24
期 
人
文 
仏
文
）
に
よ
り
開
会
が
告

げ
ら
れ
、
同
仮
議
長
の
推
薦
す
る
林
正
弘
副
会

長
（
総
務
委
員
長
／
都 
法
経 
経
済 

14
期
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
続
い
て
同
議
長
が
書
記

に
河
口
修
理
事
（
企
画
委
員
長
／
都
20
期 

院 

電
気
）
を
指
名
し
た
。

二
：
黒
石
輯
会
長
（
都
14
期 

法
経 

経
済
）
の
挨

拶
と
第
15
期
活
動
報
告

 

・
台
風
15
号
、
19
号
が
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
。
会
員
で
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が
お

ら
れ
た
ら
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

 

・
同
窓
会
活
動
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
と

の
連
携
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
活

動
が
な
さ
れ
た
。

①
支
部
総
会
に
必
ず
学
長
、
副
学
長
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

②
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
同
窓
会
が
最
初
に

取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
最
近
は
大
学
側

も
力
を
入
れ
て
展
開
し
て
き
て
い
る
。

③
ひ
な
祭
り
も
同
窓
会
、
地
域
、
先
生
方
の
協

力
を
得
て
、
年
々
充
実
し
て
き
た
。

 

・
前
期
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
以
下
の
二
つ

が
あ
る
。

①
大
学
名
称
変
更
が
実
現
し
た
の
に
伴
い
、
同

窓
会
名
変
更
を
第
三
号
議
案
で
審
議
頂
く
。

②
大
学
名
称
変
更
に
伴
い
「
東
京
都
立
大
学
へ

の
名
称
変
更
記
念
募
金（
募
金
目
標
：
１
億
円
）」

を
開
始
し
た
。
募
金
を
原
資
に
給
付
型
奨
学
金

（
７
学
部
各
１
名
、
月
額
３
万
円
）
と
す
る
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
募
金
は
975
万
円
を
集
め
た

が
、
１
億
円
の
目
標
か
ら
は
大
幅
に
少
な
い
。

大
学
名
変
更
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
バ
ッ
ク
に
募
金

目
標
を
達
成
し
て
い
き
た
い
。
奨
学
金
規
定
に

つ
い
て
は
、
第
四
号
議
案
で
審
議
し
て
い
た

だ
く
。

三
：
吉
田
俊
雄
財
務
委
員
長
（
都
19
期 

理
学 

数

学
）
よ
り
第
一
号
議
案
（
第
15
期
決
算
報
告
）

の
説
明

 

・
入
会
金
は
10
期
と
な
ら
ん
で
過
去
最
高
の
実

績
だ
っ
た
（
入
会
率
：
68
・
２
％
）。
特
別
会

計
の
マ
イ
ナ
ス
は
97
万
円
と
100
万
円
以
下
に
な

っ
た
。

　

加
藤
充
子
監
事
（
都
９
期 

法
経 

経
済
）
よ

り
、
八
雲
ク
ラ
ブ
特
別
会
計
を
含
め
て
資
料
の

通
り
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
監
査
報
告
さ

れ
た
。

四
：
吉
田
財
務
委
員
長
よ
り
第
二
号
議
案
（
第

16
期
活
動
計
画
案
、
第
16
期
予
算
案
）
の

説
明

 

・
大
学
と
の
共
催
事
業
を
活
発
に
行
う
。

 

・
入
会
率
ア
ッ
プ
で
入
会
金
増
を
図
っ
て
い
く
。

 

・
募
金
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　

松
本
公
一
副
会
長
（
科
技
５
期 

機
械
）
よ

り
補
足
説
明
。

 

・
未
加
入
会
員
と
は
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
情
情
報

不
足
で
連
絡
が
と
れ
な
い
。
皆
様
か
ら
の
情
報

提
供
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
。

四
：
第
一
号
、
第
二
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
と

採
決
（
・
質
問 

○
回
答 

★
意
見
）

　
・
松
見
豊
和
（
都
12
期 

法
経 

経
済
）

　

今
期
予
算
に
新
年
会
開
催
費
が
ゼ
ロ
に
な
っ

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
？

○
松
浦
知
彦
事
務
局
長
（
都
15
期 

経
済 

経
済
）

　

新
年
会
は
隔
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
来
年
は
行
わ
な
い
。

　
・
高
見
沢
幸
夫
（
都
12
期 

工
学 

工
化
）

　

入
会
率
は
現
状
で
は
60
〜
65
％
で
推
移
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
95
％
程
度
に
高
め
な
い
と
財

政
状
況
は
厳
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
代
理
徴

収
な
ど
の
手
段
を
取
る
よ
う
大
学
と
協
議
す
べ

き
で
は
な
い
か
？

○
林
総
務
委
員
長　

　

現
状
は
厳
し
い
状
況
で
、
検
討
課
題
と
し
て

い
る
。

　
・
小
野
崎
敏
（
都
５
期 

工
学 

工
業
化
学
）

　

個
人
情
報
を
大
学
と
共
有
し
な
い
と
、
こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
の
で
は
な
い
か
？

○
林
総
務
委
員
長

　

学
生
へ
の
入
会
案
内
は
生
協
も
同
じ
よ
う
に

配
布
し
て
い
る
が
、
生
協
は
90
％
以
上
の
入
会

率
で
あ
る
。
配
布
物
の
中
に
生
協
は
た
く
さ
ん

の
資
料
入
れ
て
お
り
、
そ
の
違
い
が
入
会
率
の

差
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
来
年
の
新
入
学
者

へ
の
資
料
は
内
容
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　
・
廣
瀬
省
蔵
（
都
22
期 

工
学 

建
築
）

　

同
窓
会
は
、
本
来
、
卒
業
生
同
士
の
親
睦
、

交
流
の
た
め
の
組
織
な
の
だ
か
ら
、
卒
業
生
を

多
く
集
め
る
交
流
会
、
新
年
会
を
開
催
し
て
欲

し
い
。
た
と
え
ば
南
大
沢
は
遠
く
て
参
加
が
見

込
め
な
い
か
ら
、
な
る
べ
く
明
治
記
念
館
で
開

催
し
て
欲
し
い
。
ま
た
交
流
会
、
新
年
会
へ
の

参
加
が
少
な
い
が
、
ク
ラ
ブ
関
係
の
Ｏ
Ｂ
会
で

は
、
た
と
え
ば
自
動
車
部
な
ど
２
ク
ラ
ブ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
100
名
以
上
集
め
て
い
る
例
も
あ
る
。

要
は
同
窓
会
の
新
年
会
、
交
流
会
に
対
す
る
働

き
か
け
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
？

○
黒
川
信
副
会
長
（
都 

理
学 

生
物 

28
期
）

　

た
と
え
ば
生
命
科
学
系
で
い
え
ば
、
多
く
の

会
員
に
対
し
て
交
流
会
、
新
年
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
自
動
車
部
な
ど
に
対
し
て

も
声
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。
た
だ
し
明
治
記

念
館
に
す
る
と
会
費
が
１
万
円
近
い
会
費
に
な

る
。
そ
う
な
る
と
参
加
し
に
く
い
。
会
場
に
つ

い
て
は
今
後
も
検
討
し
た
い
。

　
・
大
平
晃
司
（
都
23
期 

法 

政
治
）

　

多
摩
み
や
こ
会
と
い
う
各
種
同
窓
会
を
立
ち

上
げ
、
多
摩
市
を
中
心
に
同
窓
会
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
同
窓
会
を
含
め
た

各
種
同
窓
会
に
な
る
と
補
助
金
が
も
ら
え
る
制

度
に
な
っ
て
い
る
が
、
先
ず
は
会
員
の
デ
ー
タ

を
入
手
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
同

窓
会
と
し
て
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

〇
荻
原
組
織
整
備
委
員
長

　

地
域
同
窓
会
は
各
種
同
窓
会
の
制
度
を
活
用

し
て
ほ
し
い
。

　
・
高
橋
誠
（
都
20
期 

経
済 

経
済
）

　

現
時
点
で
名
称
変
更
記
念
募
金
は
８
７
５
万

円
に
達
し
、
さ
ら
に
７
月
末
か
ら
９
月
に
110
万

円
増
加
し
て
は
い
る
が
、ま
だ
気
は
抜
け
な
い
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
す
る
の
か
？

た
と
え
ば
、
今
後
、
募
金
活
動
を
加
速
す
る
た

め
に
は
、
寄
付
し
た
方
へ
の
御
礼
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
？　

ま
た
、
寄
付
し
た
人
の
名
前

を
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
松
浦
事
務
局
長

　

今
の
と
こ
ろ
は
、
身
近
な
人
に
声
か
け
し
て

い
く
こ
と
で
や
っ
て
き
た
。
本
格
的
に
募
金
活

動
を
強
化
す
る
に
は
、
新
た
な
組
織
を
立
上
げ

る
必
要
が
あ
る
。
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
へ

の
礼
状
は
至
急
送
付
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
林
総
務
委
員
長

　

寄
付
者
の
氏
名
公
表
は
Ｔ
Ｍ
Ｕ
会
報
で
行
う

予
定
で
あ
る
。

　

第
一
、二
号
議
案
が
一
括
し
て
採
決
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

五
：
第
三
号
議
案　

同
窓
会
名
称
の
変
更
お
よ
び

同
窓
会
規
約
の
改
正

　

荻
原
組
織
整
備
委
員
長
よ
り
説
明
さ
れ
た
。

 

・
意
見
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
の
７
割
を

占
め
る
「
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
」
と
す
る
。

こ
の
名
称
な
ら
長
す
ぎ
な
い
し
、
な
じ
み
や
す

い
と
い
う
こ
と
で
支
持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

通
称
は
別
途
、
公
募
す
る
予
定
で
あ
る
。



− 39 −

第
１６
回
首
都
大
学
東
京
同
窓
会
総
会  

議
事
録
抜
粋

日　

時
：
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
11
月
３
日

　
　
　
　
（
日
）
15
時
30
分
〜
15
時
45
分

会　

場
：
首
都
大
学
東
京
南
大
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

出
席
者
：
会
長
・
副
会
長
４
名
・
理
事
・
評
議
員

　
　
　
　

・
正
会
員
計
105
名　

事
務
局
２
名

一
：
松
本
公
一
副
会
長
（
科
技
５
期 

機
械
）
が

司
会
と
な
り
開
会
を
宣
言
し
た
。

　

10
月
19
日
開
催
の
臨
時
理
事
会
で
新
任
さ
れ

た
吉
田
雅
俊
会
長
（
都
23
期 

機
械
）
が
首
都

大
学
東
京
同
窓
会
規
約
第
24
条
第
２
項
の
規

定
に
よ
り
議
長
と
な
り
、
同
議
長
が
河
口
修
理

事
（
都
20
期 

院 

電
気
）
を
書
記
に
指
名
し
た
。

二
：
吉
田
雅
俊
会
長
の
挨
拶
と
15
期
活
動
報
告

 

・
こ
の
度
、
新
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

 

・
２
０
０
５
年
に
都
立
大
、
短
大
な
ど
４
校
を

統
合
し
て
首
都
大
学
東
京
に
な
っ
た
が
、
現
在

の
首
都
大
は
規
模
、
内
容
と
も
に
、
私
が
旧
都

立
大
に
在
籍
し
た
頃
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

 

・
来
年
４
月
１
日
よ
り
大
学
名
が
東
京
都
立
大

学
に
変
わ
る
が
、
卒
業
生
と
し
て
、
ま
た
都
民

と
し
て
、
都
立
大
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

 

・
同
窓
会
の
財
政
基
盤
を
強
化
し
、
都
、
大
学

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
都
立
大
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
。

 

・
第
15
期
の
活
動
に
つ
い
て
は
議
案
書
に
あ
る

の
で
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
こ
と

と
し
て
次
の
２
点
を
挙
げ
た
い
。

①
大
学
の
名
称
が
２
０
２
０
年
４
月
１
日
よ
り

東
京
都
立
大
学
に
な
る
こ
と
が
正
式
に
決
ま
っ

た
。
ま
た
そ
れ
に
伴
い
同
窓
会
の
名
称
も
同
じ

く
４
月
か
ら
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
同
窓
会
は
、
学
生
支
援
を
最
重
点
事
項
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
具
体
策
と
し

 

・
首
都
大
学
卒
業
生
へ
の
配
慮
と
し
て
、
首
都

大
の
存
在
を
将
来
ま
で
き
ち
ん
と
伝
え
る
た
め

に
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
別
途
、
沿
革
を

充
実
さ
せ
て
載
せ
る
。

 

・
同
窓
会
名
称
変
更
に
伴
い
、
同
窓
会
規
約
を

一
部
（
前
文
、
１
・
２
・
３
・
７
、
27
条
、
附
則
）

変
更
す
る
。

六
：
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
と
採
決

　
・
根
谷
崎
武
彦
（
都
10
期 

理 

化
学
）

　

通
称
は
す
ぐ
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
？

○
林
総
務
委
員
長

　

急
い
で
決
定
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。

　
・
内
山
美
津
子
（
都
23
期 
法 

法
律
）

　

会
員
は
平
均
し
て
卒
業
後
ど
の
程
度
経
て
い

る
か
？

○
小
原
弘
道
理
事
（
科
技
３
期 
機
械
）

　

都
立
大
卒
業
生
は
卒
業
後
平
均
し
て
25
〜

28
年
程
度
、
首
都
大
卒
業
生
は
30
歳
少
し
前
の

年
齢
に
な
る
。
同
窓
会
を
い
ろ
い
ろ
な
世
代
交

流
が
出
来
る
場
に
し
た
ら
ど
う
か
。

★
田
中
和
夫
（
都
２
期 

工 

土
木
）

　

通
称
は
早
く
に
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

使
い
や
す
く
な
じ
ま
れ
て
い
る
で
「
八
雲
会
」

を
採
用
し
て
欲
し
い
。

★
山
川
徹
（
都
22
期 

法 

政
治
）

　

通
称
は
Ｔ
Ｍ
Ｕ
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。
た

だ
し
通
称
を
こ
こ
で
決
め
る
の
は
無
理
だ
。

★
上
野
高
暉
（
首
22
期 

教
養 

法
律
）

　

通
称
は
評
議
員
会
で
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。

　

第
三
号
議
案
が
採
決
さ
れ
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

七
：
第
四
号
議
案　

名
称
変
更
記
念
奨
学
金
制
度

の
新
設

　

松
浦
事
務
局
長
よ
り
同
制
度
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
た
。

 

・
奨
学
金
は
返
還
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 

・
毎
年
、
大
学
よ
り
推
薦
を
受
け
、
各
学
部
１

名
ず
つ
に
月
額
３
万
円
を
給
付
す
る
。

八
：
第
四
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
と
意
見
と

採
決

　
・
吉
原
信
男
（
都
11
期 

理 

化
学
）
現
状
で
は

募
金
が
１
０
０
０
万
円
程
度
集
ま
っ
て
い
る

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
す
ぐ
枯
渇
す
る
。
今
後
、

募
金
活
動
を
ど
う
す
る
？

○
松
浦
事
務
局
長　

た
し
か
に
こ
の
程
度
で
は

３
〜
４
年
で
財
源
が
枯
渇
す
る
。
今
あ
る
寄
付

金
制
度
を
活
用
し
て
拠
出
を
募
り
、
永
続
的
に

維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

★
吉
田
雅
俊
（
都
23
期 

工 

機
械
）
継
続
寄
付
、

遺
贈
寄
付
制
度
を
設
け
た
ら
ど
う
か
？

　
・
小
松
芳
雄
（
都
11
期 

法
経 

経
）
奨
学
金
募

金
規
定
の
第
10
条
に
「
受
給
者
は
…
同
窓
会
活

動
に
参
加
、
協
力
す
る
よ
う
…
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
受
給
者
は
強
制
的
に
同
窓
会
活
動
に
携

わ
る
よ
う
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

○
林
総
務
委
員
長　

強
制
し
て
も
実
効
が
な
い

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に

し
た
。

　

第
四
号
議
案
が
採
決
さ
れ
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

九
：
第
五
号
議
案　

理
事
・
監
査
改
選

　

林
総
務
委
員
長
が
旧
東
京
都
立
大
学
同
窓

会
、
旧
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
、
旧
青
鳩
会
、

首
都
大
学
東
京
卒
業
生
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
評
議

員
よ
り
理
事
を
選
出
し
た
経
緯
と
理
事
改
選
名

簿
及
び
監
事
候
補
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

第
五
号
議
案
が
採
決
さ
れ
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
評
議
員
会
は
一
時
休
憩
し
、
そ
の

間
に
別
室
で
会
長
、
副
会
長
選
任
を
す
る
臨
時

理
事
会
が
開
か
れ
た
。
臨
時
理
事
会
終
了
後
、

評
議
員
会
を
再
開
し
、
臨
時
理
事
会
議
長
の
吉

田
俊
雄
理
事
よ
り
新
し
い
理
事
役
員
名
簿
が
発

表
さ
れ
た
（
４
ペ
ー
ジ
理
事
役
員
名
簿
参
照
）。

　

ま
た
理
事
の
定
員
に
達
し
て
い
な
い
首
都
大

出
身
理
事
と
し
て
上
野
高
暉
（
首
２
０
１
６
年

入
学 

教
養 

法
律
）
の
立
候
補
が
諮
ら
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

15
時
50
分　

林
議
長
が
閉
会
を
宣
言
し
た
。

て
、
大
学
の
名
称
変
更
を
記
念
し
て
、
同
窓
会

と
し
て
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
る
奨
学
金
制

度
を
創
設
し
、
そ
の
た
め
の
募
金
活
動
を
開
始

し
た
。
た
だ
し
募
金
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
お

ら
ず
、
今
後
は
よ
り
強
力
に
推
進
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

三
：
林
正
弘
評
議
員
会
議
長
に
よ
る
第
16
回
評
議

員
会
報
告

　
（
議
案
や
質
疑
に
つ
い
て
は
前
項
の
第
16
回
評

議
員
会
議
事
録
参
照
）

 

・
評
議
員
会
で
は
各
議
案
の
説
明
の
後
、
活
発

な
議
論
と
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
各
議
案
と
も

ほ
ぼ
満
場
一
致
で
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。

四
：
閉
会

会
長
が
閉
会
を
宣
言
し
た
。

　

そ
の
後
、
引
き
続
き
同
じ
会
場
に
お
い
て
上

野
淳
学
長
よ
り
首
都
大
学
の
現
状
と
「
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

学
長
の
お
話
の
後
、学
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ル
、

ヴ
ェ
ソ
ン
ベ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
交
流
会
が

和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お
知
ら
せ

　

同
窓
会
報
発
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ

れ
た
た
め
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
10
月
13

日
（
土
）
開
催
の
第
15
回
評
議
員
会
、
な
ら
び

に
同
年
11
月
３
日
開
催
の
第
15
回
総
会
の
議
事

録
抜
粋
が
、
紙
幅
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
議
事
録
は
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

議
事
録
の
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
か
メ
ー
ル
で
同
窓
会
事
務
局
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
に
つ
い
て
は
巻
末
の
奥

付
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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維持寄付金受領のお礼

ご 報 告 と お 願 い

　
維持寄付へのご賛同有難うございました。

　新しい寄付制度による「維持寄付」については、皆様
のご協力により、終身会費の納入後 10 年以上経過され
た方々約 9,600 名のうち、制度創設以来、3,000 名を超
える多くの皆様から、約 3,200 万円のご寄付をいただき
ました。
　同窓会の収支に大きな力となっております。
　大変ありがたく、感謝申し上げます。
　特に、現役学生に対する支援は、同窓会としても、今
後もっともっと力を入れていきたいと考えております。
　引き続き皆様のご支援、ご協力をお願いいたします。
第 15 期（2018. ８. １〜 2019. ７.31）の実績は、右記の
とおりです。

Ⅰ　維持寄付
１．終身会員で 10 年以上経過の方 136 名 約 252 万円
２．その他の方　　　　　　　　 　 45 名 約  66 万円

Ⅱ　目的寄付　　　　　　　　　　 　22 名　　35 万円
Ⅲ　寄付頂いた方の名簿は、以下のとおりです。（敬称略）

１．維持寄付名簿（終身会員で、納入後 10 年以上経
過された方から寄付頂いた方です）

２．目的寄付名簿
３．維持寄付名簿（上記以外の方です）

＊大学名なしは旧都立大学、科は旧科学技術大学、医は旧医療技
術短大、首は首都大学東京の略

　氏　　名   卒期	学科
藤倉　　和明	 1	 英文
長谷部　和夫	 1	 土木
河村　　　襄	 1	 工化
橋本　　具久	 2	 法学
金子　　武司	 3	 経済
君島　　久子	 2	 中文
神足　　勝丈	 4	 機械
小松原　久夫	 5	 英文
角田　　延夫	 5	 物理
阿川　　　清	 6	 法学
松川　　　昭	 6	 数学
柳原　　榮一	 6	 化学
中杉　　録郎	 6	 機械
本間　　　隆	 6	 建築
新楽　　大輔	 7	 英文
澤井　　　泰	 7	 法学
宮田　　元範	 7	 化学
長谷川　益男	 7	 工化
湯原　美陽子	 7	 国文
近藤　　　裕	 8	 中文
柏原　　哲治	 8	 法学
藤岡　　　昭	 8	 法学
蒲田　　哲也	 8	 経済
南部　　　敦	 8	 化学
林　　　恭輔	 8	 機械
吉田　　英行	 8	 機械
佐藤　　利明	 8	 工化

仲達　　節夫	 9	 法学
草野　　弘久	 9	 土木
市岡　　康子	10	社会
浦野　　雄二	10	経済
髙野　　健一	10	経済
長崎　　邦夫	10	経済
神尾　　　裕	10	機械
篠﨑　　次郎	10	機械
富田　宇司雄	10	土木
吉川　　　武	10	建築
横山　　民司	10	独文
吉本　　幸一	11	経済
吉原　　信男	11	化学
横山　　玲子	11	生物
堀江　　昭彦	11	機械
横手　　久典	11	機械
今道　　周雄	11	電気
森　　佐美雄	11	電気
大槻　　　晃	11	化学
小川　　正恭	12	社会
黒田　　　亘	12	法学
松見　　豊和	12	経済
金田　　房江	12	化学
太田　　　弘	12	電気
友松　　知宏	12	電気
山崎　　淳子	13	英文
古関　　吉樹	13	法学
喜多村　允彦	13	経済

石坂　　　直	13	機械
小原　　健一	13	機械
泰山　　英樹	13	土木
志波　　直男	13	建築
川辺　　　昇	14	法学
黒石　　　輯	14	経済
河野　　邦宏	14	経済
田口　　　裕	14	経済
田村　　俊夫	14	数学
渡辺　　榮一	14	物理
大部　　一夫	14	化学
浅田　　陸夫	14	工化
安藤　　邦雄	14	工化
森　　　妙子	15	心理
中島　　暉允	15	法律
横山　　征児	15	法律
神山　　昌美	15	政治
松浦　　知彦	15	経済
石川　　琢磨	15	物理
小暮　　　攻	15	物理
鶴田　　光子	15	物理
速水　　国基	15	機械
前川　　潤二	15	機械
市瀬　　正寛	15	電気
根本　　　洋	15	土木
伊藤　　嘉人	16	法律
大内　　忠夫	16	法律
浜本　　欣也	16	法律

海野　　八尋	16	経済
倉橋　　昌司	16	化学
森　　　素子	16	化学
服部　セツ子	16	地理
浜田　　敏男	16	電気
高木　　　攻	16	土木
北村　　直樹	16	土木
佐治　　悦子	17	史学
相沢　　将雄	17	経済
喜入　　　博	17	地理
崎山　　武俊	17	電気
京才　　俊則	17	土木
永田　　　巍	17	建築
石井　　晴一	17	工化
皆川　　勇夫	18	法律
鈴木　　一𠮷	18	経済
牧　　　英樹	18	土木
大貫　　憲明	19	経済
長谷部　祐介	19	経済
橋本　　正弘	19	電気
上野　　　淳	19	建築
矢島　　一敏	20	心理
松原　　　暁	20	法律
庄子　　友康	20	政治
土谷　　雅雄	20	経済
細田　　　純	20	工化
宇賀神　　博	21	心理
笹川　耕太郎	21	地理

小林　一三男	21	土木
藤野　　立夫	21	建築
工東　　光夫	21	工化
髙塩　　　博	21	工化
田中　　妙子	22	英文
澤井　　　實	22	経済
髙田　勇紀夫	22	経済
工藤　　英治	22	化学
西田　　三郎	22	地理
大西　　純一	22	機械
斎藤　　泰一	22	電気
廣瀬　　省蔵	22	建築
若本　　英次	22	建築
平　　　幹雄	22	工化
内山　美津子	23	法律
山本　　博司	23	法律
真島　　健一	23	物理
清水　敬一郎	23	機械
中台　　成夫	23	土木
北河　　隆之	24	法律
奥村　彰太郎	24	経済
中島　　豊六	24	経済
伊藤　　隆介	24	物理
秋山　　雅史	24	地理
幸元　　克彦	24	機械
渡辺　　啓一	24	機械
波多野　純一	24	土木
田中　　　努	25	建築

１. 終身会費を納入後 10 年を経過した会員へお願いした「維持寄付」　　2019 年 12 月 31 日現在
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池上　　昌弘	26	法律
岡田　千津子	26	法律
成山　　修一	26	法律
小林　　桂一	26	機械
酒井　　幸夫	26	機械
江川　龍太郎	26	電気
江崎　　敦雄	26	工化
林　　　裕子	27	史学
豊田　　文明	27	独文
大竹　　悦子	27	法律
木村　　光江	27	法律
竹井　亜矢子	27	法律
島田　　公男	27	数学
諸貫　　信行	27	機械
島田　　　敬	27	土木
福富　　　眞	27	土木
松葉　　　元	27	工化
山田　　輝久	27	工化

林　　　敬久	28	史学
小島　やす子	28	法律
高橋　　友三	28	経済
田中　　恒男	28	土木
吉田　　光美	29	国文
小柳　えり子	29	英文
栗山　　　学	29	法律
大江　　理一	29	機械
三浦　　克典	29	電気
森川　　誠司	29	土木
石井　　　洋	30	史学
米丸　　健一	30	英文
大橋　　道夫	30	法律
田中　　正志	30	生物
河合　　利彦	30	電気
太田　　武彦	30	土木
佐藤　　武志	30	建築
三澤　　昌孝	31	史学

大内　　章生	31	法律
石川　　博之	31	電気
具　　　滋弘	32	経済
山下　　秀人	32	経済
松山　　哲郎	33	英文
深山　　昌敬	33	物理
塩月　　知道	33	土木
宮地　　貢二	33	土木
佐藤　　史子	34	心理
岩崎　　真人	34	法律
宮坂　　正俊	35	建築
中村　　純子	35	英文
高橋　　賢一	36	教育
石原　　潤子	医1	看護
福田　　利津	37	経済
松岡　　邦枝	37	化学
根津　　克己	37	地理
大塩　　　真	37	機械

笹山　　　博	37	土木
浦　　　　誠	科1	管理
松永　　洋子	医1	地域
瀧本　　志野	38	教育
川井　　正則	38	経済
高橋　　浩也	38	物理
鈴木　　達也	38	土木
清　　ひろ子	39	生物
田中　　陽一	39	電気
堀江　　　司	科3	管理
坂本　　静代	医4	看護
白壁　　桂子	40	社福
北田　　祥規	40	電気
高部　　明敏	41	英文
石井　　孝之	41	政治
佐多　　博暁	41	工化
小川　　恵子	医7	看護
武田　　清志	43	経済

鈴木　恵理子	44	社会
陸川　　浩司	44	電気
中村　　耕太	44	工化
髙見澤　治子	医9	作業
紺野　　　誠	46	政治
宇佐　　英幸	医12	理学
宇佐　　桃子	医12	理学
濱村　　将史	49	電気
惠比壽　美和	48	都市
安藤　　彰信	50	教育
菊池　さや佳	50	国文
上継　　康平	51	政治
藪　　謙一郎	52	精機
山口　　貴史	53	社会
野口　　賢一	54	政治
首藤　　康志	54	工化

２. 学生支援を目的とする「目的寄付」

３. 目的を定めない一般的な「維持寄付」

　氏　　名   卒期	学科
津田　　　明	 1	 物理
吉岡　　正章	 3	 工化
岡本　　弘道	 4	 法学
光藤　　康子	 9	 社会

小松　　芳雄	11	経済
杉村　　哲雄	12	法学
松浦　　知彦	15	経済
浜本　　欣也	16	法律
堀　　那華雄	17	化学

喜入　　　博	17	地理
中島　　平三	18	英文
矢島　　直子	19	英文
対馬　　路人	21	経済
藤野　　立夫	21	建築

伊藤　　克博	28	生物
尾崎　　厚司	37	土木
岡田　　結花	医3	看護
高橋　　雅之	40	法律
小林　　　元	40	経済

原田　　　亮	44	政治
野口　　賢一	54	政治
芝田　　健仁	首2018	物理

　氏　　名   卒期	学科
神田　彌一郎	 2	 経済
小松　　弘昌	 3	 工化
吉岡　　正章	 3	 工化
西本　　一成	 4	 経済
武居　　文彦	 7	 化学
石井　　暢夫	 8	 機械
光藤　　康子	 9	 社会
江幡　　吉信	10	経済
中野　　雅博	10	経済

長田　　貴雄	11	電気
川辺　　　昇	14	法学
堀内　　洋治	14	電気
小林　　美恵	15	史学
松浦　　知彦	15	経済
加島　　　聰	14	土木
髙橋　　久明	16	経済
柳川　　　修	16	経済
田中　　節子	18	史学
中島　　平三	18	英文

太田　冨士夫	18	工化
八木　　　宏	18	工化
矢島　　直子	19	英文
吉原　　章彦	19	建築
中林　　一樹	18	建築
柿堺　　　至	20	土木
戸辺　　文博	21	建築
小山　　善生	23	化学
内田　　宏壽	25	経済
中谷　　光弘	25	機械

加藤　　　久	26	経済
押久保　良雄	27	法律
山岸　　　健	27	化学
佐藤　　好男	27	土木
松吉　　俊治	29	経済
中村　　裕子	32	独文
鈴木　　　聰	32	電気
富田　　　諭	33	史学
青木　　規雄	35	経済
西形　　勝宏	医1	放射

半田　　勝也	39	法律
小林　　　元	40	経済
齋藤　　夕子	医7	地域
上原　　逸誉	46	化学
伊藤　　　光	47	法律
栗原　　純子	47	建築
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　　　2018（平成 30）年度　東急八雲会

　東急八雲会は、東急電鉄・東急不動産・東急建設等
の東急グループ各社の本学出身社員・OB によって構
成されており、現在の会員数は 126 名です。年に一度、
懇親会を開催して会員同士の交流を深めています。
　昨年度は、2019（平成 31）年３月６日（水）に東
急グループのホームタウン・渋谷エクセル東急ホテル
で開催され、年度末の多忙な時期に関わらず、現役社
員からOBまで、幅広い世代から39名が参加しました。
　当日は、会長である東急不動産株式会社　植村仁代
表取締役服会長の挨拶、東急建設株式会社　根本誠之
常務執行役員による乾杯の後、歓談が始まりました。
途中、新入会員の紹介、グループ各社（東急設計コン
サルタント、東急保険コンサルティング、東急住宅リ
ース等）からの近況報告などが行われました。その他
にも、学生時代に管弦楽団に所属していた東急リバブ
ル株式会社　上野祥吾氏によるオーボエの生演奏、別

途開催されている若手会の報告など、グループ内の幅
広い会社で活躍するメンバーらの個性ある出し物で大
変盛り上がり、例年同様に世代・会社・役職等を超え
た貴重な交流の場となりました。
　今後も東急グループの様々な業種、世代の同窓生と
情報交換が出来る貴重な交流の場として、多くの若手
社員にも参加頂きながら、継続的に開催していきたい
と思います。
　　　飯星　　明（平成 12 年・工学部・建築学科卒）
　　　　　　　　　　　　　　　　（東急不動産勤務）

　　　22 期建築工学科同期会

　昨年５月 11 日（金）12 時より、完成間近い新国立
競技場を見下ろせる素晴らしい立地のレストラン、竹
中工務店の福利施設である「アルコ」において「22
期建築工学科同期会」を開催しました。
　しゃぶしゃぶに舌鼓をうち、食後もラウンジで歓談
して、15 時過ぎ心残りでしたが解散しました。
22 期生は昭和 45 年（1970 年）に都立大学に入学しま
した。その年は東大入試の中止、入学時は大阪万博開
催中、入学後は大学紛争真っ盛りで騒然とした時代で

した。卒業の頃はオイルショックで世の中は大混乱の
時代でした。苦境の中でも無事卒業し、同期生は今日
まで強い絆を持って、今や古希を迎える年代となりま
した。建築科の同級生同士で結婚した人もいて、一番
多いい人は８人も孫がいます。これからも元気で毎年
１回は同期会を開きたいと思っています。

　　　関ゼミナール・恩師を偲ぶ会

　経済学部「関ゼミナール」（社会思想史）の OB は、
恩師関嘉彦先生が亡くなって 13 年目にあたる今年の
５月、八雲クラブで「先生を偲ぶ会」を開催し、70
歳から 80 歳を越える「教え子」達が集まりました。
　　「大学を出ても、1 日最低 15 分はハードカバーの
本を読むこと」、「急いで結婚はしないこと」などの先
生の「教え」を酒の肴にして、先生が愛飲されたウィ
スキーも出され、話が弾みました。当日は先生の娘さ
んお二人にもご参加いただき、私達が知らなかった先
生の一面についてお話を伺うことができました。
　関ゼミには、「サブゼミ」を通じて先生の薫陶を受
けた理工系の OB も半数近くいます。
　先生は 1912 年生れで、戦前の自由主義思想家の河

合栄治郎の門下生であることが知られています。
　1949 年から 20 年間東京都立大学に在職され、この
間、1960 年には民主社会党結成に際し、党綱領の起
草にあたられました。都立大退官後は、森嶋通夫さん
と文藝春秋誌上での防衛論争や、民社党所属の参議院
議員としてのご活躍があります。
　高潔な人柄とぶれない思想の人から学ぶことを得た
ことは、私達の幸運であり誇りです。（19 期・大久保）
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　　　漕艇部創部 70 周年記念式典

　八雲艇友会（漕艇部 OB 会）が 2019 年 11 月 23 日、
南大沢キャンパス内国際交流館で開催された。
　来賓の上野学長は「漕艇部の 70 周年記念式典に招
かれ、たいへんうれしく思う」と熱く語られた。
　国体使用艇の払い下げからスタートし、アルバイト
での自艇建造・大学からの新艇建造（過去には、進水
式に総長出席も）を受け活動しているが、ここ十数年
は、部員減に悩み、何度も何度も廃部の危機を迎えな
がらも、何とか乗り越え活動を続けている。
　現在部員数 15 名（４年０名・３年１名・２年５名・
１年９名）で、他大学漕艇部と比べ合宿日数が少な
い中、我々なりの「未経験者を育成してのレース出場
と戦略」を模索しているが、残念ながらいまだ対外試
合での成績には結びついていない。が、OB・現役共、
この式典を「更なるステップアップ」への確実な一歩
とすることを誓っている。
　創部の経緯としては、昭和24年５月15日入学式（397
名）直後、高校でのボート経験者と兄がボート部の二
人が、戸田に前年の国体使用の艇があることを知り、
仲間を誘いボートを楽しむ内、艇を自分たちのものに
したくなり、学生課と体育科を通して都と払下げ折衝
するも、受皿団体としての漕艇部創部が必要となり、
最終的には柴田初代総長の支援も受け、秋の創部（昭
和 24 年 11 月１日）となった。
　翌 25 年５月１日、運動部連合設立時には、千葉法
学部教授を部長に、真っ先に登録した。
　　　　　（八雲艇友会　第十二代会長　米山　哲夫）

　　　21 期建築同期会（昭和 48 年卒）

　大学紛争があった年に入学した 21 期建築学科卒の
同窓生は、35 名（内１名は物故者）で全員が男性で
す。卒業後、しばらくは中目黒の大樽などで年末に同
期会を開催していたのですが、その後は八雲クラブを
使うようになり、20 年以上はここを会場にして毎年 2
月に開催しています。幹事の私がおでんの具やお新香
などを入れたナップサックを担いで渋谷の八雲クラブ
に行き、手伝いに早めに来てくれた２人と 14 人分の
食器類の準備やお新香のカット、おでんの煮込みを大
鍋でしました。ネット注文した酒類がカクヤスから午
後６時前に配達され、お寿司の 14 人分の桶が銀のさ
らから届き、定刻よりも早く、５人が揃ったところで
飲みながら料理を食べ始めました。６時半ころには参
加予定の大半が集まり、順番に参加者から近況報告を
して貰いました。現在の仕事の状況や家族関係のこと

など、質問を適時、挟んで進めました。参加者の半分
近くが働き続けていて、６時の開始は会社勤めをして
いる人には少し早かったようです。全員で記念撮影を
行って、８時半には片づけを始め、後始末をして９時
前には解散しました。
　同窓会が所有している八雲クラブが渋谷駅から徒歩
５分の便利なマンションの中にあるので、快適に同期
会を開催することができます。準備や片付けの手間が
かかりますが、一人当たり 2500 円の会費で、１人前
1300 円程の美味しいお寿司を食べながら、たっぷり
と飲むことができました。名簿を整備してメールを使
うと、手間もあまりかからずに開催準備ができます。

　　　2019 年度八雲三六会

　1961 年度理学部化学科生は数年前に傘寿をむかえ
たが、相変わらず年に一度の同期会を開いている。さ
すがに 80 路を越えた集団なので「元気に全員集合」
というわけにはいかず、次第に出席メンバーは固定化
の方向にあるが、それでも卒業時 30 数人のうちの半
数前後が毎年顔合わせを心待ちにしている。
　我々のころの都立大学はリベラルをモットーとして
いた旧制都立高校時代の伝統が息づいており、自由な
学生時代を謳歌していた。専攻する学科も教養課程の
１年時には決められず、２年時に進学するときに志望
学科を決めていた。
　入学時、右も左もわからないまま専攻学科を決める
より、入学後教養科目を学ぶうちにじっくり時間をか
けて専攻を決める選択方法は、よい方法だったと思う。
残念ながら人気のある志望学科に希望者殺到の傾向が
あったため、我々の卒業の頃には入学時に学科を決め
る方法に決めざるを得なかったのは大学側としても苦
渋の選択だった。
　前回の八雲三六会は 2019 年 11 月 12 日（火）正午、
横浜・山手の KKR ポートヒル横浜に会員 14 人と夫
人１人が集まり、昼食をともにしながら、にぎやかに
歓談のひとときを過ごすことができた。
　　　　　　　　　　根谷崎　武彦（都９・理・化）
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　　　合氣道部創立 50 周年記念式典

　首都大学東京合氣道部と八氣会（OB・OG の組織）
は、昨年 2018 年 12 月 1 日に、創立 50 周年の記念式
典を快晴の南大沢キャンパスで開催しました。
　式典では、演武会とレセプションを開催しました。
　前半は、「心身統一合氣道会」藤平信一会長のご臨
席を得て、アリーナを会場に記念演武会を開催しまし

　　　自動車部「創部 60 周年記念パーティー」を開催

　1958 年に発足した自動車部は、2019 年２月２日（土）
に渋谷東急 REI ホテルで「創部 60 周年記念パーティ
ー」を開催した。出席者は総勢 60 名、元監督、元顧
問をはじめ、創立メンバー他 OB&OG が約 50 名、そ
れに府大 OB １名、現役部員８名が参加した。
　記念挨拶として、創立メンバーの W 氏に創部の経
緯と当時の活動状況を高齢にもかかわらず活き活きと
語っていただき 60 年前の情景が沸々と甦り会場は一
気に盛り上がった。
　乾杯の後、「自動車部歴史スライド」が２回に分け
て映し出され、全員で自動車部 60 年の歩みを共有し
つつ、OB&OG のスピーチ、現役部員報告が行われ、
笑顔が溢れた。
　また会場には、「自動車部　活動の推移」が映し出
され、この 60 年間の自動車部活動の中心が、世の中
の激変の中で、「ラリー」、「ダートトライアル」、「ジ
ムカーナ」、「サーキット走行」、「軽耐久レース」と、
姿かたちを大きく変えてきた様子が浮き彫りにされた
一方で、会場での寄せ書きには、「車好きの DNA は、

た。在校生、招待校（７校）、卒業生、師範による演
武が華々しく披露されました。（注：「一般社団法人心
身統一合氣道会」は歴代師範と卒業生が属する組織）、
後半は、首都大学上野学長、藤平会長、首都大合氣道
部髙山師範をお招きし、記念レセプションを学内のル
ヴェソンヴェールで開催し約 80 名が出席しました。
　記念誌作成、演武会の動画記録保存、大学名の変更
に伴う新部旗の贈呈なども行われました。
　　　（19 期・経済・大久保　正雄　八氣会事務局長）

きっちり受け継がれてきた」などと書かれていた。
　パーティーに先立って、「旧・都立大キャンパス跡
地（目黒・深沢）見学ツアー」が行われ、特に自動車
部のガレージ等活動拠点を中心に当時を懐かしんだ。
　３月には、OB&OG 会誌「ているらんぷ」の「特別
増刊号（60 周年記念特集）」が発行される。そして、
今年は、「都立大」が復活し、自動車部のユニホーム
の背中の文字も改まり、還暦を越えた自動車部のセカ
ンドステージが動き出す。
　　　　　　　　　　　佐々木　功（都 20・経・経）

設住宅の住民の方々、また仮設住宅の住民の方々同士
の交流を図ってきました。現地での活動だけでなく、
大学祭で陸前高田の様子や ATO の活動の様子を展示
し、まめぶ汁という岩手県の伝統料理を出し物にする
ことで、陸前高田の当時の状況や陸前高田の良さを私
たちなりに広報してきました。活動を続けていくと陸
前高田の方々の温かさや優しさにふれ、たくさんの大

切なことをいただいた活動であったと感じています。
　私たちの活動拠点であった仮設住宅の集約に伴い
ATO は今年度をもって活動終了という形になりまし
たが、卒業して各々が働いていてもなお、メンバーそ
れぞれの思いは陸前高田の人々とともにあります。最
後になりましたが、私たち ATO の活勣をご支援して
いただいたすべての方々に深く感謝申し上げます。
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　　　学術探検会 OB 会が開催されました

　学術探検会は栃木県の渡良瀬遊水地をホームグラウ
ンドに、熱気球で日本各地を飛んできました。読者の
中には八雲キャンパスで係留気球に乗られた方もいら
っしゃるのではないでしょうか。卒業後、OB たちは
飛ぶ機会がなくなりましたが、現役学生たちはメーカ
ーから購入した「クイナ」を使って国内の大会にも参
加しており、気球界では最も長く活動している大学の
一つです。
　２年前に OB 有志が集まり、旧交を深めたのを契機
に、今年も 1 月 26 日（土）に新宿「縁（えにし）」に
26 人が集まり、ワイワイと時間を忘れて OB 会を楽
しみました。昭和 57 年卒業から平成元年卒業まで、
懐かしい顔が揃いましたが、卒業以来、再会していな
い OB,OG も多く、近況報告と昔話に盛り上がり、も
うすぐ定年だ、孫が生まれたと 40 年の時間を感じつ
つ、中には 10kg 太ったとかで、誰だっけ？という方
もいらっしゃいましたが、結局は、みんな変わってい
ない！というのが結論でした。○○に会いたい、私は
年賀状で連絡が取れるなど、更にメンバーが広がって
行きそうな勢いです。早くも来年の新年会を予約して、
2020 年 1 月の最終土曜日に第 3 回 OB 会開催の運び
になりました。次回は参加者がさらに増えて、お店の
予約スペースを倍増するのが目標です。朝まで飲んだ、

まだまだ若いグループ
もあったようですが、ま
た来年、元気に再会する
ことを約して解散とな
りました。学生時代に
できた絆は、社会人に
なっても続いているこ
とを実感した次第です。

　　　　　　　　　　倉科　芳朗（都 31・工・機械）

　　　オケラの会

　オケラの会はオーケストラの草創期からの部員たち
が 2001（平成 13）年より毎年 12 月に八雲クラブに集
まって催す懇親会である。1963（昭和 38）年卒業か
ら 1971（昭和 46）年卒業までの還暦を疾うに過ぎて
いる OB・OG が渋谷に集結して 1 年間の暮らしをお
互いに披露しあう。写真は 2018（平成 30）年 12 月に
八雲クラブで開催された恒例のオケラの会で、生涯現
役を宣言した者もいれば、相変わらずオケにはまって
音楽と縁が切れずにいる者、ゴルフにどっぷり浸かっ

TMUPLAZA

ている者、趣味三昧に悠々と身を任せている者等々多
彩である。
　東京都立大学管弦楽団は 1961（昭和 36）年 1 月に
都立大学自治会より部として承認されたがこの時の部
員は 22 名、同年 4 月に 15 名の新入生が入部、指揮者
として小宮徳文氏をお迎えした。翌年の 1962（昭和
37）年には 13 名、1963（昭和 38）年には 18 名が入
部し大きく飛躍した。部員達は初めて楽器を手にする
初心者が殆どであったが、生活の拠点は部室に置いて
練習に励み、たまには授業に出向くという熱心さで実
力をつけ、部としても団結を固めていった。 そして
この年の 6 月に新宿厚生年金会館で第 1 回の定期演奏
会を開催、翌 1964（昭和 39）年には第 2 回の定期演
奏会を杉並公会堂で開催、以後毎年定期演奏会を開催
し現在に至っている。また 1961（昭和 36）年 12 月に
オケラの部報「シンフォニア」第 1 号を発刊し現在も
継続して発刊されている。
　2021 年にはオーケストラ（管弦楽団）が発足して
60 年になる記念すべき年なので、首都大学の現役及
び OB・OG、旧都立大学の OB・OG が一堂に会する
のもよいのではないか。
　　　　　　　　　諏訪内　幹弘（都 13・工・機械）

　　　荒キャン東北応援隊活動終了

　この度、荒キャン東北応援隊（以下 ATO）は約８
年に渡る活動を終了いたしました。私たちは常に「陸
前高田市の皆さんにとって本当に必要なものは何だろ
うか」という疑問を持ちながら仮説住宅を中心に活動
してきました。
　活動当初は現地の方々の生活が不安定で、移動手段
も失われてしまっていたため、現地のニーズ調査や車
での買物の同行といった活動から始まりました。その
ニーズをもとに被災者の方々のために何ができるかと
部員同士で考え、荒川区の住民の方々からいただい
た本を配る活動を行いました。その後は理学療法学科
や作業療法学科の特長を生かして、仮設住宅でお茶を
飲みながら手芸やマッサージを行うことで ATO と仮
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首都大学東京同窓会  会計報告 財務委員長　吉田　俊雄

八雲クラブ運営委員会第16期予算
（2019年８月７日現在）

支　出　の　部
印 刷 発 送 費 1,484
サロン運営費 500
講　師　謝　礼 110
人　　件　　費 350
交　　通　　費 89
通　　信　　費 64
清　　掃　　費 108
手 数 料 支 払 66
雑　　　　　費 235
八雲クラブ委員会費 150
振 込 手 数 料 3
予　　備　　費 50
　合　　計  3,209

収　入　の　部
前年度より繰越金 3,119
会 員 ・ 会 費 1,200
サロン参加費 310
ビジター利用料 500
雑　　収　　入 0
一般会計助成金 864
繰 越 金 活 用 335

　合　　計  3,209

単位：千円

財 産 目 録
（2019年７月31日現在）

（備考）繰越終身会費（10年で償却受入れ）（注）
　　繰越金内訳
　　一般会計繰越金 49,680,824
　　特別会計繰越金 4,741,820
　　　　　　　　　小　計 54,422,644
　　基　　本　　金 50,000,000
　　　　　　　　　合　計 104,422,644

　　東京都立大学への名称変更記念募金特別会計繰越金 8,505,825

単位：円

支　出　の　部
会 報 制 作 費 6,495,200
会 報 発 送 費 5,256,924
会員情報管理費 3,008,420
会　　議　　費 1,311,126
交流会開催費 614,720
新年会開催費 1,351,975
通　　信　　費 500,307
学 生 支 援 費 2,746,831
事　　務　　費 417,162
人　　件　　費 5,584,760
八雲クラブ運営費 864,000
八雲クラブ賃借料 2,280,000
イ ベ ン ト 費 365,605
組 織 強 化 費 469,423
雑　　　　　費 63,684
振込手数料等 794,446
事務所使用料 201,800
ＯＡ環境整備費 500,320
入 会 促 進 費 961,123
会費納入促進費 266,328
予　　備　　費 0
　小　　計 34,054,154
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,680,824
　合　　計 83,734,978

収　入　の　部
前年度繰越金 49,680,824
入　　会　　金 22,260,000
維　持　会　費 6,066,000
交流会参加費 353,000
新年会参加費 758,500
預　金　利　子 820
雑　　収　　入 150,864
繰　　入　　金 4,124,970
　小　　計 34,054,154
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 83,734,978

第15期決算（一般会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 586,498
データベース改定 0
一般会計への繰入金 4,124,970
　小　　計 4,711,468
当年度過不足額（収入－支出） －1,185,328
次年度繰越金 4,741,820
　合　　計 9,453,288

収　入　の　部
前年度繰越金 5,927,148
目　的　寄　付 351,000
維　持　寄　付 657,140
維持寄付（終身） 2,518,000
　小　　計 3,526,140

　合　　計 9,453,288

単位：円

第15期決算（特別会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日 単位：円

支　出　の　部

ゆうちょ銀行振込手数料 81,770
みずほ銀行振込手数料 2,808
　小　　計 84,578
当年度過不足額（収入－支出） 8,505,825
次年度繰越金 8,505,825
　合　　計 8,590,403

収　入　の　部
前年度繰越金 0
ゆうちょ銀行募金口座 7,739,500
みずほ銀行募金口座 850,903

　小　　計 8,590,403

　合　　計 8,590,403

第15期決算（東京都立大学への名称変更記念募金特別会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日 単位：円

支　出　の　部
会 報 制 作 費 4,685
会 報 発 送 費 2,824
会員情報管理費 3,000
会　　議　　費 1,380
交流会開催費 821
新年会開催費 0
通　　信　　費 400
学 生 支 援 費 4,940
事　　務　　費 500
人　　件　　費 5,499
八雲クラブ運営費 864
八雲クラブ賃借料 2,280
イ ベ ン ト 費 380
組 織 強 化 費 580
雑　　　　　費 71
振込手数料等 800
事務所使用料 568
ＯＡ環境整備費 560
入 会 促 進 費 975
会費納入促進費 0
予　　備　　費 100
　小　　計 31,227
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,681
　合　　計 80,908

収　入　の　部
前年度繰越金 49,681
入　　会　　金 22,000
維　持　会　費 5,871
交流会参加費 440
新年会参加費 0
預　金　利　子 1
雑　　収　　入 1,065
繰　　入　　金 1,850
　小　　計 31,227
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 80,908

第16期予算（一般会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 310
データベース改定 0
一般会計への繰入金 1,850
　小　　計 2,160
当年度過不足額（収入－支出） 179
次年度繰越金 4,921
　合　　計 7,081

収　入　の　部
前年度繰越金 4,742
目　的　寄　付 227
維　持　寄　付 429
維持寄付（終身） 1,683
　小　　計 2,339

　合　　計 7,081

単位：千円

第16期予算（特別会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日 単位：千円

支　出　の　部

ゆうちょ銀行振込手数料 623
みずほ銀行振込手数料 22
　小　　計 645
当年度過不足額（収入－支出） 64,876
次年度繰越金 73,382
　合　　計 74,027

収　入　の　部
前年度繰越金 8,506
ゆうちょ銀行募金口座 58,969
みずほ銀行募金口座 6,552

　小　　計 65,521

　合　　計 74,027

第16期予算（東京都立大学への名称変更記念募金特別会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日 単位：千円

　資 産 の 部
１　首都大学東京同窓会現金・預金
　　①現　　　金　手許在高 42,798  
　　②普 通 預 金 104,341,360  
 （内　基本金　50,000,000） 
　　　　　　　　　みずほ銀行　南大沢支店 93,390,050  
　　　　　　　　　三菱ＵＦＪ銀行　多摩センター支店 10,951,310  
　　③郵便振替口座 　  
　　　　　　　　　首都大学東京同窓会 38,486
　　　小　　　　計 104,422,644
２　東京都立大学への名称変更記念募金・預金
　　①普 通 預 金
　　　　　　　　　みずほ銀行　南大沢支店 848,095  
　　②郵便振替口座 　  
　　　　　　　　　東京都立大学への名称変更記念募金 7,657,730  
　　　小　　　　計 8,505,825  
３　造　　　　作　八雲クラブ借室改修費用 0  
４　投資有価証券　㈱都立大学同窓会サービス株式（1,750株）
 87,500,000  
　　　資 産 合 計 200,428,469  
　負 債 の 部
１　前 受 会 費（繰越終身会費） 22,482,000  
２　リース残高（積水リース株式会社） 430,150  
　　　負 債 合 計 22,912,150  
　　　差引正味財産 177,516,319  

訃　　　報
　ご逝去された先生方および同窓生の方々のうち事務局にお知らせのあった方を謹んでご報告
申し上げ、心からの哀悼の意を表します。　　　　　　　　　　　　　　（2019年12月31日現在）

氏　　  名 所　　　  属 逝去年月日 氏　　  名 所　　　  属 逝去年月日

倉　沢　　　進   名　誉　教　授
（都立大・人文学部） 2019. 07. 28

詫　摩　武　俊   名　誉　教　授
（都立大・人文学部） 2018. 12. 30

野　川　貴　久 都１・人文・法学 2019. 02. 16

藤　倉　和　明 都１・人文・英文 2019. 09. 16

水　沼　　　守 都１・ 理 ・物理 2019. 01. 21

浦　　　弘　三 都２・人文・経済 2019. 03. 26

山　口　直　昭 都２・人文・経済 2018. 02. 19

三　芳　　　瑛 都２・ 理 ・物理 2017. 02. 18

清　水　　　功 都３・人文・経済 2019. 03. 15

宮　井　　　睿 都３・人文・経済 2019. 06. 03

小　川　滿　紀 都３・ 工 ・電気 2017. 12. 04

阿　保　　　忠 都４・人文・経済 2019. 08. 14

大　池　秀　夫 都４・人文・経済 2018. 03. 04

川久保　　　昇 都４・人文・経済 2018. 10. 01

富　田　康太郎 都４・人文・経済 2019. 01. 01

森　下　英　明 都４・人文・経済 2019. 07. 25

尾　畑　　　稔 都４・ 理 ・化学 2019. 01. 08

山　本　　　昭 都４・ 工 ・工化 2019. 04. 21

後　藤　英　明 都５・人文・法学 2019. 04. 04

前　田　英　昭 都５・人文・法学 2019. 12. 23

藤　本　和　道 都５・人文・経済 2018. 04. 29

毛　利　幹　久 都５・人文・経済 2019. 07. 30

藤　田　一　郎 都５・ 工 ・電気 2017. 02. 08

岩　崎　　　清 都５・ 工 ・土木

飯　倉　照　平 都６・人文・中文 2019. 07. 24

岩　崎　正　守 都６・法経・経済 2017. 07. 00

小　町　登志夫 都６・法経・経済

益　子　　　仁 都６・ 工 ・機械 2019. 02. 17

藤　代　幸　一 都４・院人・独文 2020. 01. 14

松　嶋　忠　治 都７・法経・経済 2019. 02. 06

内　田　栄　一 都７・ 工 ・電気 2008. 01. 10

田　島　睦　也 都７・ 工 ・電気 2019. 08. 29

宮　沢　貞　男 都８・法経・法学 2019. 05. 28

佐　野　滋　雄 都８・ 理 ・化学 2019. 04. 15

池　田　繁　雄 都８・ 工 ・土木 2019. 03. 23

望　月　儀　夫 都７・院人・日東 2018. 07. 02

高　木　繁　忠 都10・法経・法学 2019. 03. 06

一　國　彬紗子 都10・ 理 ・化学 2019. 02. 01

稲　田　吉　弘 都13・法経・経済 2019. 04. 24

高　木　康　成 都14・ 理 ・物理 2019. 03. 06

濱　口　雅　洋 都14・ 工 ・土木 2019. 05. 12

猪　俣　芳　栄 都15・ 理 ・化学 2019. 05. 20

寺　田　　　健 都17・人文・国文 2018. 12. 00

廣　田　正　志 都18・ 法 ・法律 2019. 06. 28

鈴　木　惟　司 都18・ 理 ・生物 2018. 05. 07

清　水　幸　雄 都19・ 法 ・法律 2017. 03. 29

井　出　宣　雄 都19・ 工 ・土木 2015. 11. 03

吉　澤　聖一郎 都19・ 工 ・土木 2019. 01. 11

長谷川　義　和 都20・ 経 ・経済 2013. 10. 28

大　江　隆　男 都21・人文・哲学 2016. 00. 00

鮫　島　正　英 都21・ 工 ・電気 2019. 07. 01

難　波　幹　雄 都19・院工・建築 2018. 09. 05

金　田　和　洋 都23・ 法 ・法律 2018. 03. 00

羽野島　誠　一 都27・人文・英文 2019. 04. 17

深　田　沢　二 都28・人文・中文 2019. 01. 04

森　浦　敏　雄 都28・ 工 ・機械 2019. 02. 15

廣　瀬　清　明 都28・ 工 ・工化 2019. 02. 12

小　林　陽　子 都29・人文・教育 1998. 05. 08

大　内　雅　司 都30・人文・史学 2018. 01. 01

白　籏　清　彦 都30・ 工 ・機械 2018. 11. 26

大　内　松　男 都31・ 経 ・経済 2016. 11. 25

染　谷　　　藍 都47・ 法 ・法律 2018. 06. 29

佐　藤　　　格 都48・人文・社会 2015. 07. 17

熊　谷　みゆき 都53・ 理 ・数学 2009. 02. 24
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首都大学東京同窓会  会計報告 財務委員長　吉田　俊雄

八雲クラブ運営委員会第16期予算
（2019年８月７日現在）

支　出　の　部
印 刷 発 送 費 1,484
サロン運営費 500
講　師　謝　礼 110
人　　件　　費 350
交　　通　　費 89
通　　信　　費 64
清　　掃　　費 108
手 数 料 支 払 66
雑　　　　　費 235
八雲クラブ委員会費 150
振 込 手 数 料 3
予　　備　　費 50
　合　　計  3,209

収　入　の　部
前年度より繰越金 3,119
会 員 ・ 会 費 1,200
サロン参加費 310
ビジター利用料 500
雑　　収　　入 0
一般会計助成金 864
繰 越 金 活 用 335

　合　　計  3,209

単位：千円

財 産 目 録
（2019年７月31日現在）

（備考）繰越終身会費（10年で償却受入れ）（注）
　　繰越金内訳
　　一般会計繰越金 49,680,824
　　特別会計繰越金 4,741,820
　　　　　　　　　小　計 54,422,644
　　基　　本　　金 50,000,000
　　　　　　　　　合　計 104,422,644

　　東京都立大学への名称変更記念募金特別会計繰越金 8,505,825

単位：円

支　出　の　部
会 報 制 作 費 6,495,200
会 報 発 送 費 5,256,924
会員情報管理費 3,008,420
会　　議　　費 1,311,126
交流会開催費 614,720
新年会開催費 1,351,975
通　　信　　費 500,307
学 生 支 援 費 2,746,831
事　　務　　費 417,162
人　　件　　費 5,584,760
八雲クラブ運営費 864,000
八雲クラブ賃借料 2,280,000
イ ベ ン ト 費 365,605
組 織 強 化 費 469,423
雑　　　　　費 63,684
振込手数料等 794,446
事務所使用料 201,800
ＯＡ環境整備費 500,320
入 会 促 進 費 961,123
会費納入促進費 266,328
予　　備　　費 0
　小　　計 34,054,154
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,680,824
　合　　計 83,734,978

収　入　の　部
前年度繰越金 49,680,824
入　　会　　金 22,260,000
維　持　会　費 6,066,000
交流会参加費 353,000
新年会参加費 758,500
預　金　利　子 820
雑　　収　　入 150,864
繰　　入　　金 4,124,970
　小　　計 34,054,154
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 83,734,978

第15期決算（一般会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 586,498
データベース改定 0
一般会計への繰入金 4,124,970
　小　　計 4,711,468
当年度過不足額（収入－支出） －1,185,328
次年度繰越金 4,741,820
　合　　計 9,453,288

収　入　の　部
前年度繰越金 5,927,148
目　的　寄　付 351,000
維　持　寄　付 657,140
維持寄付（終身） 2,518,000
　小　　計 3,526,140

　合　　計 9,453,288

単位：円

第15期決算（特別会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日 単位：円

支　出　の　部

ゆうちょ銀行振込手数料 81,770
みずほ銀行振込手数料 2,808
　小　　計 84,578
当年度過不足額（収入－支出） 8,505,825
次年度繰越金 8,505,825
　合　　計 8,590,403

収　入　の　部
前年度繰越金 0
ゆうちょ銀行募金口座 7,739,500
みずほ銀行募金口座 850,903

　小　　計 8,590,403

　合　　計 8,590,403

第15期決算（東京都立大学への名称変更記念募金特別会計）
自 2018年８月１日　至 2019年７月31日 単位：円

支　出　の　部
会 報 制 作 費 4,685
会 報 発 送 費 2,824
会員情報管理費 3,000
会　　議　　費 1,380
交流会開催費 821
新年会開催費 0
通　　信　　費 400
学 生 支 援 費 4,940
事　　務　　費 500
人　　件　　費 5,499
八雲クラブ運営費 864
八雲クラブ賃借料 2,280
イ ベ ン ト 費 380
組 織 強 化 費 580
雑　　　　　費 71
振込手数料等 800
事務所使用料 568
ＯＡ環境整備費 560
入 会 促 進 費 975
会費納入促進費 0
予　　備　　費 100
　小　　計 31,227
当年度過不足額（収入－支出） 0
次年度繰越金 49,681
　合　　計 80,908

収　入　の　部
前年度繰越金 49,681
入　　会　　金 22,000
維　持　会　費 5,871
交流会参加費 440
新年会参加費 0
預　金　利　子 1
雑　　収　　入 1,065
繰　　入　　金 1,850
　小　　計 31,227
（前年度繰越金を除く）

　合　　計 80,908

第16期予算（一般会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日

支　出　の　部
払込票制作等 310
データベース改定 0
一般会計への繰入金 1,850
　小　　計 2,160
当年度過不足額（収入－支出） 179
次年度繰越金 4,921
　合　　計 7,081

収　入　の　部
前年度繰越金 4,742
目　的　寄　付 227
維　持　寄　付 429
維持寄付（終身） 1,683
　小　　計 2,339

　合　　計 7,081

単位：千円

第16期予算（特別会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日 単位：千円

支　出　の　部

ゆうちょ銀行振込手数料 623
みずほ銀行振込手数料 22
　小　　計 645
当年度過不足額（収入－支出） 64,876
次年度繰越金 73,382
　合　　計 74,027

収　入　の　部
前年度繰越金 8,506
ゆうちょ銀行募金口座 58,969
みずほ銀行募金口座 6,552

　小　　計 65,521

　合　　計 74,027

第16期予算（東京都立大学への名称変更記念募金特別会計）
自 2019年８月１日　至 2020年７月31日 単位：千円

　資 産 の 部
１　首都大学東京同窓会現金・預金
　　①現　　　金　手許在高 42,798  
　　②普 通 預 金 104,341,360  
 （内　基本金　50,000,000） 
　　　　　　　　　みずほ銀行　南大沢支店 93,390,050  
　　　　　　　　　三菱ＵＦＪ銀行　多摩センター支店 10,951,310  
　　③郵便振替口座 　  
　　　　　　　　　首都大学東京同窓会 38,486
　　　小　　　　計 104,422,644
２　東京都立大学への名称変更記念募金・預金
　　①普 通 預 金
　　　　　　　　　みずほ銀行　南大沢支店 848,095  
　　②郵便振替口座 　  
　　　　　　　　　東京都立大学への名称変更記念募金 7,657,730  
　　　小　　　　計 8,505,825  
３　造　　　　作　八雲クラブ借室改修費用 0  
４　投資有価証券　㈱都立大学同窓会サービス株式（1,750株）
 87,500,000  
　　　資 産 合 計 200,428,469  
　負 債 の 部
１　前 受 会 費（繰越終身会費） 22,482,000  
２　リース残高（積水リース株式会社） 430,150  
　　　負 債 合 計 22,912,150  
　　　差引正味財産 177,516,319  
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TDS（株式会社都立大学同窓会サービス）第34期会計報告　 代表取締役　河口　　修
貸 借 対 照 表
（2019年１月31日現在）

負　債　の　部
　　科　　目 金　額    

円
流　動　負　債 802,935
　未　　払　　金 12,535
　前　　受　　金 570,000
　預　　り　　金 0
　未払法人税等 220,400
　負債の部合計 802,935

資　産　の　部
　　科　　目 金　額 　

円

流　動　資　産 33,107,856
　現金及び預金 33,107,856
固　定　資　産 56,022,686
・有形固定資産 55,949,886
　建　　　　　物 4,976,206
　土　　　　　地 50,973,680
・無形固定資産 72,800
　電 話 加 入 権 72,800

  資産の部合計 89,130,542

純 資 産 の 部
株　主　資　本 88,327,607
　（資　本　金） 87,500,000
　資　　本　　金 87,500,000
　（利益余剰金） 827,607
　繰越利益余剰金 0
純資産の部合計 88,327,607
負債及び純資産の部合計 89,130,542

販売費及び一般管理費
自 2018年２月１日　　至 2019年１月31日

損 益 計 算 書
自 2018年２月１日　　至 2019年１月31日

利益処分計算書
　

会計監査の結果、上記の報告は適正であることを認めます。
監査役　　吉田　俊雄
監査役　　松本　　傳

貸借対照表注記事項
原価償却累計額　    32,162,514円

　　科　　　目 金　　額

管　　　理　　　費 506,100 円
警　　　備　　　費 259,192
減　価　償　却　費 362,439
修　　　繕　　　費 226,800
事　務　用　品　費 518
消 　 耗 　 品 　 費 0
水　道　光　熱　費 165,642
旅　費　交　通　費 91,206
手　　　数　　　料 123,972
租 　 税 　 公 　 課 219,700
交　際　接　待　費 0
保　　　険　　　料 13,080
通　　　信　　　費 115,561
新　聞　図　書　費 0

　　合　　　計 2,084,210

【当期未処分利益】 827,607

【次 期 繰 越 利 益】 827,607

　
上記の通りご報告申し上げます。
　　　

2019年３月20日
株式会社　都立大学同窓会サービス

代表取締役　河　口　　　修
常務取締役　久　保　義　丸
取　締　役　中　村　政　和
取　締　役　近　藤　泰　幹

【純　売　上　高】
　　貸　室　収　入  2,280,000
　　　売 上 総 利 益  2,280,000
【販売費及び一般管理費】  2,084,210
　　　営　業　利　益  195,790

【営 業 外 収 益】
　　受　取　利　息  2,123
　　  
　　　経　常　利　益  197,913
　　　税引前当期純利益  197,913
　　　法　人　税　等  220,723
　　　当 期 純 損 失   －22,810
　　　前期繰越利益  850,417
　　　当期未処分利益  827,607
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　南大沢キャンパスで盛大に開催される大学祭「みやこ
祭」（11月１日～３日）に合わせ、11月３日（火・文化の
日）、本年もホームカミングデーが行われます。ホームカ
ミングデーも年々、充実した内容になっていますが、同窓
会も記念イベントを開催します。
　今年のホームカミングデーは、「新しい」東京都立大学
になってはじめてのホームカミングデーです。
　昨年もみやこ祭には、大勢の方が来訪されましたが、今
年はそれ以上に盛り上がるでしょう。
　今年も、この機会にぜひこの大学祭の雰囲気を楽しみな
がら、紅葉の樹々に囲まれたキャンパス、研究室、実験施
設、大学展示室などをお訪ねください。

首都大、都立大、科技大、保科大・医技短すべての
同窓生の皆様！交流会に是非お申し込み、ご参加
ください！
大学キャンパスでの久々の再会と新たな出会い、先輩・後
輩・現役学生らとの交流をお楽しみください。
同期、ゼミ、サークルなどグループの皆さん！この
機会を利用して同期会などの集まりをしませんか！同窓会
がお手伝いしますので事務も軽減されますし、会費も割安
になります。

南大沢キャンパスは、京王相模原線南大沢駅下車徒歩５分。
南大沢駅は新宿から直通特急で最速33分、新横浜駅から最
速43分です。新宿からは20分間隔で直通特急、準特急が出
ていて便利になりました。

記念講演会・総会・交流会・オープンラボ
　日時　2020年11月３日（火・文化の日）
　　　　記念講演会　13時～14時
　　　　総会　15時半～16時
　　　　交流会　16時～18時
　　　　オープンラボ　11時～16時

（以上は予定です。今後変更される場合がありま
すので、スケジュールの詳細など最新情報は、同
窓会ホームページでご案内します。）

会報発行は年1回（春）になりました
　これまで年２回（春、秋）発行してきました同窓会報は、
今年度から春（４月）１回の発行になりました。

　会員の皆様にはご理解をお願いいたします。
詳しくは広報委員長挨拶（本文３頁）参照。

記念講演会　講師、題名等詳細については未定です。決
まり次第ホームページでお知らせします。
総　会　会場　南大沢キャンパス 国際交流会館 大会議室
交流会　会場　国際交流会館内レストラン
　　　　　　　 ルヴェソンヴェール南大沢
会費については確定しましたらHPに掲載します。
事前申し込み、グループ参加等の各種割引は今年も行う
予定です。ご期待ください。

事前申込方法
＊申込用紙は、同窓会ホームページからダウンロードで
きるようにします。また、ご一報いただければお送り
することもします。

＊グループ参加の場合、グループ名（例○○ゼミ）、代
表者名、メンバー会員の氏名・卒期・学部・住所・電
話番号（よろしければ勤務先・元勤務先）を同窓会事
務局までご連絡ください。

＊申込期間2020年９月30日
＊事前予約された方には、当日、名札を用意します。ま
た、交流会会場にはグループが集まれる「島」を用意
します。

問い合わせ先首都大学東京同窓会・イベント委員会
　電話０４２－６７０－７７０２
　ファックス０４２－６７７－２８９４
　メールtmu-al@tmu.ac.jp
詳細は、ホームページ首都大学東京同窓会　検索

来春、新年会を開催します！
2021年２月６日（土）、新年会を開催します。
前回は2019年の開催でしたが、大変盛会でした。
2021年の新年会は、新機軸を取り入れてこれまでとはかな
り違った会にすることを検討中です。
どうかご期待ください。
内容は決まり次第、HPに掲載します。

評議委員会は、各キャンパス回り持ちで開催しています
が、本年度の第17回評議員会は、日野キャンパスで開催さ
れます。
ぜひ、ご出席ください。
　場所：日野キャンパス
　日時：10月24日（土）14：00より
なお、当日は13時より、最新の機器のそろっているキャン
パスをめぐるツアーも計画されており、同窓生の皆様どな
たでも参加できます。評議員会については本文13ページ参照。

第17回評議員会は、10月24日（土）日野キャンパスで開催。

東京都立大学同窓会　ホームカミングデーイベント
講演会・総会・交流会・オープンラボ


